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舟内平野の中心部に位置する現八尾市域は、かつて縄文海進の終期と共に、

そこが大和川の氾濫原でもあっただけに、考古学的発掘により、河内平野の形

成史が観察される極めて興味深い地域であります。同時にそこで、生活を始め

た古代人の足跡が、遺物や遺跡として検出される地域でもあり、やがて『古事

記』や『 日本書紀』に記録された歴史を紡佛させる古代史のねむる重要な地域

でありました。それだけにこれらの文化財を、開発という名の破壊から後世に、

せめて記録保存として残すことは、今日に生きる私共、市民の共通する責任で

もあり、また、文化的使命でもあります。それ故、私共は、市民と共に埋蔵文

化財の保護と都市開発のはざまで、関係者の理解と協力を得て発掘調査を進め

ているところであります。

さて、当八尾市文化財調査研究会 (財団)が、八尾市教育委員会の指示によ

り、実施 してまいりました昭和63年度の発掘調査は24件で、面積にして8766.99

平方米に及びました。 これらの調査により、貴重な遺構や遺物が確認され、地

域史研究に欠かせぬ資料の一頁となるもめと自負するところであります。

当財団設立のいま一つの目的であります、文化財愛護に関する啓発事業とし

て、恒例の文化財講座『文化財 トーク やお・ むかし・ むかし』の開催や小学

生を対象とした『チビッコ文化財夏期学習』及び遺物の展示、地域での『現地

説明会』などを開催 して参 りました。

また、歴史民俗資料館の運営として、春の特別展『八尾を掘 る』、秋の特別

展『愛宕塚古墳』を開催 し、郷土文化の枠を広 く市民各位に提供 してきたとこ

ろであります。

最後になりましたが、各埋蔵文化財調査の実施にあたり、御指導・御協力を

賜わりました関係機関の各位に対 しまして心から御ネL申 し上げますと

平成元年12月

財団法人 八尾市文化財調査研究会

理事長 福 島  孝



例

1.本書は、財団法人八尾市文化財調査研究会が、昭和63年度に行ったすべての事業の概要を

まとめたものである。

1.埋蔵文化財の発掘調査の項は、調査担当者 (高萩千秋・原田昌則・成海佳子 。西村公助・

駒澤敦 。近江俊秀 (市教育委員会嘱託))の報告をもとに、原田が検討を加えてまとめた。

1.本書に掲載した地図は、八尾市発行の2500分の 1(昭和60年測量)を使用した。埋蔵文化

財分布図は、八尾市教育委員会発行 (昭和63年 4月 1日 )の ものをもとに作成した。

1.本書と埋蔵文化財発掘調査報告書の内容が異なる場合は、後者を正 しいものとする。
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I 八尾市文化財調査研究会の概要

1 目的

八尾市域の文化財の調査・保存・研究を通じて文化財の保護を図るとともに、市民の文化財

保護に関する理解を深め、地域文化の発展に寄与し、永く後世に文化遺産を継承することを目

的とする。

2 事業内容

・八尾市立歴史民俗資料館の管理

・埋蔵文化財の発掘調査および内業整理業務の受託

・埋蔵文化財以外の文化財の調査研究

・文化財に関する講座・講演会および展示会の開催

・八尾市教育委員会からの受託業務

。その他目的を達成するために必要な業務

3 設立年月日

昭和57年 7月 1日

4 事務局所在地

大阪府八尾市清水町 1丁 目21番 1号

5 歴史民俗資料館所在地

大阪府八尾市千塚 3丁目180番地の 1

6 役員および組織  (平成元年 3月 31日 現在)

顧 問 1名

理 事 13名 (理事11名・監事 2名 )

評議員 13名

理 事 長
一 ―

事 務 局 長
― 一

t:ぞ

§ 8::δ § ‡



事務文掌

調査室―埋蔵文化財の調査研究 。啓発事業およびそれらに関わる庶務

事業室―歴史民俗資料館の管理 。事業運営およびそれらに関わる庶務

7 役員・職員の名簿  (平成元年 3月 31日 現在)     (50音 順)

顧 間  山 脇 悦 司  八尾市長 (前理事長)

理事長  福 島   孝

理 事  今 川 金 治  八尾商工会議所会頭

〃   貴 島 正 男  八尾市郷土文化推進協議会会長

〃   田 代 克 巳  帝塚山短期大学教授

〃   辻合 喜代太郎  帝国女子大学名誉教授

〃   永 井 貴美子  八尾市議会議員

〃   西 谷 信 次  八尾市教育長

〃   古 橋   了  星電器製造株式会社取締役社長

〃   松 浦 慶 太  八光信用金庫理事長

〃   森 岡 安治郎  八尾市農業協同組合組合長

〃   吉 房 康 幸  大阪府教育委員会文化財保護課長

監 事  伊 藤   弘  八尾商工会議所副会頭

〃   西 崎   宏  八尾市収入役

評議員  浅 井 允 晶  堺女子短期大学教授

〃   安 積 由 高  やお文化協会常任理事

〃   阿 部   孝  やお文化協会事務局長

〃   上 井 久 義  関西大学教授

〃   奥 野
｀
俊 雄  やお文化協会常任理事

〃   櫻 井 敏 雄  近畿大学教授

〃   棚 橋 利 光  大阪府立八尾高等学校教諭

〃   塚 口 義 信  堺女子短期大学教授

〃   細 見 二 郎  八尾商工会議所副会頭

〃   松 井 一 雄  八尾市教育委員会社会教育部長

〃   三 上 幸 寿  八尾市史編纂委員

〃   村 川 行 弘  大阪経済法科大学教授

〃   森 口 慶次郎  八尾市議会議員
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調査室

調査室長

調 査 係

庶 務 係

事業室

事業室長

事業係長

事 業 係

堀 内   薫

高 萩 千 秋

原 田 昌 則

成 海 佳 子

西 村 公 助

駒 澤   敦

富 田 よしの

中 谷 暁 子

安 井 良 三

浅 井 隆 三

小 谷 利 明

尾 崎 良 史

〃
　
　
　
　
〃

(嘱託)

(〃 )

(〃 ) ※3月 退職

(嘱託)

(市立歴史民俗資料館長兼務)八尾市教育委員会より出向

八尾市教育委員会より出向

8 理事会 。評議員会の開催

会  議  名 開 催 年 月 日 議 事 内 容

第 1回 理 事 会

昭和63年 6月 16日

・ 評議員の選出に関する件

・ 理事および監事の選任に関する件

・ 理事長の選出に関する件

・ 昭和62年度事業報告承認の件

・ 昭和62年度収支決算承認の件

第 1回 評 議 員 会

第 2回 理 事 会

平成元年 3月 30日

・ 平成元年度事業計画承認の件

・ 平成元年度収支予算承認の件

第 2回 評 議 員 会
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Ⅱ 埋蔵文化財の発掘調査

昭和63年度にlREl八尾市文化財調査研究会が、八尾市教育委員会の指示を受けて実施 した発掘

調査は24件で、発掘調査面積は、876699雷 を図る。面積では昭和62年度を下回ったものの、

調査件数では24件 と同数で 2年続きで高い水準であった。これらの要因としては、高景気に支

えられた活発な経済活動や、都市部を中心とする地価高騰等の諸条件を背景とする社会情勢が、

一地方都市である本市にも波及 した結果と考えられる。 これらの開発に伴 う発掘調査の増加と

引き替えに、数多 くの貴重な考古資料が検出され、新たな知見が蓄積されつつある反面、発掘

調査に追われるなかで、それらの成果の公表が遅れがちになっているのも偽りない事実である。

発掘調査は開発に伴 う一過性のものであり、社会情勢に左右されることは当然である。しかし、

近年のこのような動きは、永い歴史の中では 1つ の点にすぎないが、今後の推移には注意をは

らう必要があろう。

昭和63年度に実施 した発掘調査では、縄文時代前期～平安時代後期までの遺構 。遺物を検出

しており、多大な成果を得た。以下、おもな検出遺構 。出土遺物を時代順に概観する。

縄文時代前期 遺構は検出されなかったが、23八尾南遺跡で爪形文土器の小破片が数点検出

されている。

弥生時代前期 17田井中遺跡で溝 2条が検出された。弥生時代中期 10東 弓削遺跡で土坑が

検出され、集落が広範囲に広がることが判明した。また、23八尾南遺跡では水田が検出されて

いる。弥生時代後期  1萱振遺跡では竪穴住居 2棟を検出した。 2棟ともに焼失住居で、内部

には建築材である垂木が炭化材となって遺存 していた。10東郷遺跡では溝 2条が検出され、不

明瞭であったこの時期の集落内での動向の一部が明らかになった。20亀井遺跡では集落の一部

を検出した。調査地はこの時期の集落が検出されている調査地の東部に位置することから、集

落の範囲を推定するうえで貴重である。23八尾南遺跡では水田を検出した。 この時期の水田は

調査地の南側の調査区 (第 5次調査)で検出されており、これらを含めると約2000∬ にわたっ

て水田が拡がっていたことが明らかとなった。

古墳時代前期 〔庄内式古相〕 5成法寺遺跡・ 10東弓削遺跡で居住地が検出されている他、 5

成法寺遺跡では方形周溝墓 3基が検出されている。〔庄内式新相〕 2萱振遺跡 。19跡部遺跡で

居住地が検出されている。なかでも、 2萱振遺跡は遺跡推定範囲の北西部で初めて確認された

もので、既往調査の成果を含めると広範囲に集落が存在 していたことが窺える。〔布留式古相〕

6久宝寺遺跡で方形周溝墓 1基が検出された。 17田井中遺跡では、居住地が検出されている。

古墳時代中期 22八尾南遺跡で方墳 4基が検出された。古墳時代後期 2萱振遺跡で掘立柱建

-4-



物を中核とする居住地を検出した。この時期の集落の検出例は、八尾市域では数少ないもので

ある。 11・ 12芝塚古墳では、横穴式石室内から組合式家型石棺が 3棺検出され、高安古墳群を

考えるうえで多 くの課題を残す結果となった。 14恩智遺跡では、土器棺墓 1基を検出した他、

多数の埴輪片が出土 しており、付近に古墳が存在 した可能性が高い。一方、 18田井中遺跡では

水田が検出されている。

平安時代後期  1萱振遺跡で掘立柱建物 2棟の他、井戸・ 土坑が検出されており、集落が東

方へ広がることが判明した。 3東郷遺跡では、井戸 1基が検出された。この時期の遺構は、当

調査地から西150mに 位置する第25次調査で検出されていることから、遺跡推定範囲の中央部

から北西部一帯にこの時期の集落が存在 していたようである。なお、井戸側に使用されていた

曲物の外側には墨書紀年銘があり、この時期の土器類の実年代を推定するうえで貴重な資料と

言えよう。 6老原遺跡では満の中から板塔婆が出土 しており、当時の宗教観の一端を知るうえ

で重要である。

1萱振遺跡 (第 6次調査)調査風景 (東 から)
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昭和63年度発掘調査一覧表

番

号
遺  跡  名 調  査  地 原 因 者 原 因 調 査 期 間 離

⑪
担 当

1
き
三 振 (第 6次 ) 幸町 1丁目60-1 八 尾 市 改良住宅建設

昭和63年

6月 21日 ～ 8月 11日
原 田

2 振 (第 7次 ) 泉町 2丁目56他 セ ンコーい
事務所付倉庫建
設

平成元年
2月 1日 ～3月 29日

原 田

3 東 郷 (第 28次 ) 光町 1丁目47 丸 十 呉 服 ビル建設
昭和63年

7月 26日 ～ 8月 H日
西村

4 東 郷 (第29次 ) 光町 2丁 目28-1 豊倉キャウ 共同住宅
平成元年
3月 6日 ～ 3月 25日

西村

5 成 法 寺 (第 4次 ) 南本町 1丁 目10-1 大阪シーリ
ング印刷爛

事務所建設
昭和63年

11月 7日 ～12月 5日
高萩

6 久 宝 寺 (第 3次 ) 久宝寺 4丁 目74 古川 武 共同住宅
昭和63年

12月 5日 ～12月 28日
西村

7 小 阪 合 (第 15次 )
小阪合町 2丁目

52--11
八 尾 市 ポンプ場放流渠

昭和63年

5月 17日 ～10月 31日
高萩

8 刀ヽ 阪 合 (第 16次 )
青山町1～ 3・ 5丁 目

山本南町 8丁 目
八 尾 市 区画整理

昭和63年

7月 5日 ～ 8月 26日
高萩

9 おヽ 阪 合 (第 17次 ) 青山町 3丁 目47 梶本 準一 共同住宅
昭和63年

10月 3日 ～10月 4日
高萩

東 弓 削 (第 4次 ) 八尾木東 1丁目 八 尾 市 下水道工事
昭和64年 平成元年
1月 3日 ～ 1月 23日

原 田

11
高安古墳群 (第 1次)

芝 塚 古 墳
神立 2丁 目 ノ( 尾 市 道路建設

昭和63年

5月 23日 ～6月 11日

田

澤

原

駒

12
高安古墳群 (第 2次 )

芝 塚 古 墳
神立 2丁 目 八 尾 市 道路建設

平成元年
2月 25日 ～4月 15日

高萩

恩 智 (第 2次 )
恩智北町 1丁目

59・ 60
巽  二郎 共同住宅

昭和63年

8月 29日 ～ 9月 1日
西村

恩 智 (第 3次 ) 恩智1045外 6筆 大 阪 市 浄 化 槽
昭和63年

11月 7日 ～11月 17日
西村

老 原 (第 3次 ) 東老原 1丁目42-J 関電産業碑 社宅建設
昭和63年

10月 27日 ～11月 16日
原 田

老 原 (第 4次 ) 東老原 1丁 目 八 尾 市 下水道工事
平成元年
2月 14日 ～ 3月 1日

西村

17 田 井 中 (第 7次 ) 空港 1丁 目81
大阪
防衛施設局

通信鉄塔建設
昭和63年

5月 30日 ～ 6月 16日
2[ 西村

田 井 中 (第 8次 ) 志紀町西 3丁 目 近畿財務局 宿舎建設
昭和63年 平成元年
10月 1日 ～2月 20日

996 成海

跡 部 (第 4次 )
跡部本町 1丁 目

4-1。 4-2 種田 竹松 共同住宅
昭和63年

10月 1日 ～10月 22日
西村

亀   井 (第 1次 ) 南亀井町 1丁 目41
刷

い
評
売

大

販
工場建設

昭和63年

11月 7日 ～11月 24日

萩

江

一働
近

ノ( 尾 南 (第 H次 )
西木の本 1丁 目

48。 49
下村清之佑 共同住宅

昭和63年

7月 19日 ～ 7月 26日

澤

江

駒

近

ノ( 尾 南 (第 12次 ) 若林町 2丁 目174
小倉屋
山本食品爛

店舗建設
昭和63年

8月 29日 ～10月 21日
原 田

ノ` 尾 南 (第 13次 ) 若林町 1丁 目76-3 命
問磯

険
朝
保

事務所建設
昭和63年 平成元年
9月 14日 ～ 2月 25日

海

澤

成

駒

長   原 (第 1次)
大阪市平野区

長吉川辺 3丁 目
八 尾 市 下水道工事

昭和63年

8月 2日 ～8月 4日
成 海
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と 萱振遺跡

1 萱振遺跡 (第 6次調査)

調 査 地 八尾市幸町 1丁 目60-1

調査期間 昭和63年 6月 21日 ～昭和63年 8月 11日

調査面積 320雷

はじめに

今回の発掘調査は住宅建設に伴って実施 したもので、当調査研究会が萱振遺跡内で実施 した

発掘調査の第 6次調査にあたる。

当遺跡は、旧大和川の主流であった長瀬川の右岸に位置する沖積地に位置 しており、現在の

行政区画では、緑ケ丘 1～ 3丁 目、萱振町 1～ 7丁 日、泉町 1～ 3丁目、桂町 1～ 3丁 目、幸

町 1・ 3・ 4・ 6丁目に所在 している。

今回の調査地が位置する萱振遺跡の北部では、昭和58～ 59年にかけて大阪府教育委員会が府

立八尾北高校の建設に伴 って発掘調査を実施 したのを始めとして、昭和59年には当調査研究会
註 1

が今回の調査地の西50m地点で発掘調査 (第 1次調査)を実施 している。これらの調査の結果、
註 2

弥生時代後期から鎌倉時代末期に至る遺構 。遺物を検出している。

老Z密[三三『 剤匡三三三三三デ』摯
〃   2月 調査地

―
」



1 萱振遺跡

調査概要

住宅建設予定地に合わせて東西29m・ 南北 9mの調査区を設定 した。掘削に際しては、試掘

結果を参考にして現地表下 lmま でを機械で掘削 し、以下 lmを入力で掘削 した。その結果、

現地表下1.2m～1.4m(標高4.6～ 4.4m)付近に存在する茶灰色シル ト層上面で平安時代後期・

江戸時代に比定される遺構を検出した (第 2調査面)。 さらに0.5～0.7m掘 り下げた結果、標

高3.9m前後付近に存在する灰黄～灰褐色シル ト上面で弥生時代後期に比定される遺構を検出

した (第 1調査面)。

第 1調査面

第 1調査面は、現地表下1,9m(標高3.9m)付近に存在する灰黄～灰褐色シル ト上面を調査

対象とした。その結果、弥生時代後期に比定される、竪穴住居 2棟 (SI-1・ 2)、 井戸 1

基 (SE-1)、 土坑 2基 (SK-1・ 2)、 溝 1条 (SD-1)を 検出した。なかでも、 2棟

検出した竪穴住居はともに焼失家屋で、内部からは建築材である垂木が炭化材となって放射状

に倒れていたほか、多量の炭・ 灰が出土 した。

第 2調査面

第 2調査面は、現地表下12～ 1.4m(標高4.6～4.4m)付近に存在する茶灰色 シル ト上面を

調査対象とした。その結果、平安時代後期に比定される掘立柱建物 2棟 (SB-1・ SB―

2)、 井戸 7基 (SE-2～ 6、 8・ 9)、 溝10条 (SD-2～ SD-11)、 小穴83個 (SP―

2～ SP-84)の ほか、江戸時代後期に比定される井戸 2基 (SE-7・ SE-10)を 検出し

■O        
‐

まとめ

今回の調査では、弥生時代後期・鎌倉時代後期・江戸時代後期に比定される遺構を検出した。

なお、当調査地の西50mの地点で実施 した調査 (第 1次調査)においても、弥生時代後期と平
註 3

安時代後期の遺構が検出されていることから、両時期の集落がさらに東側に広がることが明ら

かとなった。

註 1 広瀬雅信  「萱振遺跡調査速報」『八尾市文化財紀要』 八尾市教育委員会 1985

註 2 側八尾市文化財調査研究会「 I萱振A遺跡 (第 1次調査)」『八尾市埋蔵文化財発掘調査概要』昭和61年度 ω八

尾市文化財調査研究会報告13 1987

註 3 前掲註 2

-8-
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検出遺構平面図



第 1調査面全景 (東から)
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第 2調査面全景 (東 から)



無

盈
一

SI-1 検出状況 (北 から)
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SI-2 検出状況 (北 から)



2 萱振遺跡

2 萱振遺跡 (第 7次調査)

調 査 地 八尾市泉町 2丁目56他11筆・ 57他 6筆

調査期間 平成元年 2月 1日 ～平成元年 3月 29日

調査面積 900∬

はじめに

今回の発掘調査は倉庫建設に伴うもので、当調査研究会が萱振遺跡内で実施 した発掘調査の

第 7次調査にあたる。

調査地点は、第 6次調査地点の北西250mに位置する。

調査概要

調査では、建物の基礎杭予定地に南北方向に 5本 (第 1ト レンチ～第 5ト レンチ)、 東西方

向に 2本 (第 るトレンチ・ 第 7ト レンチ)の計 7本の トレンチを設定 した。ただ、南北方向の

トレンチについては、調査区内の中央部を東西方向に伸びる里道があるため、この部分を調査

対象外としたため調査区が三分される結果となった。 したがって、南北方向の トレンチについ

ては、北区と南区に区別 した。

各調査区の規模は、第 1ト レンチ～第 5ト レンチの北区 (長 さ48m)、 第 1ト レンチ～第 5

ドレンチの南区 (長さ14m)、 第 6ト レンチ (長さ36m)、 第 7ト レンチ (長さ35m)で、幅は

第 1ト レンチの北区 。南区が 4mで ある他は、すべて 2mである。

掘削方法は、第 1ト レンチ～第 5ト レンチの北区および第 1ト レンチ南区では、機減掘削1.2

m前後、人力掘削0.2m前後で、第 2ト レンチ～第 5ト レンチの南区および第 6ト レンチ 。第

7ト レンチでは機械掘削0.8m前後、人力掘削0.2m前後である。

各調査区ともに 1面を調査対象にしたが、第 4ト レンチの南区については、 2面を調査対象

とした。調査の結果、各調査区から古墳時代前期・古墳時代後期 。近世に比定される遺構・遺

物を検出した。

第 1ト レンチ (北区)

現地表下1.4m(標高3.3m)前後に存在する灰褐色粘質ンル ト上面を調査対象面 とした。 そ

の結果、溝 4条 (SD-1～ 4)。 小穴 2個 (SP-1・ 2)を検出した。そのうち、 SD―

2か ら古墳時代前期に比定される遺物が出土 したほか、SD-4か らは古墳時代後期に比定さ

れる遺物が出土 した。

第 1ト レンチ (南区)

―- 12 -―



2 萱振遺跡

現地表下1.3m(標高36m)前後に存在する灰褐色粘質シル ト上面を調査対象とした。 その

結果、井戸 1基 (SE-1)・ 土坑 1基 (SK-1)溝 1条 (SD-3)を 検出 した。遺物 は

SE-1・ SK-1・ SD-3か ら古墳時代後期に比定される遺物が出土 した。

第 2ト レンチ (北区)

現地表下1.5m(標高3.5m)前後に存在する淡灰色シル ト上面を調査対象面とした。 その結

果、土坑 1基 (SK-2)・ 溝 1条 (SD-1)・ 小穴 4個 (SP-3～ 6)を検出した。

遺物は、SP-6か ら古墳時代前期に比定される遺物が出土 したほか、SP-4・ SP-5

からは古墳時代後期に比定される遺物が出上 した。

第 2ト レンチ (南区)

現地表下12m(標高3.7m)前後に存在する淡灰色シル ト上面を調査対象面とした。 その結

果、溝 1条 (SD-5)・ 小穴 (SP-7～ 20)を検出した。遺物は、SD-5。 SP-5・

8・ 11・ 12・ 13・ 15・ 18か ら古墳時代後期に比定される遺物が出土 した。

第 3ト レンチ (北区)

現地表下1.6m(標高3.5m)前後に存在する灰褐色粘質シル ト上面を調査対象面 とした。そ

の結果、土坑 1基 (SK-3)・ 溝 4条 (SD-1・ SD-6～ 8)。 小穴12個 (SP-21～ 32)

を検出した。遺物はSP-24・ 27か ら古墳時代前期に比定される遺物が出上 したほか、SK―

3・ SD-6・ SP-2か ら古墳時代後期に比定される遺物が出上 した。

第 3ト レンチ (南区)

現地表下1,lm(標高3.6m)に存在する灰褐色シル ト上面を調査対象面としたが、遺構 は検

出されなかった。

第 4ト レンチ (北区)

現地表下1.3m(標高3.5m)前後に存在する灰褐色粘質シル ト上面を調査対象面 とした。 そ

の結果、土坑 2基 (SK-4・ 5)・ 溝 4条 (SD-1・ 6・ 7・ 9)・ 小穴 6個 (SP-33～

38)を検出した。遺物は、SK-4・ 5、 SD-6・ 7。 9、 SP-36・ 38か ら古墳時代後期

に比定される遺物が出土 した。

第 4ト レンチ (南区)

この調査地では、 2面 (第 1調査面 。第 2調査面)にわたる調査を実施 した。

第 1調査面

現地表下0.9m(標高3.8m)前後に存在する茶褐色シル ト上面を調査対象面とした。 その結

果、溝 1条 (SD-10)・ 小穴 5個 (SP-39～ 43)を検出した。遺物は、 SD-10か ら古墳

時代後期に比定される遺物が出土 した。

第 2調査面

-13-



2 萱振遺跡

第 1調査面より0.3m前後下部に存在する灰黄色シル ト上面を調査対象面とした。その結果、

溝 1条 (SD-11)を検出した。遺物は古墳時代前期に比定される土器類がコンテナ箱に 4箱

程度出土 した。

第 5ト レンチ (北区)

現地表下1.3m(標高3.5m)前後に存在する褐灰色シル ト質粘土上面を調査対象面 とした。

その結果、溝 4条 (SD-1・ 7・ 12・ 13)を検出した。遺物はSD-7か ら古墳時代後期に

比定される遺物が出土 した。

第 5ト レンチ (南区)

現地表下 lm(標高3.6m)前後に存在する淡灰色シル ト上面を調査対象とした。その結果、

土坑 1基 (SK-6)・ 小穴 8個 (SP-44～ 51)を検出した。遺物はSP-44か ら古墳時代

後期に比定される遺物が出上 した。

第 6ト レンチ

現地表下0.8m(標高3.8m)前後に存在する淡黄灰色シル ト上面を調査対象面とした。 その

結果、井戸 1基 (SE-2)・ 土坑 2基 (SK-7・ 8)・ 溝 5条 (SD-3・ 11・ 14～ 16)・

小穴 3個 (SP-52～ 54)を検出した。遺物はSD-11か ら古墳時代前期、SK-7・ 8か ら

古墳時代中期、SE-2か ら近世に比定される遺物が出土 した。

第 7ト レンチ

現地表下0,7m(標高3.9m)前後に存在する淡灰色茶色シル ト上面を調査対象面 とした。 こ

の結果、溝 6条 (SD-14・ 15・ 17～ 20)。 小穴 6個 (SP-55～ 60)を検出 した。遺物はS

D-14・ 17・ 18・ 19・ 20、 SP-55・ 56か ら古墳時代後期に比定される遺物が出土 した。

まとめ

調査の結果、調査区の中央部を東西方向に伸びる里道を境として、南側 と北側では約0.3m

前後の比高差が認められ、旧地形が南側から北側にかけてゆるやかに傾斜をもつ地形であった

ことが判明 した。検出した遺構・遺物は古墳時代前期 (庄内式新相)・ 古墳時代後期・近世に

比定されるものである。以下、時期 ごとに概観する。

古墳時代前期 (庄内式新相)

この時期に比定される遺構は、第 1ト レンチ (北区)の SD-2、 第 2ト レンチ (北区)の

SP-6、 第 3ト レンチ (北区)の SP-24・ 27、 第 4ト レンチ (南区―第 2調査面)お よび

第 6ト レンチのSD-11で ある。SD-11を除けば、調査地の北部中央から西部一帯に広がり

が認められる。SD-11は、南東―北西方向に流路を持つもので、検出長 2m幅45m深 さ1.5

mを測る。溝内か らは、壺・鉢・高杯・ 甕等の土器片が多量に出土 したほか、広鋤・方形容器

等の木製品が出土 している。また、溝内から出土 した土器類は、ほとんどローリングを受けて

―- 14 -―



2 萱振遺跡

いないことから、調査地の南東部一帯にこの時期の集落が存在 した可能性が高いものと考えら

れる。

古墳時代後期 (6世紀後半～ 7世紀前半)

この時期に比定される遺構・ 遺物は調査区の全域で確認でき、この時期大規模な集落が存在

していたことが明らかになった。そのなかでも、第 1ト レンチ 。第 2ト レンチ (南区)、 第 2

トレンチ・第 3ト レンチ (北区)の中央部、第 4ト レンチ・第 5ト レンチ (南区)付近では掘

立柱建物を構成 したものと推定される小穴を多数検出しており、集落内での居住域を推定する

うえで重要であろう。また、出土遺物のなかには軒丸瓦 1点のほか、平瓦・丸瓦の破片が多数

出土 しており、今後調査区の東方に位置した西郡廃寺との関係に注意をはらう必要があろう。

近世

第 6ト レンチで井戸 1基 (SE-2)を 検出した。その形状から農業用の井戸であったもの

と推定できる。

無|=撥

蝿t

ユIl t鞣
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第 1ト レンチ南区 SE-1検 出状況 (東 から)
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第 1ト レンチ  第 2ト レンチ  第 3ト レンチ

第 4ト レンチ   第 5ト レンチ

0         10m
―



第 1ト レンチ北区全景 (南から)
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第 1ト レンチ南区全景 (北 から)



第 2ト レンチ北区全景 (南から) 第 2ト レンチ南区全景 (北 から)

第 3ト レンチ北区全景 (南 から) 第3ト レンチ南区全景 (北から)



第 4ト レンチ北区全景 (南 から)

2 萱振遺跡
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同左 第 2調査面全景 (北 から)第4ト レンチ南区第 1調査面全景 (北から)



2 萱振遺跡

第 5ト レンチ北区全景 (南 から)

第 5ト レンチ南区全景 (北 から)
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2 萱振遺跡

熟 |

遠(

第 7ト レンチ全景 (東 から)



3 東郷遺跡

とうごう

3 東郷遺跡 (第 28次調査)

調 査 地 八尾市光町 1丁 目47

調査期間 昭和63年 7月 26日 ～昭和63年 8月 11日

調査面積 150∬

匡コ 当調査研究会調査地

園剛 八尾市教育委員会調査地

:目

―」
~UI

調査地周辺図

ε
橿

第 13次 ″

荘 内 町 二 ¬ 目�

ロロ
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3 東郷遣跡

周辺の発掘調査一覧表

調 査 主 体 調 査 期 間 文 献 発  行

第 1次 八尾市教育委員会 55年 1月
八尾南遺F/4範囲確認調査・票郷遺跡調査71t各吾

八尾市文化財調査報告 6
1981 3

第 2次 八尾市教育委員会 56年 4月 八尾市埋蔵文化財発掘調査概報 1980・ 1981年度 1983 8

第 3次 同 上 56年 4月 同上

第 4次 同 上 56年 5月 同上

第 5次 同 上 56年 6月 ～56年 7月 同上

第 6次 同 上 56年 7月 ～56年 8月 同上

第 7次 同 上 56年 9月 ～56年 10月 同上

第 8次 同 上 56年 10月 ～56年 12月 同上

第 9次 同 上 56年 12月 同上

第 10次 同 上 57年 2月 ～57年 3月 同上

第11次 同 上 57年 5月 ～57年 6月

第12次 当 調 査 研 究 会 57年 8月 同上

第13次 同 上 57年 9月 ～57年 10月 同上

第14次 同 上 58年 3月 ～58年 4月 同上

第15次 同 上 58年 5月 同上

第16次 同 上 58年 8月 同上

第 17次 同 上 58年■月～58年 12月
八尾市埋蔵文化財発掘調査概要 昭和59年度

(財)八昆市文化財調査研究会報告 6
1985.3

第18次 同 上 59年 3月 ～59年 4月
八尾市埋蔵文化財発掘調査報告 昭和63年度

(財)八尾市文化財調査研究会報告17
1989 3

第 19次 八尾市教育委員会 60年 4月
八尾市内遺跡昭和60年度発掘調査報告書

八曜市文化財調査報告12
1986 3

第20次 当 調 査 研 究 会 60年 10月 ～61年 3月
八尾市埋蔵文化財発掘調査概要 昭和61年度

(財 )八尾市文化財調査研究会報告13
1987 9

第21次 八尾市教育委員会 61年 11月
東郷遺跡第21次埋蔵文化財発掘調査概要

八巳市マイヒ財調杏報
198610

第22次 同 上 61年 12月
八尾市内遺跡昭和61年度発掘調査報告書 I

八尾市支イ佐財調杏報告15
1987 3

第23次 当 調 査 研 究 会 62年 2月 ～62年 3月
昭和61年度事業概要報告

(財)八巳市支イ比財調査研究会報告14
198712

第24次 同 上 62年 4月
八尾市文化財調査研究会年報 昭和62年度

~(財
う八昆市文化財調査研究会報告16

198812

第25次 同 上 62年 7月 ～62年 9月 同上

第26次 同 上 63年 1月 同上

第27次 八尾市教育委員会 62年 8月
八尾市内遺跡昭和62年度発掘調査報告書 I

八尾市文化財調査報告17
1988 3

第28次 当 調 査 研 究 会 63年 7月 ～63年 8月 今回報告

第29次 同 上 元年 3月 向上
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3 東郷遺跡

はじめに

今回の発掘調査は、社屋建設に伴 うもので、八尾市教育委員会 。当調査研究会が東郷遺跡内

で実施 した第28次調査にあたる。

当遺跡は、旧大和川の主流であった長瀬川と玉串川に挟まれた沖積地上に位置 しており、現

在の行政区画では北本町 。東本町・ 光町・ 桜ケ丘・ 荘内町一帯にあたる。

東郷遺跡内では、昭和56年度から昭和62年度に至るまで八尾市教育委員会 。当調査研究会に

より27次にわたる発掘調査が継続的に実施されてきた。その結果、弥生時代中期から鎌倉時代

に至る複合遺跡であることが判明している。

今回の調査地は、当調査研究会が実施 した第17次調査地の南にあたる。

調査概要

社屋建設予定地にあわせて、東西15m。 南北10mの調査区を設定 した。掘削に際 しては、八

尾市教育委員会の指示書に基づき、現地表下1.0～ 1,2mま でに堆積する土層を機械で掘削 し、

以下の各層は入力掘削を実施 して、遺構 。遺物の検出につとめた。

基本層序

第 0層 :盛土。0.8～ 1.Om。 現地表の標高は7.7～ 7.8mである。

第 1層 :暗灰色粘±。0.1～ 0.3m。 近年までの耕作土である。

第 2層 :淡茶色細砂混粘土。0.1～015m。

茶灰色細砂混粘±。0.1～ 0.3m。 中世の遺物を若干含む。

暗灰茶色細砂混粘土。O.1～ 02m。 弥生時代後期～古墳時代前期と平安時代後期の

遺物を含む。

灰色細砂。0.3m以上。古墳時代前期と平安時代後期の遺構検出面である。

検出遺構と出土遺物

調査の結果、現地表下1.35～1.45m(標高625～ 6.35m)に存在する第 5層上面で、古墳時

代前期 (布留式古相)の溝 1条 (SD-1)と 平安時代後期の井戸 1基 (SE-1)・ 土坑 1

基 (SK-1)・ 小穴 4個 (SP-4)を 検出した。

SD-1

南東―北西に伸び、検出長5.8m。 幅1.6m・ 深さ03mを測る。内部堆積土は暗灰茶色細砂混

粘上である。内部からは壺 (1～ 8)、 小型丸底壺 (9・ 10)、 高杯 (11)、 鉢 (12～ 14)、 器台

(15～ 18)、 甕 (19～ 39)が 出土している。

SE-1

調査区の中央で検出した。上面の形状は楕円形を呈するもので、掘形の南部寄りに曲物を積

み井戸側としている。東西幅2.3m・ 南北幅2.5m・ 深さ065mを測る。曲物井戸側は、最下段

第 3層

第 4層

第 5層

`     ―- 24 -―
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3 東郷遺跡

が完存 していたが、下から2段目は上部が腐敗 して欠損 していた。遺存部分の高さは33cmを 測

る。曲物井戸側の構築に際しては、下部から上部へ行 くに従って大きい物を重ねており、曲物

の径は下部から順に37cm・ 39cmで ある。井戸の堆積土は上から、第 1層茶灰褐色細砂混粘質土、

第 2層暗灰褐色粘質土、第 3層黒灰色粘土 (炭含む)、 第 4層灰褐色細砂、第 5層暗灰色粘土、

第 6層暗灰褐色細砂混粘質土、第 7層暗灰色粘土、第 8層淡灰色細砂混粘土で、井戸側内の堆

積土は、第 9層灰黒色粘土である。遺物は井戸内に堆積する第 7層から土師静 ↓ヽ皿 (42～ 73)・

中皿 (74～ 92)・ 杯 (93・ 94)、 瓦器小皿 (95)・ 瓦器椀 (96～ 120)、 土師器羽釜 (121)、 陶

器 (122)、 井戸側内の第 9層灰黒色粘土から土師器小皿 (129～ 134)・ 中皿 (135～ 140)・ 甕

(141)、 瓦器椀 (123～ 128)が出土 している。

SK-1

SE-1の 北西側で検出した。上面の形状は東西方向に長い楕円形を呈 し、東西幅1.3m、

南北幅1,06m、 深さ0.17mを 測る。内部堆積土は上から暗灰茶色細砂混粘土・ 灰茶色細砂混粘

土である。暗灰茶色細砂混粘土からは、土師器の甕 (40)が 出土 している。

SP-1

北東側で検出した。上面の形状は円形を呈 し、径0.25m、 深さ0.23mを 測る。内部堆積土は

上から暗灰色細砂混粘土、灰色粘土である。小穴内からの遺物の出土はなかった。

SP-2

SP-1の 南東で検出した。上面の形状は楕円形を呈する。東西幅0.3m、 南北幅0,36mを

測る。内部堆積土は、茶褐色細砂混粘土である。小穴内からの遺物の出土はなかった。

SP-3

調査区の南東側で検出した。検出した南北幅は0.23m、 深さ0.15mを 測る。内部堆積土 は上

から淡茶色粘土、暗茶灰色細砂混粘土である。小穴内からの遺物の出土はなかった。

SP-4

調査区の北東で検出した。検出した東西幅は0.47m、 深さ0.2mを 測 る。内部堆積土は、暗

灰色細砂混粘土である。小穴内からは土師器の杯 (41)が 出土 している。

まとめ                            '

今回の調査では、古墳時代前期と平安時代後期の遺構・遺物を検出した。当調査地の北側の

第17次調査・第21次調査では、古墳時代前期の方形周溝墓と平安時代後期と思われる小穴や溝
註 1    註 2

が検出されており、また南側の第14次調査でも古墳時代前期の遺構が検出されている。このこ

とから、今回の調査において検出した遺構は、当遺跡内における当該期の集落の動向を考える

上で重要な資料であるといえる。

また、SE-1の 第 7層から出土 した和泉型の瓦器椀は、八尾市域編年のⅡ-1に、井戸側
註 4
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3 東郷遺跡

0                   50 cln

斡
1 茶灰褐色細砂混粘質± 4灰褐色細砂

2暗灰褐色粘質±    5暗 灰色粘土

3黒灰色粘土 (灰含む) 6暗 灰褐色細砂混粘質土

SE-1平断面図
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3 東郷遺跡

内出上の瓦器椀 は I-2に 区分で き時期差が認め られた。 このことか ら、井戸を廃絶 した後、

井戸側の最下段か ら2段あた りまで掘削 して、土坑 として再利用 していた可有鰺l■が考えられる。

また、井戸側 に転用 されていた曲物容器の外側 には下記の墨書が記 されていた。

〔永力〕    〔十力〕      〔殿力〕
「□ 〔□□□〕□二月井三日福□□□」

この井戸は、出土 した瓦器椀の形式から11世紀末から12世紀前葉に使用されていたものと考え

られる。11世紀末から12世紀前葉で、「永」ではじまる年号には「永保」(1081～ 1084)、「永飽

(1096～ 1097)、「永久」 (1113～ 1118)の 三つがあり、そのいずれかにあたるものと推定できる。

なお、墨書の判読にあたり奈良国立文化財研究所の稜村宏氏の御教示を得た。

註 l m八尾市文化財調査研究会『八尾市埋蔵文化財発掘調査概要』昭和59年度 I東郷遣跡発掘調査概要報告 働八

尾市文化財調査研究会報告 6 1985

註 2 八尾市教育委員会「東郷遺跡第21次埋蔵文化財調査概要」八尾市文化財調査報告13 198610

註 3 m八尾市文化財調査研究会「 I東郷遺跡」『八尾市埋蔵文化財発掘調査報告 昭和63年度』 働八尾市文化財調         ・

査研究会報告17 19893

註 4 ⑪八尾市文化財調査研究会『八尾市埋蔵文化財発掘調査概要』昭和61年度 I萱振A遺跡発掘調査概要報告 lVll

八尾市文化財調査研究会報告13 1989

―- 28 -―
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SE-1 第 7層 出土遺物実測図 2
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3 東郷遺跡

SD-1

出土遺物観察表

自物番号 器 種
法量  口径
(cm)器高

成 形 ・ 調 整 技 法 色  調 胎  土 焼 成 備 考

1 土師器 218 口縁部内外面ヨコナデ。顕部外面の一部に

ヘラミガキが認められるが、他は調整不明瞭て

顕部内面中位に、円形竹管文を2個施す。

赤茶色 やや粗

長石・石英・

(01～ 05
Hu)を 含む

良好 口縁部 2/3

土師器 147 口縁部内外面ヨコナデ。頸部内外面はナデ

と思われるが、調整不明瞭。口縁部外面の一

部に粘土紐接合痕が遺存。

灰茶色 やや粗

誘 Z魯 疼・

角閃浄雲母

(01～ lHm)

良好 口縁部 1/5

土師器 口縁部内外面ヨコナデ。頸部外面の一部に

ハケナデが認められるが、他は調整不明瞭。

体部内面はヘラケズリと思われる。体部外面

は調整不明。

赤褐色 やや粗 良 好 日縁部 1/8

土師器

壷

137 口縁部内外面ヨコナデ。頸部内外面は指頭

圧成形の後、ナデを施したと思われるが、調

整不明瞭。

赤茶色 やや粗

長石 (05
1a l)赤 色酸

化粒を含む

良好 日縁部 1/2

土 師器

底 径 30

底部内外面ナデ。底部外側面の一部に粘土

紐接合痕が遺存。

淡褐灰色

;

乳 褐 色

雹

長石 (01
a ll)を わず

かに含む。

良 好 底部1/3

土師器

底 径 40

底部内面の一部に板状工具の圧痕が認めら

れるが、他はナデ。底部外側面はヨヨナデ。

淡褐灰色

;

淡灰茶色

やや粗

長石・石英

(01～ 05
m)を含む。

良 好 底部 1/2

7 土師器

底 径 63

底部内面の一部に板状工具の圧痕が認めら

れるが、他はナデ。底部外側面はヨコナデ。

淡褐灰色

;

淡灰茶色

やや粗

長石・石英

(01～ 05
1am)を含む。

良 好 底部4/3

土師器

底 径 30

底部内面はナデ。底部外面にハケナデ (6

本/cI)を、上位付近は縦方向に、下位は横

方向に施すが、他は調整不明瞭。

淡灰茶色

;

乳 灰 色

やや粗

長石・チャー

ト・石英(0

lIII透台む

良 好 底部 1/2

9 土師器

小型丸底壺

H5
74

日縁部内外面ヨコナデ。体部内面の一部に

板状工具の圧痕が遺存するが、ナデ。体部外

面の上位はヘラミガキ。下位から底部はヘラ

ケズリを施す。

乳赤茶色

i

淡灰茶色

やや粗
長石・石英
(01～ 05
al)赤 色酸
化粒を含む

良好 1/2以上

土師器

小型丸底壼

口縁部内外面ヨコナデ。体部内外面はナデ 赤褐色 やや粗
長石・石英
(0 1 Hll)

赤色酸化粒
を含む。

良 好 回縁部 1/4

土師器

高杯

22 6 口縁部内外面ヨヨナデ。杯部内面はナデ。

杯部外面は一部にハケナデが遺存するが、調

整不明瞭。

淡赤褐色

;

乳灰褐色

やや粗
石英 。長石
(01～ 05
111)赤色酸
化粒を含む

良好 日縁部 1/4

土師器

小型鉢

134

48
口縁部内外面ヨコナデ。体部内外面ともに

ナデと思われるが調整不明瞭。

淡赤茶色

`乳灰褐色

やや粗
長石・石英
(01～ 05
1u l)赤 色酸
化粒を含む

良 好 1/2以上
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3 東郷遺跡

遺物番兵 器 種
蛋重  口tL
(cI)器高

成 形 調 整 技 法 色  調 胎  土 焼 成 備  考

土師器

小型鉢

169

49
口縁部内外面ヨコナデ。体部内外面ともに

ナデと思われるが調整不明瞭。

淡 茶 色

;

淡灰茶色

やや粗
節 Jrh・
石英(01～
ll al)赤色酸
化粒を含むI

良 好 口縁部 1/2

土師器

小型鉢

日縁部内外面ヨヨナデ。体部内外面ともに

調整不明瞭。

乳灰茶色

;

淡茶灰色

密 良好 回縁部 1/O

土師器

小型器台

口縁部内外面ヨコナデ。受部外面の一部に
ヘラミガキが認められるが、他は調整不明瞭

淡橙茶色

`淡灰茶色

密 良好 受部 1/3

土師器

小型器台

回縁部内外面ヨヨナデ。受部内外面ともに

調整不明。

淡灰褐色

;

淡灰橙色

密 良好 受部 1/4

17 土師器

器台 裾 径 120

据部内面はナデ。裾部外面中位から下位は

横方向の密なヘラミガキ。受部との境から上

位の一部にハケナデ (9本 /cm)を施す。受

部と裾部の境の内面に粘土接合痕遺存。

赤 褐 色

;

淡灰茶色

密

長石 (01
at)を わず

かに含む。

良 好 裾部3/4

土師器

器台 据 径 ■ 2

据部内外面ともに調整不明瞭。裾部内面の

上位に指頭圧痕が遺存。裾部上位の3方に透

し孔を穿つ。

淡赤褐色

;

淡茶灰色

やや粗

石英 。長石

(01～ 1

m)を含む。

良好 裾部 1/4

土師器

甕

126 日縁部および頸部内外面ヨコナデと思われ

るが調整不明。

淡赤茶色 やや粗
長石・ チャ
ート・ 角関
石(01～ 1

nal)を 含む。

良好 回縁部 1/3

土師器

甕

16 0 回縁部内外面ヨコナデ。日縁部外面下位に

タタキ (4条/cI)が遺存する。頸部内面は
ヘラケズリ。

淡灰褐色 やや粗
長石・石英・

雲母 (01
～05111)
を含む。

良 好 口縁部 1/4

土師器

蜜 底 径 36

底部内面ナデ。底部外面はタタキ (3条/
cm)。 外底面はナデ。底部内面に粘土紐接合痕

遺存。

淡茶褐色

i

暗 灰 色

やや粗
長石・石英・
寿 ―卜(01
～0 5 dua)を

多量に含む

良 好 底部
1/2

土師器

甕

142

175
回縁部内外面ヨコナデ。体部内面上位付近

はナデ。中位付近はヘラケズリ。下位に指頭

圧痕が遺存。体部外面上位から中位付近ハケ

ナデ (11本/cn)。下位は調整不明瞭。

淡褐灰色

;

淡 褐 色
騒 奢 揺
母(01～ 2
Ш)をやや
多量に含む|

良好 外面煤付着

ほぼ完形

土師器

甕

174 口縁部内外面ヨコナデ。体部内面ヘラケズ

リ。体部外面の一部にハケナデ (6本 /cla)

が施こされる。

淡灰褐色

局罠て 催
母(01～ 4
111)をやや
多量に含むI

良好 日縁部%

土師器

甕

口縁部内外面ヨコナデ。体部内面はヘラケ

ズリ。体部外面の一部にハケメが認められる

が、調整不明瞭。

淡灰茶色

;

淡灰褐色

やや粗
長石・角閃
石・石英(0
1～ l lul)

を含む。

良 好 口縁部 1/4

土師器

甕

口縁部内外面ヨコナデ。体部内面は指頭圧

成形後弱いナデ。指頭圧痕が遺存。体部外面

はハケナデ (8本 /cm)。 日縁部外面の一部に

粘土紐接合痕が遺存する。

淡灰褐色 やや粗
長石・石英・
角閑石 (0
1～ l ma)を
やや多量に
含む。

良好 口縁部 1/4

土師器

甕

口縁部内外面ヨコナデ。 灰茶色 やや粗

長石・石英

(01～ 1

tu)を含む。

良好 回縁部 %
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3 東郷遺跡

遺物番妄 器 種
厭重  口後
｀
(cll)器高

成 形 調 整 技 法 色  調 胎  土 焼 成 備   考

土師器

甕

17 2 口縁部内外面ヨコナデ。体部内面ヘラミガ

キ。口縁部外面下位から顕部にかけてハケナ

デ (6本 /cll)を 施す。日縁部外面上位に粘

土紐接合痕遺存。

淡灰褐色 やや粗
長石・石英・

角閃石 (0
1～ lm)
を含む。

良好 口縁部 1/8

土 師器

甕

152 口縁部内外面はヨコナデ。顕部内面はヘラ

ケズリ。頸部外面の一部にハケナデ (6本/
cm)が 認められる。

淡灰褐色 やや粗
長石・石英・
角閃石 (0
1～ l IIm)

を含む。

良 好 口縁部 1/4

土師器

甕

144 口縁部内外面はヨコナデ。 淡灰褐色 やや粗
長舜 長石・
角閃石 (0
1～051111)

を含む。

良 好 口縁部 1/4

土 師器

甕

178 日縁部内外面はヨコナデ。体部内面はヘラ

ケズリ。体部外面上位の一部にハケナデ (7

本/cID)が認められるが、他は調整不明瞭。

乳灰橙色

;

乳灰茶色

やや祖

長石・石英

(01～ 05
11wn)を 含む。

良好 回縁部 1/4

土師器

甕

172 口縁部内外面はヨコナデ。日縁部内面端部

付近に浅い沈線状の窪みが廻る。

乳 灰 色

;

乳灰茶色

密

雲母 (01
du l)を わず

かに含む。

良 好 日筋円ζ1/9

土師器

甕

134 口縁部内外面ヨコナデ。体部内面はヘラケ

ズリ。体部外面上位にハケナデ (8本 /cla)

を施す。日縁部外面上位付近に粘土紐接合痕

が遺存。

乳灰橙色

Ⅲ

乳灰白色

やや粗
長石・石英
(01～ 05
111)赤色酸
化粒を含む

良好 口縁部 4/4

土師器

甕

130 日縁部内外面はヨコナデ。体部内面はヘラ

ケズリと思われる。体部外面は調整不明瞭。

乳赤茶色

;

暗 灰 色

やや粗

長石・石英

(01～ 05
H al)を含む。

良好 日縁部 1/5

土師器

甕

144 口縁部内外面はヨコナデ。体部内外面は調

整不明瞭。

乳灰茶色

;

乳灰橙色

やや粗

す豪と【子・七ナ引レー→卜・

石英 (01～
0 5Du)を
含む。

良好 口縁体部1/2

土師器

甕

138 口縁部内外面ヨコナデ。顕部内面はヘラケ

ズリ。頸部外面の一部にハケメが遺存するが

他は調整不明瞭。

淡灰茶色

;

淡灰褐色

密   ,
長石 (01
4ul)をわず

かに合む。

良 好 日縁部 1/3

土師器

甕

130 口縁部内外面ヨヨナデ。体部内面はヘラケ

ズリと思われる。体部外面は調整不明瞭。頸

部内面はナデと思われる。

淡灰橙色

;

乳灰茶色

やや粗
長石・石英・
チャート(0
1～ l ll)

をやや多量
に含む。

良 好 口縁部%

土師器

甕

146 口縁部内外面はヨコナデ。体部内面はヘラ

ケズリと思われるが調整不明瞭。体部外面の

一部にナデが認められるが他は調整不明瞭。

淡灰橙色 やや粗
長各石英・
チャート(0
1～0511m,
をやや多量
に含む。

良 好 回縁部 1/G

土師器

甕

134 口縁部内外面はヨコナデ。体部内面はヘラ

ケズリと思われる。体部外面は調整不明瞭。

乳 灰 色

;

乳灰茶色

やや粗
長石 。石英
(01m)

赤色酸化粒
を含む。

良 好 日縁郡 1/6

土師器

甕

138 口縁部内外面ヨコナデ。頸部内外面はナデ

と思われる。体部内外面はヘラケズリ。体部

外面は調整不明瞭。

乳灰茶色 ややTtt

石舜 長石・
チャート(0
1～ lm)
赤色酸化粒
を含む。

良 好 回縁部 1/2
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3 東郷遺跡

SK-1

遺物番縄 器 種
法量 口径
(CD)器高

成 形 調 整 技 法 色  調 胎  土 焼 成 備 考

土師器

甕

口縁部内外面ヨコナデ。体部内面は弱いヘ

ラミガキ。体部外面はナデ。

淡茶灰色

;

乳灰茶色

密
石英・長石
(01～ 0

5m)を わ
ずかに含む

良好 外面 に煤付

着

口縁部 1/3

SP-4

遺物番撮 器 種
法量 口径
(cm)器高

形 態 調 整 技 法 色  調 胎  土 焼 成 備  考

土師器

鉢

134

38
日縁部内外面はヨコナデ。体部および底部

内外面は指頭圧形後ナデ。体部外面に指頭圧

痕が遺存。

淡灰茶色

;

淡灰橙色

密
長石 。雲母
(0111)

をわずかに
含む。

良 好
1/2以上

SE-1 第 7層

遺物番撮 器 種
法量 口径
(cll)器高

形 態 調 整 技 法 色  調 胎  土 焼 成 備  考

土師器

小皿

98
09

口縁部内外面ヨコナデ。他はナデ。 淡褐灰色 密 良好 口縁部1/0

土師器

小皿

106
17

回縁部内外面ヨコナデ。体部内外面ナデ。

体部外面の一部に指頭圧成形による指ナデの

圧痕が遺存する。

淡乳茶色 密

赤色酸化粒

をわずかに

含む。

良 好 口縁部1/6

土師器

小皿

104
12

口縁部内外面ヨコナデ。体部内外面ナデ。

体部内面の一部にヨコナデが認められる。

淡灰茶色 密

赤色酸化粒

を含む。

良 好 口縁部 1/4

土師器

小皿

98
15

口縁部内外面および体部内面ヨコナデ。体

部外面はナデ。体部外面の一部に指頭圧痕が

認められる。

淡乳茶色 密

赤色酸化粒

を含む。

良 好 口縁部 1/4

土師器

小皿

92
21

口縁部内外面ヨヨナデ。体部内面は一部に

ヨコナデを施した後にナデを施す。体部およ

び底部外面は指頭圧成形後弱いナデ。底部外

面に指頭圧痕が認められる。

乳灰橙色

i

淡乳灰色

密 良好 完形

47 土師器

小皿

106 日縁部内外面ヨコナデ。体部内外面ナデ。

体部内面の一部にヨコナデ。

淡乳灰色 やや粗
長石・石英
(01～ 1

tt)を やや
多量に含む

良好 1/3

土師器

小皿

104

14
日縁部内外面および体部内面ヨゴナデ。底

部内面ナデ。体部および底部外面弱いナデ。

淡乳茶色 やや粗
長石・石英・
チャート(0
1～0 5 dul)

を含む。

良 好 完 形

土師器

小皿

102
17

回縁部内外面および体部内面ヨヨナデ。底

部内面ナデ。体部および底部外面弱いナデ。

淡乳茶色 やや粗
長石・石英・
チャート(0
1～ 0 5 dll)

を含む。

良 好 完 形

土師器

小皿

96
17

口縁部内外面ヨコナデ。体部および底部内

外面ナデ。底部外面の一部に指頭圧成形によ

る圧痕が認められる。

淡乳茶色 密

赤色酸化粒

をわずかに

含む。

良 好 ほぼ完形
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3 東郷遺跡

遺物番兵 器 種
法量  回径
(cI)器高

成 形 調 整 技 法 色  調 胎  土 焼 成 備 考

土師器

小皿

102

16
口縁部内外面ヨコナデ。体部および底部内

面ナデ。体部および底部外面弱いナデ。

淡灰茶色 やや粗

長石・石英

(01～ 05
m)を含む。

良好 1/2以上

土師器

小皿

日縁部内外面および体部内面ヨコナデ。体

部外面ナデ。

乳茶灰色

;

淡乳橙色

密 良好 日縁部‰

土師器

小皿

96
16

日縁部内外面および体部内面ヨコナデ。底

部内面ナデ。体部および底部外面指頭圧成形

後弱いナデ。体部外面に指頭圧痕が遺存する.

淡赤茶色

;

乳灰橙色

密

赤色酸化粒

を含む。

良好 1/2

土師器

小皿

106
18

口縁部内外面および体部内面ヨコナデ。底

部内面ナデ。体部および底部外面指頭圧成形

後弱いナデ。体部外面の一部に指頭圧痕およ

び粘土紐接合痕が遺存。

淡灰茶色

;

乳赤茶色

密

赤色酸化粒

を含む。

良好 1/8

土師器

小皿

102

17
口縁部内外面および体部内面ヨヨナデ。底

部内面ナデ。体部および底部外面指頭圧成形

後弱いナデ。体部外面に粘土紐接合痕および

指頭圧痕が遺存する。

淡乳茶色 やや粗
長石・石英
(01～ 1

mm)赤色酸
化粒を含む

良好 ほぼ完形

土師器

小皿

102

15
日縁部内外面および体部内面ヨコナデ。底

部内面ナデ。体部および底部外面指頭圧成形

後弱いナデ。底部外面に粘土紐接合痕が遺存

淡乳茶色

;

淡乳橙色

やや粗

石英 (01
～ l Dud)を

含む。

良好 ほぼ完形

土師器

小皿

98
17

口縁部内外面および体部内面ヨコナデ。底

部内面ナデ。体部および底部外面弱いナデ。

体部外面に粘土紐接合痕遺存。

淡茶灰色

;

乳灰橙色

やや粗
長石・石英
(01～ 05
mm)赤 色酸
化粒を含む

良 好 完形

上師器

小皿

98
17

口縁部内外面および体部内面ヨコナデ。底

部内面ナデ。体部および底部外面指頭圧成形

後弱いナデ。体部外面に指頭圧痕が遺存する

体部外面の一部に粘土紐接合痕が遺存。

乳赤茶色

;

淡灰褐色

やや粗
長石・石英
(01～ 05
m)赤色酸
化粒を含む

良好 勇以上

土師器

小皿

98
17

口縁部内外面および体部内面ヨコナデ。底

部内面ナデ。体部および底部外面は弱いナデ

体部外面の一部に粘土紐接合痕が遺私

淡乳茶色 やや粗
長石。石英・
チャート(0
1～05m)
を含む。

良好 1/2以上

土師器

小皿

98
18

口縁部内外面および体部内面ヨコナデ。底

部内面ナデ。体部および底部外面指頭圧成形

後弱いナデ。日縁部および底部外面に粘土紐

接合痕が遺存。

淡灰茶色

i

暗灰茶色

やや粗

長石・石英

(01～ 1

41)を 含む。

良 好 完形

土師器

小皿

98
15

口縁部内外面および体部内面ヨコナデ。底

部内面ナデ。体部および底部外面指頭圧成形

後弱いナデ。体部外面に指頭圧痕および粘土

紐接合痕が遺存。

乳灰茶色

Ⅲ

淡灰茶色

やや粗

長石・石英

(01～ 1

11)を 含む。

良好 完形

土師器

小皿

92
19

口縁部内外面および体部内面ヨコナデ。底

部内面ナデ。体部および底部外面指頭圧成形

後弱いナデ。体部外面に指頭圧痕が遺存。日

縁部および体部外面に粘土紐接合痕が遺存。

乳灰茶色

;

乳灰白色

密 良好 完形

土師器

小皿

100
18

口縁部内外面および体部内面ヨコナデ。底

部内面ナデ。体部および底部外面指頭圧成形

後弱いナデ。体部外面に指頭圧痕および一部

に粘土紐接合痕遺存。

乳灰茶色 密

赤色酸化粒

を含む。

良好 完形

土師器

小皿

口縁部内外面および体部内面ヨコナデ。体

部外面弱いナデ。

淡乳茶色 密 良好 口縁部 1/4
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3 東郷遺跡

遺物番F 器 種
法 量
(cm)

径
高

口
器 成 形 ・ 調 整 技 法 色   調 胎  土 焼 成 備 考

土師器

小皿

96
21

口縁部内外面および体部内面ヨコナデ。底

部内面ナデ。体部および底部外面は指頭圧成

形後弱いナデ。日縁部外面に粘土紐接合痕が

遺存。

乳灰自色

;

乳灰茶色

密 良好 完 形

土師器

小皿

100

18
口縁部内外面ヨコナデ。体部および底部内

面ナデ。体部および底部外面は指頭圧成形後

弱いナデ。口縁部および体部外面に粘土紐接

合痕が遺存。体部外面の一部に指頭圧痕遺存

淡灰茶色

;

乳灰茶色

密
赤色酸化粒
。長石 (0
l du)をわ
ずかに含む

良好 完形

土師器

小皿

10 2

15
口縁部内外面および体部内面ヨコナデ。底

部内面はほぼ一定方向のナデ。体部および底

部外面は指頭圧成形後弱いナデ。体部外面の

一部に粘土紐接合痕が遺存。

乳灰茶色

;

淡赤茶色

やや粗

長石・ 石英

(01～ 05
Hl)を 含む。

良好 完形

土師器

小皿

94
17

日縁部内外面ヨコナデ。体部および底部内

面ナデ。体部および底部外面指頭圧成形後弱

いナデ。体部外面に指頭圧痕が遺存。

乳灰白色

;

乳灰橙色

密 良 好 完 形

土師器

小皿

100

15
口縁部内外面および体部内面ヨコナデ。底

部内面はほぼ一定方向のナデ。体部および底

部外面は指頭圧成形後弱いナデ。体部外面に

指頭圧痕および粘土紐接合痕が遺存。

乳茶灰色

;

淡赤茶色

やや粗

石英・ 長石

(01～ 1

mm)を含む。

良 好 完形

土師器

/1ヽ皿

口縁部内外面ヨコナデ。体部内外面ナデ。

口縁部の端面の一部に粘土紐接合痕遺存。

乳 橙 色

;

淡平L橙色

密 良好 口縁部 1/3

土師器

小皿

108
16

口縁部内外面ヨコナデ。体部内面ナデ。体

部外面弱いナデ。

淡灰茶色

;

乳灰茶色

密 良好 口縁部 1/3

土師器

小皿

104 口縁部内外面および体部内面ヨコナデ。体

部外面は指頭圧成形後弱いナデ。体部外面の

一部に指頭圧痕が遺存。

乳灰茶色

;

乳灰橙色

密 良好 口縁部1/3

土師器

小皿

口縁部内外面ヨコナデ。体部内外面ナデ。

口縁部および体部外面の一部にヘラミガキ状
の面取りを施す。

乳灰白色

;

乳 白 色

密 良 好 口縁部 1/4

土師器

中皿

152

33
口縁部内外面ヨコナデ。体部および底部内

面ナデ。体部および底部外面は指頭圧成形後

弱いナデ。体部外面に指頭圧痕が遺存。

乳灰茶色

;

筋 絶

密 良好 完形

土師器

中皿

14 5

27
日縁部内外面ヨコナデ。体部および底部内

面ナデ。体部および底部外面は指頭圧成形後

弱いナデ。体部外面に指頭圧痕および掌紋が

遺存。

淡茶灰色

;

淡乳灰色

密
長石・石英
(0 1HI)

をわずかに
含む。

良 好 1/2以上

土師器

中皿

15 2

28
日縁部内外面ヨヨナデ。体部および底部内

面ナデ。体部および底部外面は指頭圧成形後

弱いナデも体部外面に指頭圧痕が遺存。体部

外面の一部に粘土紐接合痕遺存。

淡茶灰色 やや粗
長石・石英
(01～ 0

5 Dal赤色酸
化粒を含む

良好 ほぼ完形

土師器

中皿

14 8

31
日縁部内外面ヨコナデ。体部および底部内

面ナデ。体部および底部外面は指頭圧成形後

弱いナデ。体部外面に指頭圧痕が遺存。体部

外面の一部に粘土紐接合痕遺存。

淡茶灰色

`淡灰褐色

やや粗

長石・石英

(01～ 2

Dm)を 含む。

良 好 完形

土師器

中皿

149 口縁部内外面ヨコナデ。体部および底部内

面ナデ。体部および底部外面は指頭圧成形後

弱いナデ。体部外面に粘土紐接合痕遺存。

乳灰茶色

;

乳 灰 色

やや粗

長石・石英

(01～ 2

11 al)を 含む。

良好 完形
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3 東郷遺跡

置物番撮 器 種
法量 口径
(cm)器高

成 形 調 整 技 法 色   調 胎  土 焼 成 備   考

土師器

中皿

147

27
回縁部内外面ヨコナデ。体部および底部内

面ナデ。体部および底部外面は指頭圧成形後

弱いナデ。体部外面に指頭圧痕が遺存。体部

外面の一部に粘土紐接合痕遺存。

乳灰茶色

;

淡灰茶色

やや粗

石英・長石

(01～ 1

4un)を 含む。

良好 完形

土 師器

中皿

148

29
口縁部内外面ヨコナデ。体部および底部内

面ナデ。体部および底部外面は指頭圧成形後

弱いナデ。体部外面に指頭圧痕が遺存。体部

外面の一部に粘土紐接合痕遺存。

淡灰茶色

;

淡 灰 色

やや粗

長石・石英

(01～05
1un)を 合む。

良好 完形

土師器

中皿

146 日縁部内外面ヨコナデ。体部内面の一部に

ヨコナデを施すが他はナデ。体部外面は指頭

圧成形後弱いナデ。体部外面に指頭圧痕が遺

存。

淡 灰 色

;

灰 白 色

密 良好 日縁部%

土師器

中皿

口縁部内外面ヨコナデ。体部内面はナデ。

体部外面は指頭圧成形後弱いナデ。体部外面

に指頭圧痕が遺存。

淡灰茶色

;

淡灰白色

密 良 好 日縁部%の

み

土師器

中皿

145

33
口縁部内外面ヨコナデ。体部および底部内

面ナデ。体部および底部外面は指頭圧成形後

ナデ。体部外面に指頭圧痕が遺存。体部外面

の一部に粘土紐接合痕遺存。

乳灰橙色

;

淡 橙 色

やや粗

長石・石英・テ

ャート(01～
0 5mm)赤 色

酸化粒 を や

や多量に合む

良好 完形

土師器

中皿

157

36
回縁部内外面弱いヨコナデ。体部および底

部内面ナデ。体部および底部外面は指頭圧成

形後弱いナデ。体部外面に指頭圧痕が遺存。

淡灰茶色

;

淡灰褐色

やや粗

長石 (01
1ua赤 色酸化

粒 をやや多

量 に含む。

良 好 %

上師器

中皿

148
32

日縁部内外面ヨコナデ。体部および底部内

面はナデ。体部および底部外面は指頭圧成形

後弱いナデ。体部外面に指頭圧痕が遺存。

乳灰白色

;

淡灰茶色

やや粗

長石・石英・

雲母 (01
～ 0 5 EIE)

を含む。

良好 %

土師器

中皿

回縁部内外面 ヨコナデ。体部 内外面 はナデ 乳 灰 色

;

乳赤茶色

密 良好 回縁部 %

土師器

中皿

160 回縁部内外面はヨコナデ。体部内面はナデ

体部外面は指頭圧成形後弱いナデ。体部外面

に指頭圧痕が遺存。

淡 灰 色

;

暗灰褐色

密 良好 回縁部 %

土師器

中皿

回縁部内外面ヨヨナデ。体部内面はナデ。

体部外面は弱いナデ。

淡茶灰色

;

淡 灰 色

密 良 好 回縁部 %

土師器

中皿

158 回縁部内外面は弱いヨコナデ。体部内面は

ナデ。体部外面は指頭圧成形後弱いナデ。

淡灰茶色 やや粗

長石・ 石英

(01～ 05
tul)を やや

多量 に合む

良 好 %

土 師器

中皿

170

23
回縁部内外面ヨコナデ。体部および底部内

外面はナデ。底部内外面の中央付近に「メ」

字形のヘラ記号を施し、底部外面の中央付近

には更に「メJ字形に墨書を施する。

淡茶灰色

;

淡灰褐色

やや粗

長石・石英

(01～05
ma)を 含む。

良好 1/2

土 師器

中皿

146

30
口縁部内外面および体部内面上位ヨコナデ

体部内面中位以下および底部内面はほぼ一定

方向のナデ。体部および底部外面は指頭圧成

形後弱いナデ。体部外面に指頭圧痕が遺存。

乳灰茶色

;

乳赤茶色

密 良好 完形

土師器

中皿

14 8

27
口縁部内外面ヨコナデ。体部および底部内

面ナデ。体部および底部外面は指頭圧成形後

ナデ。底部外面に粘土紐接合痕が遺存。

乳灰茶色

;

乳赤茶色

やや粗
長石・石英・
チャート(0
1～ 0511)
を含む。

良好 完形
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3 東郷遺跡

自物番三 器 種
法量
(cm)

径
高

回
器 成 形 調 整 技 法 色  調 胎  土 焼 成 備   考

土師器

堺

152

42
口縁部内外面弱いヨコナデ。体部および底

部内面ナデ。体部および底都外面は指頭圧成

形後弱いナデ。体部外面。指頭圧痕が遺存。

淡 茶 色

i

暗灰茶色

やや粗

長石・ 石英

(01～ 1

da)を わず
かに含む。

良好 残

土師器

郭

140

40
口縁部内外面弱いヨコナデ。体部および底

部内面ナデ。体部および底部外面は指頭圧成

形後弱いナデ。体部外面に指頭圧痕が遺存。

淡茶灰色

i

淡 茶 色

やや粗

長石・石英

(01～ 05
的)を含む。

良 好
1/3

瓦器

小皿

口縁部内外面密なヘラミガキ。体部内面は

密なヘラミガキ。体部外面は未分割の密なヘ

ラミガキ。

黒灰色 やや粗 良 好 口筋判ζ%

瓦器

椀

15 5

59
高台径 60
高台高 08

口縁部内外面密なヘラミガキ。体部内面か

ら見込みにかけて乱方向の密なヘラミガキを

施す。体部外面は5分割のヘラミガキを施す

高台部周辺ヨヨナデ。

黒灰色 精良 良 好 完形

瓦器

椀

156

62
高台径 56
高台高 07

日縁部内外面はヨコナデの後にヘラミガキ

体部内面から見込みにかけて分化しない乱方

向の密なヘラミガキ。体部外面は5分割の密

なヘラミガキ。高台部周辺ヨコナデ。

黒 色

;

黒灰色

精良 良好 完形

酪
　
椀

156

59
高台径 62
高台高 07

口縁部内外面はヨヨナデの後にヘラミガキ

体部内面から見込みにかけて分化しない乱方

向の密なヘラミガキ。体部外面は5分割のや

や粗いヘラミガキ。高台部周辺ヨコナデ。

黒灰色

;

暗灰色

精良 良好 ほぼ完形

瓦器

椀

15 1

58
高台径 49
高台高 06

回縁部内外面密なヘラミガキ。体部内面は

密なヘラミガキ。見込みは一方向の密なヘラ

ミガキ。体部外面は5分割のやや粗いヘラミ

ガキ。高台部周辺ヨコナデ。外面に重ね焼痕

灰黒色

;

暗灰色

精良 良好 完形

略
　
椀

152

56
高台径 52
高台高 07

口縁部内外面ヨコナデ。体部内面密なヘラ

ミガキ。見込みは格子状ヘラミガキ。体部外

面は5分割の密なヘラミガキ。高台部周辺ヨ

ヨナデ。

黒灰色

;

灰黒色

精良 良好 完 形

酪
　
　
椀

15 3

57
高台径 63
高台高 07

回縁部内外面ヨヨナデの後粗いヘラミガキ

体部内面密なヘラミガキ。見込みは格子状ヘ

ラミガキ。体部外面は5分割のやや粗いヘラ

ミガキ。高台部周辺ヨコナデ。

黒灰色 精良 良 好 ほぼ完形

瑞
　
　
椀

150

59
高台径 61
高台高 08

口縁部内外面密なヘラミガキ。体部内面密

なヘラミガキ。見込みはやや粗い格子状ヘラ

ミガキ。体部外面は5分割のやや粗いヘラミ

ガキ。高台部周辺ヨヨナデ。外面に重ね焼痕

灰黒色

;

灰 白色

精良 良好 完形

瓦器

椀

160 日縁部内外面はやや粗いヘラミガキ。体部

内面は密なヘラミガキ。体部外面はやや粗い
ヘラミガキ。

黒灰色 やや粗

長石 (01
111n)を わず

かに合む。

良 好 口縁部 1/6

104 瓦器

椀

136 口縁部内外面はやや粗いヘラミガキ。体部

内外面は密なヘラミガキ。体部外面の一部に

指頭圧痕が遺存する。

灰黒色

;

黒灰色

やや粗
長石・石英
(0 1 HUF)

をわずかに
含む。

良好 回縁部%

105 瓦器

椀

□縁部内外面ヨコナデの後密なヘラミガキ

体部内外面は密なヘラミガキ。

乳灰色

;

黒灰色

精 艮 良好 口縁部 1/4

瓦器

椀

159 口縁部内外面はヨコナデの後、やや粗いヘ

ラミガキ。体部内外面は密なヘラミガキ。内

外面ともに炭素付着不良である。

淡赤褐色

;

乳灰茶色

精良 良好 回縁部 1/6

L   __
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3 東郷遺跡

遺物番
=

器 種 電 ) 唯縞
成 形 調 整 技 法 色  調 胎  土 焼 成 備   考

瓦器

椀

143 口縁部内外面はヨコナデの後、密なヘラミ

ガキ。体部内外面は密な単位幅の太いヘラミ

ガキ。

黒灰色

;

暗灰色

精良 良好 口縁部 1/6

108 瓦器

椀

口縁部内外面はヨコナデの後、密なヘラミ

ガキ。体部内面は舌1方 向の密なヘラミガキ。

体部外面は横方向の密なヘラミガキ。

黒灰色 精良 良好 口鰤 1/6

瓦器

椀

口縁部内外面はヨコナデの後、やや粗いヘ

ラミガキ。体部内面は乱方向の密なヘラミガ

キ。体部外面は横方向のやや粗いヘラミガキ

黒灰色

;

暗灰色

精良 良 好 口縁部 1/6

瓦器

椀

152 口縁部内外面はヨヨナデの後、密なヘラミ

ガキ。体部内外面ともに密なヘラミガキ。

黒灰 色

i

暗灰色

精良 良好 口縁部 1/6

瓦器

椀

14B 口縁部内外面はヨコナデの後、密なヘラミ

ガキ。体部内面は乱方向の密なヘラミガキ。

体部外面は横方向の密なヘラミガキ。

黒灰色 精良 良好 口縁部 1/6

瓦器

椀

146

高台径 48

口縁部内外面はヨコナデの後、粗いヘラミ

ガキ。体部内面から見込みにかけて舌1方向の

密なヘラミガキ。体部外面は五分割のやや粗

い横方向のヘラミガキ。高台部周辺ヨコナデI

灰黒色 精 艮 良好
1/3

瓦器

椀

16 0

高台径 74

日縁部内外面はヨコナデの後、一部に祖い

ヘラミガキ。体部内面から見込みにかけて乱

方向の粗いヘラミガキ。体部外面は横方向の

やや粗いヘラミガキ。高台部周辺ヨコナデ。

黒灰色

∫

暗灰色

精 良 良好
1/4

醗
　
椀 高台径 70

高台高 07

高台部周辺ヨコナデ。他は調整不明。 暗灰色 密 良好 底部 1/6

瓦器

椀 高台径 67
高台高 08

見込みは乱方向の密なヘラミガキ。高台部

周辺ヨコナデ。

黒灰色

;

暗灰色

精良 良好 底部完存

瓦器

椀 高台径 60
高台高 08

体部内面から見込みにかけてき1方 向の密な

ヘラミガキ。体部外面は横方向のやや粗いヘ

ラミガキ。高台部周辺ヨコナデ。

乳灰色

;

暗灰色

精良 良好 底部完存

瓦器

椀 高台径 62
高台高 08

体部内面から見込みにかけて乱方向の密な

ヘラミガキ。体部外面は横方向のやや粗いヘ

ラミガキ。高台部周辺ヨコナデ。体部外面に

重ね焼痕。

黒灰色

;

暗灰色

精良 良好 底部完存

瓦器

椀 高台径 63
高台高 08

体部内面から見込みにかけて乱方向の密な

ヘラミガキ。体部外面は横方向の粗いヘラミ

ガキ。高台部周辺ヨコナデ。体部外面に重ね

焼痕。

灰自色

;

黒灰色

精良 良好 底部1/3

瓦器

椀 高台径 56
高台高 07

体部内面は密なヘラミガキ。見込みは格子

状ヘラミガキ。体部外面は密なヘラミガキ。

高台部周辺ヨコナデ。体部外面と高台部の境

に接合痕遺存。

黒灰色 精良 良好 底部1/2

瓦器

椀 高台径 62
高台高 05

見込みは格子状ヘラミガキ。高台部周辺ヨ

コナデ。

黒灰色 精良 良好 底部 のみ
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3 東郷遺跡

意物番兵 器 種
量

伽

法
て

日径
器高

成 形 ・ 調 整 技 法 色  調 胎  土 焼 成 備 考

土 師器

土釜

28 0

鍔 径 368

日縁部内外面および鍔部 ヨヨナデ。体部内

面は弱いヘラケズリ。口縁部外面下位に沈線

状の窪みが廻る。

茶 褐 色

;

淡橙灰色

やや粗

長石・ 石英

(01～ 05
1uH)を 含む。

良好 口縁部 握

陶器

碗 高台径 64
高台高 07

高台部は削り出し高台。体部内外面ともに

ロクロナデ。外底面に回転糸切り痕が遺存。

和色

淡灰黄色

胎土

乳茶灰色

緻密 堅緻 底部1/2

SE-1 井戸側内

遺物番兵 器 種
法量  日径
(cal)器高

成 形 。 調 整 技 法 色  調 胎  土 焼 成 備  考

瑞
　
　
椀

15 0

63
高台径 53
高台高 10

回縁部内外面は密なヘラミガキ。体部内面

は密なヘラミガキ。見込みは乱方向の密なヘ

ラミガキ。体部外面は五分割のやや粗いヘラ

ミガキ。高台部周辺ヨコナデ。

黒灰色 精良 良好 完形

瓦器

椀

15 6

59
葛台径 62
葛台高 07

口縁部内外面はヨコナデの後、密なヘラミ

ガキ。体部内面は密なヘラミガキ。見込みは

一方向の密なヘラミガキ。体部外面は五分割

の密なヘラミガキ。高台部周辺ヨコナデ。

黒灰色 精良 良好 完 形

瓦器

椀

150

59
高台径 70
高台高 07

日縁部内外面および体部内面は密なヘラミ

ガキ。見込みは乱方向の密なヘラミガキ。体

部外面は五分割の密なヘラミガキ。高台部周

辺ヨコナデ。

黒灰色 精良 良好 完形

瓦器

椀

口縁部内外面はヨコナデの後、粗いヘラミ

ガキ。体部内面は密なヘラミガキ。体部外面

はやや粗いヘラミガキ。

黒灰色

;

暗灰色

精良 良 好 口縁部 1/7

127 瓦器

椀

154

50
高台径 68
高台高 07

口縁部内外面は密なヘラミガキ。体部内面

は密なヘラミガキ。見込みは乱方向の密なヘ

ラミガキ。体部外面は五分割のやや粗いヘラ

ミガキ。高台部周辺ヨヨナデ。

黒灰色

;

漆黒色

精良 良好 口縁部1/a

瓦器

椀

158 口縁部内外面はヨコナデの後、密なヘラミ

ガキ。体部内外面は密なヘラミガキ。

黒灰色 精良 良好 口縁部%

129 土師器

小皿

92
18

口縁部内外面ヨコナデ。体部および底部内

面ナデ。体部および底部外面は指頭圧成形後

弱いナデ。

乳茶灰色

;

淡 茶 色

密

赤色酸化粒

を多量に含

む。

良好 完 形

土師器

小皿

91
15

口縁部内外面ヨコナデ。体部および底部内

面ナデ。体部および底部外面は指頭圧成形後

弱いナデ。底部外面に粘土紐接合痕遺私

乳赤茶色

;

乳灰白色

密 良好 ほぼ完形

土師器

小皿

99
17

口縁部内外面ヨヨナデ。体部および底部内

面ナデ。体部および底部外面は指頭圧成形後

弱いナデ。体部外面の一部に粘土紐接合痕が

遺存。

淡乳茶色

;

乳灰白色

密 良好 ほぼ完形

132 土師器

小皿

95
18

回縁部内外面ヨコナデ。体部および底部内

面ナデ。体部および底部外面は指頭圧成形後

弱いナデ。

淡茶灰色

;

乳灰茶色

やや粗

長石・ 石英

(01～ 05
11)を 含む。

良好 完形

土師器

小皿

91
15

口縁部内外面ヨコナデ。体部および底部内

面ナデ。体部および底部外面は指頭圧成形後

弱いナデ。体部外面の一部に粘土紐接合痕が

遺存。

乳赤茶色

;

乳灰白色

密 良好 完形
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3 東郷追跡

遺物番
=

器 種
法量  口径
(cm)器高

成 形 調 整 技 法 色   調 胎  土 焼 成 備 考

土師器

小皿

95
18

回縁部内外面および体部内面ヨコナデ。底

部内面ナデ。体部および底部外面は指頭圧成

形後弱いナデ。体部外面の一部に指頭圧痕が

遺存。

乳黄茶色

∫

淡茶責色

やや粗

長石・石英

(ol～05
11)を 含む。

良好 完形

土師器

中皿

147

30
口縁部内外面ヨコナデ。体部および底部内

面ナデ。体部および底部外面は指頭圧成形後

弱いナデ。体部外面の一部に指頭圧痕が遺存(

淡乳茶色

;

乳赤茶色

密

赤色酸化粒

をやや多量

に含む。

良好 完形

土師器

中皿

160 口縁部内外面および体部内面上位はヨコナ

デ。体部中位以下はナデ。体部外面は指頭圧

成形後弱いナデ。体部外面の一部に指頭圧痕

が遺存。

灰 茶 色

;

暗灰茶色

密 良好 口縁部 1/7

土師器

中皿

146
25

日縁部内外面ヨヨナデ。体部および底部内

面ナデ。体部および底部外面は指頭圧成形後

弱いナデ。

淡乳茶色

;

乳赤茶色

やや粗
長石・石英
(01～ 05
11)赤色酸
化粒を含む

良 好 完形

土師器

中皿

175
33

日縁部内外面ヨコナデ。体部および底部内

面ナデ。体部および底部外面は指頭圧成形後

弱いナデ。体部外面の一部に指頭圧痕が認め

らオιる。

淡乳茶色

;

乳灰茶色

やや粗
長石・石英
(0141a)

赤色酸化粒
を含む。

良好 ほぼ完形

土師器

中皿

146 口縁部内外面ヨコナデ。体部および底部内

面ナデ。体部および底部外面は指頭圧成形後

弱いナデ。

灰茶色 密

赤色酸化粒

をやや多量

に含む。

良好 1/9

土師器

中皿

144

32
口縁部内外面ヨコナデ。体部および底部内

面ナデ。体部および底部外面は指頭圧成形後

弱いナデ。体部および底部外面に粘土紐接合

痕が遺存。体部外面の一部に指頭圧痕が遺存

淡乳茶色 やや粗
長石 。石英
(01～ 05
山)赤色酸
化粒を含む

良好 完形

土師器

奮

口縁部内外面ヨコナデ。体部内面ナデ。体

部外面指頭圧成形後ナデ。体部外面下位に指

頭圧痕が遺存。

淡灰茶色 密 良好 %

包含層出土遺物

遺物番
=

器 種
法量  口T■

X
(cI)器高

成 形 ・ 調 整 技 法 色   調 胎  土 焼 成 備  考

142 弥生土器

甕

22 2 日縁部 内外面 ヨヨナデ。 淡灰茶色

;

乳赤茶色

やや粗

長石・石英

(01～ 05
dd)を含む。

良好 口筋判I%

143 弥生土器

甕 底 径 40

底部内面ナデ。底部外面の一部にタタキメ

が遺存するが、調整不明瞭。

乳灰茶色

;

乳茶赤色

やや粗

長石・石英

(01～ 05
m)を 含む。

良 好 底部のみ

144 弥生土器

餐 底 径 36

底部内面ナデ。底部外面は指頭圧成形後ナ

デ。底部外側面の一部に指頭圧痕が遺存。

淡 灰 色

;

淡灰 茶色

やや粗
長石・石英・
チャート(0
1～ 0 5 HIIa)

を含む。

良好 底部のみ

145 弥生土器

甕 底 径 48

底部内面ナデ。底部外面はタタキ (4条/
cm)。 底部外側面および外底面ナデ。

淡灰褐色

;

淡灰橙色

やや粗

長石・石英

(01～ 05
a ld)を合む。

良好 は部のみ

弥生土器

甕 底 径 50

底部内面ナデ。底部外面の一部にタタキメ

が遺存する。

茶 褐 色

;

暗灰茶色

やや粗

長石・石英

(01～ 05
1u)を 合む。

良好 底部 拷
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這物番
=

器 種
詈 重  口 後

(cru)器高
成 形 ・ 調 整 技 法 色  調 胎  土 焼 成 備 考

147 弥生土器

甕 底 径 42

底部内面ナデ。底部外面の一部にタタキメ

が遺存する。

淡赤褐色

;

淡黒褐色

やや粗

長石・石英

(01～ 05
aun)を 含む。

良好 底部のみ

148 土師器

小型鉢

日縁部内外面ヨコナデ。体部内外面ナデ。 淡赤茶色

;

乳茶灰色

やや粗

長石・石英

(01～ 05
Hua)を合む。

良好 口縁部1/4

土師器

小型器台

105 口縁部内外面ヨコナデ。受部内外面ナデ。 乳 茶 色

;

淡赤茶色

やや粗
長石・石英
(0 1 Hul)

赤色酸化粒
を含む。

良 好 受部1/2

土師器

小型器台

受部内外面および脚部内面は調整不明瞭。

脚部外面は指押さえが認められる。受部下位

に粘土接合痕が一部に遺存する。脚部中位の

透し孔は三孔と思われる。

淡灰褐色 やや粗
長石・石英
(05～ 01
Eu l)赤 色酸
化粒を含む

良 好 脚部

土師器

甕

15 0 日縁部内外面ヨコナデ。口縁部外面端部下

位に凹線状の窪みが廻る。頸部内面はヘラケ

ズリ。

淡灰褐色

i

淡茶灰色

やや粗
長石・石英・
チャート(0
1～ l lla)

を含む。

良好 口縁部 4/4

土師器

甕

15 8 口縁部内外面ヨコナデ。回縁部外面端部付

近に沈線状の窪みが廻る。顕部内面はヘラケ

ズリ。

淡乳灰色

;

乳灰褐色

密 良好 回縁部 1/4

153 土師器

甕

160 口縁部内外面ヨコナデ。顕部内面はヘラケ

ズリ。他は調整不明。

淡灰茶色

;

子1栃

`絶

やや粗
長石・石英
・雲母 (0
1～0511)
を含む。

良好 口縁部 1/6

土師器

甕

170 口縁部内外面 ヨコナデ。 乳灰褐色

;

乳赤茶色

やや粗

長石・石英

(01～ 1

伽)を含む。

良好 口縁部 1/4

土師器

甕

15 0 口縁部内外面ヨコナデ。他は調整不明。 淡茶褐色 やや粗
長石・石英・
雲母(01～
0 5 Hu)を
含む。

良 好 口縁部1/5

土師器

甕

16 0 口縁部内外面ヨコナデ。体部内面はヘラケ

ズリ。体部外面の一部にハケメが認められるI

乳灰茶色

;

子1灰橙色

やや粗
長石・ 石英
(01～ 05
du)赤 色酸
化粒を含むI

良好 日縁部 1/4

土師器

甕

132 口縁部内外面ヨヨナデ。体部内面はヘラケ

ズリ。体部外面は調整不明瞭。

平I豚茶色

;

乳灰橙色

やや粗
長石・石英
(01～ 05
E Dl)赤 色酸
化粒を含む十

良 好 口縁部 1/4

土師器

甕

158 口縁部内外面および体部内面上位はヨヨナ

デ。体部内面以下はヘラケズリ。体部外面の

一部にハケメが認められる。

淡 灰 色

;

乳灰褐色

やや粗

長石・石英

(ol～ 05
11)を含む。

良 好 口縁部 1/5

土師器 176 回縁部内外面ヨコナデ。顕部内外面はナデ

と思われるが、調整不明瞭。

灰 白色 やや粗

長石・ 石英

(01～ 05
am)をわず
かに含む。

良好 口縁部 1/4

土師器

郭

158

46
口縁部内外面ヨコナデ。体部および底部内

面ナデ。体部および底部外面指頭圧成形後弱

いナデ。体部外面の一部に指頭圧痕が遺存す

る。

淡灰茶色

;

淡灰橙色

密
長石・石英・
雲母 (01
1m)を わず
かに含む。

良好 1/2
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自物番F 器 種
法量  口径

`師

う果言 成 形 調 整 技 法 色  調 胎  土 焼 成 備 考

上師器

邪

130

42
口縁部内外面ヨコナデ。体部および底部内

面ナデ。体部および底部外面指頭圧成形後弱

いナデ。体部外面に指頭圧痕が遺存する。

淡灰茶色

i

淡灰橙色

密 良 好 1/6

土師器

杯

口縁部内外面ヨコナデ。体部内面ナデ。体

部外面指頭圧成形後弱いナデ。体部外面の一

部に指頭圧痕が遺存する。

乳灰茶色

;

暗灰茶色

密 良 好 口縁部 1/4

163 土師器

杯

136 口縁部内外面ヨコナデ。体部内面ナデ。体

部外面指頭圧成形後弱いナデ。体部外面の一

部に指頭圧痕および粘土紐接合痕が遺存する

淡灰茶色

;

淡赤茶色

密

長石・ 石英

(014a)
をわずかに
含む。

良好 日縁部1/6

土師器

小皿

口縁部内外面ヨコナデ。体部および底部内

外面ナデ。口縁部および体部外面の一部に粘

土紐接合痕が遺存する。

乳灰橙色

;

淡赤茶色

密

赤色酸化粒

を含む。

良 好
1/4

土師器

小皿

口縁部内外面ヨコナデ。体部内外面指頭圧

成形後弱いナデ。体部外面に指頭圧痕が、ま

た、口縁部および体部外面に粘土紐接合痕が

遺存する。

乳灰茶色

;

淡灰橙色

密 良好
1/4

土師器

小皿

口縁部内外面ヨコナデ。体部内外面ナデ。

体部外面の一部に粘土紐接合痕が遺存する。

乳灰橙色

i

乳灰白色

密

赤色酸化粒

を含む。

良好 1/4

土師器

中皿

136 回縁部内外面ヨコナデ。体部内面ナデ。体

部外面指頭圧成形後弱いナデ。体部外面の一

部に指頭圧痕が遺存す。

乳灰橙色

;

手I灰白色

密

赤色酸化粒

を含む。

良好 回縁部 1/4

土師器

中皿

口縁部内外面ヨコナデ。体部内面ナデ。体

部外面指頭圧成形後弱いナデ。体部外面の一

部に指頭圧痕が遺存する。

乳灰褐色

;

乳灰白色

密 良好 1/s

土師器

中皿

130 口塚部内外面ヨコナデ。体部内外面ナデ。 淡赤茶色

;

淡灰茶色

密

長石・石英

(01～ 06
HII l)を 合む。

良好 口縁部1/5

酪
　
萌

日縁部内外面ヨコナデの後、やや粗いヘラ

ミガキ。体部内外面は密なヘラミガキ。

黒灰色 精良 良 好 日筋朝I1/4

酬
　
　
擁 高台径 66

高台高 08

見込みは乱方向の密なヘラミガキ。高台部

周辺ヨコナデ。

黒灰色 精良 良好 底部 1/3

瓦器

椀 高台径 60
高台高 05

見込みは乱方向の密なヘラミガキ。高台部

周辺ヨコナデ。

黒灰色 桶 艮 良好 底部1/2以上
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SE-1 遺物出土状況 (南 から)
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13

SD-1 出土遺物
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第 7層出土遺物
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79

SE-1 第 7層出土遺物
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97

SE-1 第 7層 出土遺物
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101

SE-1 第 7層 出土遺物

―- 56 -―



3 東郷遺跡

第 7層 (122)。 SE-1

-- 57

井戸側内 (123～ 125)出土遺物



3 東郷遺跡

|

135

SE-1 井戸側内 (129～ 135・ 137～ 141)・ 包含層 (160)出 土遺物
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4 東郷遺跡

4

調 査 地

調査期間

調査面積

東郷遺跡 (第29次調査)

八尾市光町 2丁目28-1他 3筆

平成元年 3月 6日 ～平成元年 3月 25日

220∬

はじめに

今回の発掘調査は共同住宅建設に伴って実施 したもので、当調査研究会が東郷遺跡内で実施

した発掘調査の第29次調査にあたる。

今回の調査地は、当調査研究会が昭和57年度に実施 した第11次調査地から東へ約50m地点に

あたる。

調査概要

共同住宅建設予定地に合わせて東西13m・ 南北16mの調査区を設定 した。掘削に際しては、

現地表下1.2mま でを機械で掘削 し、以下の各層は入力によって掘削 した。

当調査地での基本層序は、第 0層盛土・第 1層旧耕土・ 第 2層灰青色細砂混粘土・第 3層暗

茶色礫混粘土・第 4層茶灰褐色粗砂混粘土・第 5層茶灰色粘質シル トである。

調査の結果、現地表下16m(標高6.4m)付近に存在する第 5層上層で、弥生時代後期の溝

2条 (SD-1・ SD-2)、 古墳時代前期 (庄内式期)の溝 2条 (SD-3・ SD-4)、 中

世の溝 5条 (SD-5～ 9)、 近世の溝 1条 (SD-10)、 時期不明の土坑 3基 (SK-1～ 3)

を検出した。

検出遺構と出土遺物

南西―北東方向に伸びる溝で、検出長17m、 幅1.9m～3.2m、 深さ0.4mを測る。内部堆積土

は、上から茶褐色礫混粘土 。暗灰色シル ト混粘上で、暗灰色シル ト混粘土からは弥生時代後期

の鉢 (1)が出土 している。

SD-2

南東―北西方向に伸びる溝で、SD-1と 合流 している。検出長 4m、 幅26m、 深 さ0,4m

を測る。内部堆積土は上から茶褐色礫混粘土 。暗灰色シル ト混粘土で、暗灰色シル ト混粘土か

らは、弥生時代後期の長頸壷 (2)が出土 している。

SD-3

南東―北西方向に蛇行 して伸びる溝で、検出長 5m、 幅0.4～ 0,75m、 深さ0,06mを 測る。内
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4 東郷遺跡

部堆積土は、茶褐色シル ト混粘上で、溝内からは、土師器の細片が少量出土 した。

SD-4

南北方向に伸びる溝で、検出長 4m、 幅1.9m、 深さ0.35mを 測る。内部堆積土は、茶褐色

粗砂混粘土で、溝内からの遺物の出土はなかった。

SD-5

東西方向に伸びる溝で、検出長55m、 幅0.45m、 深さ0.07mを 測る。内部堆積土は、灰色細

砂混粘上で、溝内からは土師器の細片が少量出土 した。

SD-6

東西方向に伸びる溝で、検出長3.5m、 幅0.24m、 深さ006mを測る。内部堆積土は、灰色細

砂混粘土で、溝内からは土師器の細片が少量出土 した。

SD-7

東西方向に伸びる溝で、検出長10.5m、 幅0.56～ 0.8m、 深さ0.lmを測 る。内部堆積土 は、

灰色細砂混粘土で、溝内からは土師器の細片が少量出土 した。

SD-8

東西方向に伸びる溝で、検出長 8m、 幅0,4～ 1.06m、 深さ0.16mを 測る。内部堆積土は、灰

色細砂混粘土で、溝内からの遺物の出土はなかった。

SD-9

東西方向に伸びる溝で、検出長 7m、 幅1,05～1.75m、 深さ0,lmを測る。内部堆積土は、灰

茶色粗砂混粘土で、溝からは土師器の細片が少量出土した。

SD-10

南北方向に伸びる溝で、検出長3.7mを測る。幅および深さは、溝の西側が調査区外にあり

不明である。溝内からは陶磁器の細片が少量出土している。

SK-1

調査区の北西側で検出した。上面の形状は、東西方向に長い楕円形を呈する。東西幅1.13m、

南北幅0.8m、 深さ0.15mを測る。内部堆積土は茶灰色シルト混粘上で、土坑内からの遺物の

出土はなかった。

SK-2

SK-1の 東側で検出した。上面の形状は、円形を呈する。径0,7m、 深さ0.lmを 測る。内

部堆積土は茶褐色シルト混粘土で、土坑内からの遺物の出土はなかった。

SK-3

SK-2の 東側で検出した。上面の形状は、不定形を呈する。東西幅1.8m、 南北幅 lm、

深さ0.lmを測る。内部堆積土は暗茶色シルト混粘土で、土坑内からの遺物の出土はなかった。
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まとめ

今回の調査では、弥生時代後期・古墳時代前期・ 中世 。近世の遺構を検出した。特に弥生時

代後期については、第13次調査で土坑が検出されている程度で不明瞭であったが、今回の調査

の結果、当調査地付近にこの時期の集落が存在 した可能性が強くなった。



4 東郷遺跡

検出遺構平面図
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5 成法寺遺跡

5 成 法寺遺跡 (第 4次調査)

調 査 地 八尾市南本町 1丁 目10-1

調査期間 昭和63年 11月 7日 ～昭和63年 12月 5日

調査面積 540∬

はじめに

今回の発掘調査は事務所建設に伴 うもので、当調査研究会が成法寺遺跡内で実施 した発掘調

査の第 4次調査にあたる。

当遺跡は、旧大和川の主流であった長瀬川と玉串川に挟まれた沖積地に位置 しており、現在

の行政区画では光南町 。清水町 。南本町・明美町一帯にあたる。

当遺跡の発見の契機は、昭和56年度に八尾市教育委員会が光南町 1丁 目26で実施 した発掘調

査で、弥生時代後期の上器溜、古墳時代前期の方形周溝墓 4基、古墳時代後期の掘立柱建物 5

棟が検出されたことによる。その後、大阪府教育委員会・八尾市教育委員会 。当調査研究会に

より、現在 (平成元年 4月 )に至るまでに 8次に亘る発掘調査が実施されている。その結果、

弥生時代中期から奈良時代に至る遺構 。遺物が検出され、各時期の集落が広範囲に広がること

が明らかになった。なお、当調査地の北側に近接する府道服部川久宝寺線では、拡張工事に伴

う発掘調査が大阪府教育委員会によって昭和61年度から継続 して実施されている。その結果、

弥生時代中期に比定される方形周溝墓 。溝、古墳時代前期の竪穴住居・ 井戸・溝などが検出さ

れている。

調査概要

調査では、建物の基礎部分に長さ60m・ 幅 3mの規模の トレンチ 3本 (東から第 1調査区～

第 3調査区)を設定 した。掘削に際しては、現地表下から1.5mま では機械で掘削 し、以下0.3

m前後は入力による掘削を実施 した。なお、第 1調査区と第 2調査区の南部では、遺構の性格

を追求するため調査区を一部拡張 した。

その結果、現地表下1.5m(標高7.Om)前後に存在する淡灰色～灰青色細砂上面で、古墳時

代前期 (庄内式古相)に比定される遺構を検出した。検出した遺構は方形周溝墓 3基・井戸 1

基・ 土坑26基・溝 2条である。

まとめ

今回の調査では、古墳時代前期 (庄内式古相)に比定される遺構 。遺物を検出した。これら

の調査結果と近隣で実施 した調査結果を総合すると、庄内式古相の段階では調査区の南部が墓
註 1
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5 成法寺遺跡

域で、北部が住居域であったが、庄内式新相～布留式古相になると墓域が北部 まで及ぶように

なり、居住域が東部 に移動 していることが窺える。

註 1 大阪府教育委員会  『成法寺遺跡発掘調査概要 I―八尾市南本町所在―』 1986

検出遺構平面図
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第 1調査区全景 (北 から)

第 2調 査区全景 (北 から)
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第 3調査区 (北 から)

第 3調査区 方形周溝墓検出状況 (南から)
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6 久宝寺遺跡

きゅうほう じ

6 久 宝寺遺跡 (第 3次調査 )

調 査 地 八尾市久宝寺 4丁目74、 76、 81-1、 81-3の各一部

調査期間 昭和63年 12月 5日 ～昭和63年 12月 28日

調査面積 330∬

はじめに      ′

今回の発掘調査は共同住宅建設に伴って実施 したもので、当調査研究会が久宝寺遺跡内で実

施 した第 3次調査にあたる。

久宝寺遺跡は、八尾市の北西部に位置 し、旧大和川の主流である長瀬川左岸に立地する遺跡

で現在の行政区画では北久宝寺 。久宝寺 。西久宝寺 。南久宝寺・神武町 。亀井・北亀井町およ

び東大阪市大蓮南にあたる。今回調査を行った地点は、当遺跡内の東部にあたる。調査地周辺

には、北西に隣接 し顕証寺を中心とした久宝寺寺内町がひろがっており、現在でもこの寺内町

の町割 りや環壕が残っている。

調査地周辺図
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6 久宝寺遺跡

当遺跡内では、当調査研究会が昭和59年度 に北亀井 3丁目 1で調査 (第 1調査)を行 ってお
註 1

り、古墳時代前期の上器集積 。自然河道を検出している。また、昭和62年度には久宝寺 6丁目

226他 2筆で調査 (第 2次調査)を行っており、弥生時代後期から奈良時代の遺物が出土 して
註 2

いる。

調査概要

調査は調査地の北側 (北調査区)と南側 (南調査区)に東西方向に長い トレンチ (5× 33m)

を設定 して実施 した。調査に当たっては、現地表下2.Omま で機械掘削を行い、以下0.5～ 0.6m

以上については入力掘削を行った。調査の結果、表土下22m(標高6.4m)前後に存在する灰

色粘土層上面 (第 2調査面)で平安時代の水田と自然河道 1条を検出し、その水田面か ら0.25

m下層の灰色微砂混粘土層上面 (第 1調査面)で古墳時代前期の方形周溝墓 1基 と土坑 1基を

検出した。なお、北調査区で検出した方形周溝墓の主体部および周溝の広がりを確認するため、

方形周溝墓の北側と、両調査区の西側をつなぐ形で調査区を新たに設定 した。西側に設定 した

調査区を西調査区と呼称 した。

基本層序

第 0層 :盛土 層厚1.2m。 上面の標高は8.6～ 865mを測る。

第 1層 :暗灰色粘土。層厚0.1～ 0.2m。 旧耕土。

第 2層 :茶灰色細砂混粘土。層厚02～ 0.45m。

第 3層 :青灰色シル ト混粘土。層厚02～ 0,35m。 近世の遺物を含む。

第 4層 :灰黄色細砂～微砂。層厚0.05～0.55m。 平安時代の遺物を含む。

第 5層 :灰色粘土。層厚0.05～0.45m。 上面は平安時代の遺構面である。

第 6層 :暗灰色シル ト混粘土。層厚0.3m。 弥生時代後期～古墳時代前期の遺物を含む。

第 7層 :灰色微砂混粘土。層厚0.3m以上。上面は古墳時代前期の遺構面である。

検出遺構と出土遺物

第 1調査面

方形周溝墓

調査区の北西で検出した。検出したのは墳丘と南西側の周溝である。墳丘の規模は、墳丘の

西側が自然河道によって削り取 られているため不明である。墳丘は灰青色粘土 (炭含む)が盛

り上げられている。墳丘高は約0.33mを 測る。埋葬施設は 2箇所 (木棺・土器棺)を確認 した。

木棺は墳丘のほぼ中央で検出した。南北方向に長い長方形の木棺を埋設 している。埋設 してい

る掘形は不明瞭であった。木棺は、蓋板の一部と底板が明瞭に残っていた。底板の長さ2.7m、

幅0.45mである。木棺内からは骨片が極少量出土 した。土器棺は木棺の東で検出した。 この上

器棺は口縁部を打ち欠いた壷 (4)(遺存高50cm・ 体部最大幅55.5cm)を 傾けて据えられ、 そ
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6 久宝寺遺跡

の上を体部下半のみが残っている別個体の壺 (3)で蓋をしている。土器棺内からの人骨およ

び遺物の出土はなかった。この土器棺も木棺と同様、埋設している掘形は不明瞭であった。周

溝は断面U字型を呈し、幅1.1～ 14m、 深さ0,3～ 036mを測る。周溝の内部堆積土は上から灰

色粘土、灰青色微砂、暗灰色シル ト混粘土、青灰色シルト混粘土、暗灰色粘上である。東周溝

の暗灰色粘土層内からは古墳時代前期 (布留式期)の壷 (1)が出土している。また墳丘内か

らも小型丸底壷 (2)が出土している。

SK-1

方形周溝墓の
、ァ挙

出した。平面の形状は円形である。径1.05m、 深さ0.05mを 測る。内部

堆積土は暗灰色粘土で、古墳時代前期 (庄内式期)の壺 (5)・ 甕 (6)か 出ゞ土 している。

第 2調査面

水田

水田は調査地のほぼ全域で検出した。畦畔は南北方向のもの 1条 と南西一北東方向のもの 3

条で、下幅0.4～ 0.8m、 上幅0.15～0,4m、 高さ0.07～ 02mを測る。水田面には足跡状遺構があ

り、その内部や水田面上面には灰黄色細砂～微砂が堆積 している。 この砂層内から土師器杯

(14)・ 黒色土器椀 (15)が 出上している。

自然河道

調査区の西側で検出した。幅・深さは河道の西肩が調査区外にあるため不明である。検出し

た幅は76mで、深さは1.7mを 測る。内部には淡黄灰色・茶灰色・灰色等の粗砂が堆積 してい

る。内部からは土師器の細片が少量出土している。

まとめ

今回の調査地が位置する当遺跡内の東部地域では、小規模な試掘調査は数件行われているも

の、発掘調査は行われていなく、遺跡の実態はほとんど明らかにされていなかった。しかし、

今回の調査で、古墳時代前期と平安時代の二時期の遺構を検出したことから当調査地周辺に同

時期の集落が存在していたことが明らかとなった。

註 1 働八尾市文化財調査研究会『昭和59年度事業概要報告』 ⑪八尾市文化財調査研究会報告 7 1985

註 2 1Lll八 尾市文化財調査研究会『八尾市文化財調査研究会年報 昭和62年度』 働八尾市文化財調査研究会報告16

1988
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第 1調査面

第 2調査面

10m

タテ%00

ョコン衛0

0盛土

1 暗灰色粘土 (旧耕土)

2茶灰色細砂混粘土

3青灰色シル ト混粘土

4灰黄色細砂～微砂

5灰色粘土

6暗灰色シル ト混粘土

7灰色微砂混粘土

A淡黄灰色細砂

B灰茶色細砂

C茶灰色細砂

D灰色細砂

i:S:;1距赴く驚の難
1茶灰色細砂混粘土

検出遺構平断面図
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6 久宝寺遺跡

出土遺物実測図 1
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6 久宝寺遺跡

方形周溝墓

SK-1

出土遺物観察表

遺物番号 器 種
な 量  口径
frlnⅢ  果 言 形 態 調 整 技 法 色   調 胎  土 焼 成 備  考

1 土師器

二重回縁壷

136
128

球形の体部。直立にのびる頸部から水平ぎ

みにひらき、外上方へひろがる日縁部に至る。

日縁部内外面ヘラミガキ、頸部内外面ナデ、

体部内面ナデ、外面ヘラミガキ。

淡茶色 精良 良好

2 土師器

小型丸底壷

球形の体部。内彎ぎみにのびる国縁部。端

部は尖る。日縁部内外面ヘラミガキ、体部内

外面ヘラミガキのちナデ。

乳茶色 精良 良好

3 土師器

底 径 59

やや突出する上げ底状の底部。内面ナデ、

外面ヘラミガキ後ナデ。

乳茶色 やや粗 良好 土器棺の蓋

4 上師器

壷 壼 径 51

球形の体部。突出しない平底。体部内面ハ

ケロ。外面ハケロ後体部上方は縦方向のヘラ

ミガキ。

淡茶禍色 良 良好 土器棺

遺物番え 器 種
法量  回径
(CID)器高 形 態 調 整 技 法 色  調 胎  土 焼 成 備  考

5 土師器 170 球形の体部。やや外反ぎみに上外方へのび

る日縁部。端部は丸い。体部内面ハケロ、一

部に指頭圧成形の痕跡残る。外面ハケロ。ロ

縁部内外面ハケロ。

乳黄灰色 精良 良好

6 土師器

甕

180 斜上方へのびる日縁部。端部は上方へつま

み上げる。内外面ヨコナデ。

灰茶色 精良 良 好

包含層

遺物番電 器 種 (cI)器高 形 態 調 整 技 法 色   調 胎  土 焼 成 備  考

7 土師器

鉢

27 6 内彎ぎみにのびる体部から外反する日縁部

に至る。端部は面をもつ。内外面ヘラミガキ

淡乳灰色 精良 良 好

土 師器

甕

156 やや丸味のある体部から外反する日縁部に

至る。端部は上方へつまむ。日縁部内外面ヨ

コナデ、体部内面ハケロ、外面タタキロ。

茶灰色 良 良好

弥生土器

甕

16 0

26 2

氏 径 47

突出した平底の底部から斜上方へ体部がのび

る。口縁部は外反し、端部は外傾する面をもつ。

日縁部内外面ヨコナデ、体部内面ハケロ、外

面タタキロ、成形時の接合痕が内外面に残る℃

灰茶色 良 良 好

土師器

甕

15 4 外反する日縁部。端部は上方へつまむ。内

面ヨコナデ、外面ヨコナデ、指頭圧成形痕が

ある。

茶褐色 良 良好
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6 久宝寺遺跡

遺物番三 器 種
法量 口径
(cm)器高 形 態 調 整 技 法 色   調 胎  土 焼 成 備   考

土 師器

甕

120 上外方へ外反ぎみにのびる日縁部。端部は

丸く終る。内外面ヨコナデ。

淡茶色 やや粗 良 好

土 師器

甕

18 7 丸味のある体部から上外方へ屈曲する日縁

部に至る。端部はくばみを持つ。口縁部内外

面ヨコナデ、体部内面ナデ、外面指頭圧成形(

淡茶褐色 精良 良好

土師器

甕

176 丸い体部から外反する日縁部へ至る。端部

は面をもつ。口縁部内外面ヨヨナデ、体部内

面ナデ、外面指頭圧成形。

嗜茶褐色 精良 良好

土師器

杯 葛台径 54
葛台高 03

「八Jの字にひらく高台部。内外面ナデ、高台内

外面ヨコナデ。

淡茶色 精良 良 好

黒色土器

椀 高台径 72
高台高 04

「八」の字にひらく高台部。内外面ヘラミガキ(

外面ナデ、高台部内外面ナデ。

内面黒色

外面淡茶色

精良 良好

土 師器

蓋

平らな天丼部。下方へ少しのびる口縁部。

端部は丸味のある面をもつ。内外面ナデ。

赤褐色 精良 良好

上師器

塩壺

やや丸い底部から上方へのびる体部。日縁

部は少しだけ外へひらく。端部は尖って終る

内面ナデ、シポリロ残る。外面ナデ。

赤褐色 精 良 良好
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南調査区 第 2調査面全景 (西から)
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同上 第 1調査面全景 (西 から)



6 久宝寺遺跡

北調査区 第 2調査面全景 (東 から)

擁
|1善
IⅢ:鰺爆
場朝

同上 第 1調査面全景 (東から)
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6 久宝寺遺跡

方形周溝墓検出状況 (北から)

土器棺検出状況 (南 から)
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7 小阪合遺跡

こ ざか い

小阪合遺跡 (第15次調査)

調 査 地 八尾市小阪合町 2丁目52-11

調査期間 昭和63年 5月 17日 ～昭和63年 10月 31日

調査面積 356雷

はじめに

今回の発掘調査は、小阪合ポンプ場放流渠築造工事に伴うもので、当調査研究会が小阪合遺

跡内で実施 した第15次調査にあたる。

当遺跡は、旧大和川の主流であった長瀬川と玉串川に挟まれた沖積地に位置 しており、現在

の行政区画では、小阪合町 1～ 2丁目・南小阪合町 1・ 2・ 4丁目 。青山町 1～ 5丁目 。若草

町・ 山本町 7～ 8丁目一帯にあたる。

当遺跡内では、昭和57年以降、八尾市都市計画事業南小阪合土地区画整理事業および関連事

業に伴 う発掘調査が、昭和63年度までに大阪府教育委員会 (2次 )・ 八尾市教育委員会 (2次 )

当調査研究会 (17次)に よって21次にわたる調査が実施されてきた。これらの調査結果から、

小阪合遺跡は、弥生時代後期から近世に至るまで連綿と営まれ続けてきた遺跡であることが判

明している。

今回の調査地は、現楠根川の流路部分に位置し、第11次調査地と第12次調査地の間にあたる。

調査概要

調査地は現楠根川の流路部分にあたり、さらに府道が横断している為、調査地を 4区分 (第

1調査区～第 4調査区)して調査を実施 した。掘削に際しては、第11次調査の結果を参考にし、

現地表下1.8m前後までを機械により掘削 し、以下0,4mは人力で掘削 した。その結果、現地表

下22m(標高7.Om)前後で厚 く堆積する砂層を検出した。この砂層は旧楠根川の堆積土 と考

えられるが、限定された調査区内の調査であるため河川の規模・深度等は不明である。砂層内

からは弥生時代～室町時代に至る土器の破片がごく少量出土 している。

まとめ

今回の調査では、第11次調査と同様、現楠根川の旧流路と考えられる河川を検出した。この

河川は出土 した遺物からみて、室町時代に埋没 したと推定されるもので、砂層の堆積状況から

大規模な河川であったことが考えられる。また、南方約700mに位置する第 6次調査地でも同

様の規模を持つ河川が検出されていることから、旧楠根川は現楠根川の流路と多少の違いがあ

るものの、ほぼ同位置を北北西へ流下 していたことが窺える。
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7 小阪合遺跡

調査地周辺図
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7 小阪合遺跡

周辺の発掘調査一覧表

番 号 調 査 主 体 調 査 期 間 文 献 発  行

① 当調査研究会(第 1次 57年 11月 ～58年 3月 小阪合遺跡 :(財 )八尾市文化財調査研究会報告10 1987 3

② 同    上(第 2次 58年 6月 ～58年 7月 小阪合遺跡 :(財)八尾市文化財調査研究会報告J 1987 7

⑥ 同    上(第 3次 58年 10月 ～59年 3月 同上 同  上

④ 大阪府教育委員会 58年 9月 ～59年 3月

⑤ 当調査研究会(第 4次 59年 6月 ～59年 11月 小阪合遺跡 :(財)八尾市文化財調査研究会報告15 1988 3

⑥ 大阪府教育委員会 59年 9月 ～59年 11月

〇 八尾市教育委員会 59年 11月
八尾市内遺跡昭和59年度発掘調査報告書

八 尾市 マ イレ財 調 巷 報 告 11
1985 3

③ 当調査研究会(第 5次 : 60年 1月 ～60年 3月
小阪合遺跡発掘調査概要 :

(財)八尾市文化財調査研究会報告 8
1986 3

◎ 同    上(第 6次 60年 7月 ～60年 12月 小阪合遺跡 :(財)八尾市文化財調査研究会報告18 1989 3

⑩ 八尾市教育委員会 61年 2月
八尾 市 内遺跡 昭 和 60年度 発 掘 調 査 報 告 書

八屋市 マ イヒ財詔 巷 部 告 12
1986 3

① 当調査研究会(第 7次 61年 4月 ～61年 8月
昭和61年度事業概要報告 :

(財)八尾市文化財調査研究会報告14
198712

② 同    上 (第 8次 : 61年 8月 ～61年 12日 同上

⑩ 同    上(第 9次 : 62年 4月 ～62年 7月
八尾市文化財調査研究会年報 昭和62年度

(財)八尾市文化財調査研究会報告16
198812

⑭ 同    上(第 10次 62年 8月 ～62年 12月 同上

⑥ 同    上(第 11次 62年 8月 ～62年 9月 同上

⑩ 同    上(第 12次 62年 10月 ～63年 1月 同上

@ 同    上 (第 13次 62年 11月 ～63年 12月 同上

① 同    上 (第 14次 ) 63年 1月 同上

⑩ 同    上(第 15次 63年 5月 ～63年 10月 今回報告

⑩ 同    上(第 16次 63年 7月 ～63年 8月 同上

② 同    上(第 17次 63年 10月 同上



7 小阪合遺跡

第 1調査区北部全景 (北 から)

と、長

第 1調査区北西部全景 (北 から)
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8 小阪合遺跡

こ ざか い

小阪合遺跡 (第16次調査)

調 査 地 八尾市青山町 1・ 2・ 3・ 5丁目、山本町南 8丁目の一部

調査期間 昭和63年 7月 5日 ～昭和63年 8月 26日

調査面積 500だ      イ

はじめに

今回の発掘調査は八尾都市整備事業南小阪合土地区画整理事業に伴うもので、当調査研究会

が小阪合遺跡内で実施 した発掘調査の第16次調査にあたる。

調査地は区画街路予定地と公園予定地で、7ケ所 (第 1調査区～第7調査区)に分散している。

調査概要

掘削に際しては、既往調査の結果を参考にし、現地表下0.3～ 1.6mま でを機械で堀削 し、以

下0,4～ 0.5mは人力で掘削した。

調査の結果、弥生時代後期・古墳時代前期

代 。江戸時代の概ね 4時期の遺構を検出した。

第 1調査区

(庄内式新相～古留式古相)・ 鎌倉時代～室町時

以下、各調査区ごとに概説する。

東西方向に設定した トレンチで、長さ14m・ 幅2.5mを測る。現地表下0.7m(標高7.2m)付

近に存在する青灰色細砂混粘土上面を調査面とした。その結果、古墳時代中期に比定される。

自然河川 1条 (NR-1)を 検出した。

第 2調査区

第 1調査区の東端から約 5m隔てて設定したトレンチで、長さ38m・ 幅2.5mを 測る。現地

表下 2m前後 (標高7.2m)付近に存在する茶褐黄粘質土上面を調査面とした。その結果、古

墳時代前期 (庄内式新相～布留式古相)に比定される自然河川 1条 (NR-2)と 、鎌倉時代

に比定される溝 1条 (SD-1)を 検出した。

第 3調査区

第 2調査区の南東から約40m地点に設定した。東西方向に伸びるトレンチで、長さ35m・ 幅

2.5mを測る。現地表下7.5m付近に存在する茶褐黄色粘質土上面を調査対象面とした。その結

果、古墳時代前期 (庄内式新相～布留式古相)に比定される自然河川 1条 (NR-3)と 、上

層から切り込む鎌倉時代に比定される自然河川 1条 (NR-4)、 江戸時代に比定される土坑

1基 (SK-1)を 検出した。

第 4調査区
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第 3調査区から南10m地点に設定 した。東西方向に伸びるトレンチで、長 さ38m・ 幅2.5m

を測る。現地表下0.6m(標高7.3m)付近に存在する茶褐黄色粘質土上面を調査対象面とした。

その結果、古墳時代前期に比定される自然河川 4条 (NR-3・ NR-5～ NR-7)と 、鎌

倉時代に比定される溝 2条 (SD-2・ SD-3)を 検出した。

第 5調査区

第 3調査区から北へ約40m地点に設定 した。方形を呈する調査区で一辺 4mを測る。現地表

下2.3m(標高6.8m)ま で掘肖1を実施 した結果、全面に砂層の広がりが確認されたが、湧水が

著 しく作業を行うには危険と判噺したため、以下の掘削は中止 した。なお、これらの砂層の広

がりは第 3調査区で検出した自然河川 (NR-4)に 対応するものと推定される。

第 6調査区

第 4調査区から南東約430m地点に設定 した。東西方向に長い調査区で、長さ14m・ 幅35m

を測る。現地表下0.8m(標高8.3m)付近に存在する茶灰～淡灰黄色シル ト上面を調査対象面

とした。その結果、弥生時代後期に比定される溝 3条 (SD-4～ SD-6)、 鎌倉時代に比

定される溝11条 (SD-7～ SD-17)と 上層から切 り込む溝 1条 (SD-8)を 検出した。

第 7調査区

第 6調査区の南東約250m地点に設定 した。東西方向に長い調査区で、長 さ18m・ 幅 6mを

測る。現地表下1,7m(標高8.3m)付近に存在する青灰色粘質シル ト上層を調査対象面とした。

その結果、弥生時代後期に比定される土坑 2基 (SK-2・ SK-3)と 、鎌倉時代に比定さ

れる溝 2条 (SD-19・ SD-20)を 検出した。

まとめ

調査の結果、北部に位置する調査区 (第 1調査区～第 5調査区)で は、古墳時代前期の自然

河川 5条、古墳時代中期の自然河川 1条、鎌倉時代後期の自然河川 1条を検出した。隣接する

既往調査 (昭和61年度―第 8次調査の第 3調査区、昭和62年度―第10次調査の第 2・ 3調査D

でも同様に自然河川が検出されており、古墳時代前期～鎌倉時代後期に至るまで、この地域一

帯は居住域とし利用された痕跡は残 していない。

一方、南部に位置する第 6調査区では、調査地の東で実施 した調査 (昭和62年度一第10次調

査の第 9調査区)で検出した弥生時代後期の溝状遺構の北西部分を検出した。第 7調査区では

調査地の西で実施 した調査 (昭和60年度―第 6次調査の第 4調査区)で検出した弥生時代後期

～古墳時代前期に比定される遺構と関連する土坑を検出しており、この時期の遺構の広がりが

確認された。以上、今回の調査で区画整理事業区域内での調査が終了 し、区域内での各時期の

遺構の存在が明らかになった。今後、これらの資料をもとに当遺跡内の各時期の様相を推定す

る必要があろう。
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8 小阪合遺跡

第 1調査区全景 (東から)

第 2調査区全景 (東から)



小阪合遺跡

第 3調査区全景 (東 から)

第 4調査区全景 (東 から)
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9 小阪合遺跡

こざか い

9 小阪合遺跡 (第 17次調査)

調 査 地 八尾市青山町 3丁目47番地

調査期間 昭和63年 10月 3日 ～昭和63年 10月 4日

調査面積 32∬

はじめに

今回の発掘調査は共同住宅建設に伴うもので、当調査研究会が小阪合遺跡内で実施した発掘

調査の第17次調査にあたる。

調査地点は、昭和57年度に実施した第 1次調査のA―Ⅳ地区から北へ約30m地点に位置する。

調査概要

調査区は、遺物の基礎杭部分に対し、 2m× 2mの規模のグリットを 8ケ所 (北部 4ケ所―

lG～ 4G。 南部 4ケ所-4G～ 8G)に設定した。

掘削に際しては、既往調査の結果から掘削深度が深く、しかも湧水が著しいことが推定され

0                                 10m

調査区設定図
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9 小阪合遺跡

たため、機械掘削については各グリットを東西方向にトレンチ状につないで、現地表下16m

まで掘削した。以下、 lG～ 8Gの部分について、0.5m前後を人力で掘削した。調査の結果、

古墳時代中期の遺物を含む土層および奈良時代の自然河川の堆積土を検出した。

まとめ

今回の調査では、遺構は検出されなかったものの、 2G～ 4G・ 6G～ 8Gで古墳時代中期

に比定される遺物包含層を確認した。さらに、 lG・ 5Gでは奈良時代の自然河川の堆積土を

検出した。なお、当調査地の南西に隣接した地点で実施した調査 (第 1次調査のA― Ⅲ地区)
註 1

では、弥生時代後期・古墳時代前期・古墳時代中期の遺構 。遺物が検出されている。

註 l m八尾市文化財調査研究会「小阪合遺跡」―八尾市都市計画事業南小阪合土地区画整理事業に伴う発掘調査―

<昭和57年度 第1次調査報告書> 働八尾市文化財調査研究会報告10 1987

―- 94 -―
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10 東弓削遺跡

ひがしゆ げ

10 東 弓削遺跡 (第 4次調査)

調 査 地 八尾市八尾木東 1丁 目

調査期間 昭和64年 1月 6日 ～平成元年 1月 23日

調査面積 72督

はじめに

今回の発掘調査は公共下水道布設工事に伴 うもので、当調査研究会が東弓削遺跡内で実施 し

た発掘調査の第 4次調査にあたる。

当遺跡は、長瀬川から玉串川が分岐する「二俣J地区から北西に広がる沖積地上に位置 して

'く

尾 木 末 iII

鋼

調査地周辺図
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10 東弓削遺跡

お り、現在の行政区画では刑部・ 都塚 。東弓削 。八尾木・ 八尾木東一帯 にあたる。

当遺跡内では、昭和50年度に八尾市教育委員会が送水管布設工事に伴って発掘調査を実施 し

て以来、 6次 (八尾市教育委員会 3次・当調査研究会 3次)にわたる発掘調査が実施されてき

た。これらの調査の結果、当遺跡が弥生時代中期から鎌倉時代に至る複合遺跡であることが確

認されている。今回の調査地は、遺跡推定範囲の北端に位置 し、北側に続 く中田遺跡との接点

にあたる。なお、昭和62年度に八尾市教育委員会が実施 した調査地 (中 田遺跡―八尾木 6丁目

166)の 南西約50mに位置する。

調査概要

調査予定地は、公共下水道の発進竪坑で、当初は全域が調査対象であったが、東半分が現道

路部分にあたり、 しかも各種の既設構築物があることから、西側部分の72∬を調査対象とした。

調査部分は、調査前に鋼矢板が打設され、現道路面 (標高11 lm)か ら約 2m迄が機械によっ

て掘削されていた。調査では以下 lmに ついて層理に従って人力掘削を実施 し、遺構 。遺物の

検出に努めた。

調査の結果、現地表下2.25m前後に存在する淡灰緑～暗灰色砂質土層上面 (標高88m)で

古墳時代前期 (庄内式古相)に比定される溝 2条 (SD-1・ SD-2)を 検出した (第 1調

査面)。 さらに0.4m下部に存在する灰色粘質シル ト土層上面 (標高8.4m)で 、弥生時代中期

後半 (畿内第Ⅳ様式)に比定される土坑 1基 (SK-1)を 検出した (第 2調査面)。

まとめ

調査の結果、弥生時代中期後半 (畿内第Ⅳ様式)と古墳時代前期 (庄 内式古相)に比定さ

れる遺構を検出した。北側に隣接する中田遺跡を含めた調査地周辺では、大阪府教育委員会 。
註 1

第 2調査面

o           6m

検出遺構平面図
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10 東弓削遺跡

八尾市教育委員会 。当調査研究会により調査が実施されており、弥生時代中期～古墳時代前期

(庄内式新相)に至る遺構 。遺物が検出されている。以上の既往調査および今回の調査結果か

らすれば、特に弥生時代中期後半と古墳時代前期 (庄内式期)において集落が拡大傾向にあっ

たことが推定できよう。

註 1 大阪府教育委員会  『中田遺跡発掘調査概要』―柏原・八尾幹線下水管渠築造工事に伴う調査- 1986

註 2 八尾市教育委員会  「中国遺跡刑部地区関西電力KK地中線埋設工事に伴う埋蔵文化財調査概要」『昭和二三・

五四年度埋蔵文化財発掘調査年報』 1981

八尾市教育委員会  「八尾市内遺跡昭和61年度発掘調査報告書Ⅱ」『八尾市文化財調査報告15』  1987

八尾市教育委員会  「八尾市内遺跡昭和62年度発掘調査報告書 I」『八尾市文化財調査報告17』  1988

註 3 働八尾市文化財調査研究会  「昭和58年度事業概要報告-9中田遺跡」『八尾市文化財調査研究会報告 5』 1984
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10 東弓削遺跡
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11・ 12 芝塚古墳

たかやす し1よ =)か

11・ 12 高安古墳群内芝塚古墳 (第 1次調査・ 第 2次調査)

調 査 地

調査期間

調査面積

八尾市神立 2丁 目地内

第 1次調査 昭和63年 5月 23日 ～昭和63年 6月 11日

第 2次調査 平成元年 2月 25日 ～平成元年 4月 15日

100だ

はじめに

今回の発掘調査は道路建設工事に伴うもので、当調査研究会が高安古墳群内で実施 した第 1

次調査 。第 2次調査にあたる。

調査地点は、八尾市神立地区の東方にある式内社玉祖神社から南西へ約300mの 地点に位置

調査地周辺図
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11・ 12 芝塚古墳

する。昭和63年 5月 に予備調査 (第 1次調査)と して、地形測量および トレンチ調査を実施 し

た結果、横穴式石室を内部主体とする古墳 (円墳)であることが判明した。古墳の名称は、小

字名が「芝塚」であることから芝塚古墳と名付けた。第 2次調査では、主体部および墳丘築成

状況を確認する目的で調査を実施した。

地理・歴史的環境

芝塚古墳の位置する八尾市北東部の生駒山西麓一帯は、小規模な谷口扇状地が複雑に融合し

た地形を呈 しており、芝塚古墳もこうした谷口扇状地の扇端部の標高100m付近に立地 してい

る。八尾市域の生駒西麓部の標高50～ 450m一帯には、古墳時代中期末～終末期にかけての小

規模な古墳 (円墳)が数多く点在 しており、それらを総称して高安古墳群と呼ばれている。そ

のなかで、芝塚古墳は高安古墳群内の北部に位置し、古墳の規模は高安古墳群の中では比較的

大きい部類に属する。なお、芝塚古墳の北西1.2km一帯には、西の山古墳 (前期末葉)・ 花岡山

古墳 (中期初頭)・ Jい合寺山古墳 (中期前葉)・ 鏡塚古墳 (中期後棄)お よび後期前葉の愛宕塚

古墳を含めて累積的な形成を示す楽音寺 。大竹古墳群がある他、南 l km一帯は高安古墳のなか

でも最も古墳の密集が顕著な山畑地区・服部川地区がある。

調査概要

①調査前および第 1次調査

調査前の状況は、里道が墳丘を縦断する形で伸びており、墳頂部には柿の木の大木が存在し

ていた。墳丘は東部を除いて著しい削平を受けており、墳丘北部・西部および墳頂部で石材の

一部が露頭していた。第 1次調査の結果、墳頂部で一部露頭していた石材は2石あることが確

認され、玄室部の天丼石と判明したが、 2石とも原位置から西側へずれていたb北部および西

部で露頭していた石材も、北部が奥壁、西部が西側壁を石材であることが確認された。さらに、

羨道の天丼石および西側壁上部の壁石は抜き取 られていた。

②第 2次調査

1)石室内部の状況

石室は両袖式の横穴式石室で、南西に開回している。石室内には土砂が全体に堆積していた。

これらの土砂を約 lm掘 り下げたところ、平安時代後期～鎌倉時代前期に比定される土器類が

多量に出土した。さらに、20cm前後掘り下げた時点で石棺の蓋石の一部がみつかり、周囲を掘

り進めた結果、玄室の奥で 1棺 (石棺 I)、 さらに石棺 Iの南で 2棺 (石棺 Ⅱ・石棺Ⅲ)が並

列に並んで置かれていた。

2)石室の規模と石棺

石室は全長91mを測る。各部の数値は、玄室長 5m・ 奥壁幅2.lm・ 玄門幅2.2m。 奥壁高2.4

m・ 羨道長4.lm・ 羨門幅14mを測る。
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11・ 12 芝塚古墳

石室に使用している石材は、芝塚古墳の東方で産出する花南岩が使用されている。玄室と羨

道の石材の積み方は、基底部にやや大形の石材を横位に用い、上部にはそれよりはやや小振の

石材を 3段に積み上げている。奥壁は大形の石材を横位に2段積んでいる。玄門部の左右の袖

石には、大形の石材を縦位に用いている。玄門部から羨道へ15m地点一帯には、人頭大の石

墳丘及び周辺地形図
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11・ 12 芝塚古墳

0           2m

石室内実測図
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11・ 12 芝塚古墳

材が散乱 しており、閉塞石に使用された石材と推定される。なお、石棺 Iの東部 。南部および

石棺Ⅲの東部の床面には、人頭大の石材が石棺の輪郭に沿って置かれている。その部分から、

東壁の間および羨道には拳大の石材が置かれていた。

石棺は、玄室奥の西側壁付近に石棺 I(長 さ2m・ 幅 1～ 1.lm・ 高さ075m、 底石 4枚 。

側石 2枚・小日石 2枚・ 蓋石 3枚―縄掛突起 7個 。封石 2個 )、 石棺 Iの南西部 に石棺 Ⅱ (長

さ18m・ 幅0.8m。 高さ0,4m、 底石 6枚 。側石 6枚・小日石 2枚・蓋石 5枚 )、 さらに石棺 Ⅱ

の東に並んで石棺Ⅲ (長さ1.8m。 幅0.8m。 高さ0.6m、 底石 4枚・ 側石 4枚 。小口石 2枚・ 蓋

石 4枚)が納められていた。 3棺ともに組合式家形石棺で、盗掘を受けており、蓋石は外され、

一部は割 られていた。調査時点では土砂や蓋石の一部が内部に落ち込んで石棺内部全体に堆積

していた。なお、石棺 I。 石棺Ⅱには赤色顔料が塗布されていた。

3)出土遺物

遺物は、石棺内からは極少量の骨片が出土 した他、石棺 I・ 石棺Ⅲで鉄製品が各 2点、石棺

Ⅱで銀環 1点、須恵器器台の破片が 2点出土 した。棺外遺物 は、石棺 Iと 奥壁 との間で19点

(う ち須恵器18点)の ほか馬具 (鉄具)2点、石棺 Iの東側で直刀 2点と須恵器蓋 1点が出土

したЬさらに、石棺Πの南側 (玄門の西隅)で須恵器杯蓋 1点 と鉄製品 1点、石棺Ⅲの南側

(羨道)で須恵器杯身 1点、玄門の東隅付近で須恵器の台付壺 2点と土師器高杯 1点、石棺 Ⅱ

と石棺Ⅲの間で須恵器杯身 1点・鉄製品 1点が出土 した。なお、石棺 Iの東側で検出した直刀

の柄頭・ 鍔にはX線撮影の結果、亀甲繋花文・ 鳳凰文・ 心葉文が銀象嵌されていることが判明

した。また、これら古墳時代後期に比定される遺物以外に、石室の上部付近からは、平安時代

後期から鎌倉時代前期の瓦器椀・ 瓦器小皿、土師器小皿・土釜・ 灰釉四耳壷の土器類ほか、貝

や獣骨等が出土 している。

まとめ

今回の芝塚古墳の調査で判明したことは以下の通 りである。

1、 芝塚古墳は 6世紀の後半に造営され、 7世紀中葉までに 3人を葬った古墳であること。

2、 石棺の置かれた)隕 は、石棺 I→石棺Ⅱ→石棺Ⅲの順であること。

3、 石室内に 3つ の石棺が納められている事例は、大阪府下ではこの時期のものとしては初

めてで、近隣の府県では奈良県桜井市の狐塚古墳について 2例 目であること。

4、 石棺に使用された石材の産出地は、石棺 Iが竜山石 (兵庫県高砂市)、 石棺 Ⅱ・ 石棺Ⅲ

が凝灰岩 (大阪府太子町の二上山牡丹洞および付近)であること。

5、 石室内の上部 (床面からlm程埋まった)か ら平安時代後期から鎌倉時代前期に比定さ

れる土器類が多量に出土 しており、この時期、石室内の出入 りが自由にされていたよう

であること。
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11・ 12 芝塚古墳
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芝塚古墳

２３

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

４

Ｓ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

Ｓ ２

０

山
山
山
山
【
中
山
山
―

中
【
　

　

　

　

・・
・，
，，ｉ

“
】
“

母

Ｉ
Ｏ

衿

ユ

Ｓ

「・‐【思

‐，【【

―

中，‐中

∩
側
Ｈ
Ｕ
ｉｌ

―

ド
い
¨

‐４

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

Ｓ

中山山脱

】
一・
　

　

　

・‐，伸

Ａ

口

Ｍ

ｈ

Ｍ

ｉｌ

甘

廿

＝一圏

Ｓ

中
【
『子

９

‐
十

七
ｎ
ｍ
＝
〕
口
Ｖ

山
【
‐．

【
”
”

20 crn

-6-‐
S31



1鰯
k―

●1転

う
.式

|

ギ穂,

顧 ||

石室内石棺検出状況 (南 から)

石棺内完掘状況 (南から)



石棺除去後 (南 から)

玄室北東隅遺物出土状況 (東 から)
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13 恩智遺跡

おん ぢ

13 恩智遺跡 (第 2次調査)

調 査 地 八尾市恩智北町 1丁 目59-60

調査期間 昭和63年 8月 29日 ～昭和63年 9月 1日

調査面積 100∬

はじめに

今回の発掘調査は共同住宅建設に伴うもので、

当調査研究会が恩智遺跡内で実施 した発掘調査

の第 2次調査にあたる。

当遺跡は、生駒山地西麓に形成された扇状地

末端から河内低平地にかけて広がる縄文時代前
        憂!層 霙と細砂混粘土

期から鎌倉時代に至る複合遺跡で、現在の行政      第3層 暗茶掲色細砂混粘土

区画では八尾市恩THH北町 。恩智中町・恩智南町       憂:層 褒
g謎砂

第6層 茶掲色粗砂

第7層 灰青色粘質シル ト

当遺跡は、大正 6年 (1917)7月 に京都帝国      第8層 灰青色細砂混粘土

第9層 暗灰色細砂混粘土

大学考古学研究室により実施された発掘調査で      第10層 暗灰色粗砂混粘土

一帯に所在 している。

確認された遺跡で、以後、数次にわたる調査が

実施され、恩智遺跡が旧石器時代～古墳時代中

期に至る複合遺跡であること

が半J明 している。

今回の調査地は、昭和60年

に当調査研究会が実施 した第

1次調査地の東に隣接 してい

る。

調査概要

調査に際しては、八尾市教

育委員会の指示書に基づき、

第 1調査区～第 3調査区は現

地表下1.5mま で機械によ り

掘削 した後、以下基礎杭部 8

860m

基本層序模式図

1

4

6

7

‐ ０

一

回  回  T

0          1om
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13 恩智遺跡

箇所 (第 1グ リッド～第 8グ リッド)について人力掘削を実施し、遺構・遺物の検出に努めた。

調査の結果、各グリッドの現地表下1.94～238m(標高8.44～8.Om)付近に存在する第 9層

暗灰色細砂混粘土層から弥生時代中期から古墳時代中期に至る遺物が出土したが、その直下の

第10層暗灰色粗砂混粘土層上面においては遺構が検出されなかった。

まとめ

今回の調査では明確な遺構は検出されなかったものの、弥生時代中期から古墳時代中期に至ィ

る遺物を含む土層が調査地全域に広がっていることが確認された。この時代の遺構は当調査地

の東側で恩智川改修工事に伴って実施された調査および当調査地の東に隣接した地点で実施し
註 1

た調査 (第 1次調査)で検出されていることから、これらの地点と有機的な関係を持つものと
再L2

推定で きよ う。                '

註 1 瓜生堂遺跡調査会 『恩智遺跡 I・ I』  1980

瓜生堂遺跡調査会 『恩智遣跡Ⅲ』 1981                    ` く

註2 働八尾市文化財調査研究会 「昭和60年度事業概要報告-1恩智遺跡 (第 1次調査)」『⑪八尾市文化財調査研究

会報告 9』  1986
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第 1ク リッ ド (西 から)

第 3ク リッド (南 から)

一 H3-

13 恩智遺跡

第 2ク リッド

第 4グ リッド (南 から)



第7グ リッド (南から)

―-114-―

第 8グ リッド (南 から)



14 恩智遺跡

14 恩智遺跡 (第 3次調査)

調 査 地 八尾市恩智1045外 6筆

調査期間 昭和63年 11月 7日 ～昭和63年 11月 17日

調査面積 48だ

はじめに

今回の発掘調査は浄化槽建設工事に伴うもので、当調査研究会が恩智遺跡内で実施 した発掘

調査の第 3次調査にあたる。

今回の調査地点は、恩智遺跡推定範囲の東端に位置 し、地形的には生駒山地西麓裾部の標高

50m前後の丘陵地帯にあたる。また、調査地点一帯は高安古墳群の南部地域にあたり、昭和60

年度には当調査地の北側約400mの地点で、八尾市教育委員会によって古墳時代終末期に比定

される 3基 の古墳の調査が実施されている。

阻
国ヽ

密

´

調査地周辺図
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14 恩智遺跡

調査概要

調査に際 しては、八尾市教育委員会の指示書に基づき、現地下07mま で人力で掘削を行 っ

た。その結果、現地表下0.7m前後に存在する黄褐色砂礫土層上面で古墳時代後期に比定され

る土器棺墓 1基を検出した。土器棺墓は、上面の形状が楕円形を呈する掘方 (東西0.8m・ 南

北065m・ 深さ0,lm)に土師器羽釜の回縁部を西に向け寝かせた状態で埋葬されていた。内

部からは遺物は出土 しなかった。また、遺構に伴わないものの、上層からは弥生時代後期の高

杯・古墳時代後期の埴輪片が出土 している。

まとめ

今回の調査では、黄褐色砂礫土層 (地山)上面で古墳時代後期の上器棺墓が検出された。調

査地点一帯に前述 したように高安古墳群の一角にあたり、調査においても埴輪片が多数検出さ

れていることから、今回検出した土器棺墓も古墳に近接 して存在 していた可含旨l■が高い。また、

上層からは弥生時代後期の遺物が出土 しており、調査地周辺に集落が存在 していたことが示唆

できよう。

検出遺構平面図
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14 恩智遺跡

＼

酔

調査区全景 (東から)
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15 老原遺跡

おいはら

15 老原遺跡 (第 3次調査)

調 査 地 八尾市東老原 1丁 目42-1

ヤ調査期間 昭和63年 10月 27日 ～昭和63年 11月 16日

調査面積 320∬

はじめに

今回の発掘調査は共同住宅建設に伴うもので、当調査研究会が老原遺跡内で実施 した発掘調

査の第 3次調査にあたる。

当遺跡は旧大和川の主流である長瀬川の左岸に位置 しており、現在の行政区画では老原 1丁

目・ 2丁 目・東老原 1丁 目にあたる。

Ⅷ ‖

鼻_MIこと
子――――迷―――_

"~~~~~~―

― ―

ー

調査地周辺図
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15 老原遺跡

当遺跡内では、昭和56年度に八尾市教育委員会が東老原 1丁 目で発掘調査を実施 しており、

古墳時代後期と鎌倉時代の遺構 。遺物を検出している。さらに、昭和60年 には当調査研究会が

東老原 2丁 目46(第 1次調査)、 東老原 1丁 目11(第 2次調査)で発掘調査を実施 している。

その結果、古墳時代後期と鎌倉時代の水田・ 鎌倉時代前期～後期の集落跡を検出している。

今回の調査地は、八尾市教育委員会が昭和56年度に実施 した調査地の南側に隣接 している。

調査概要

調査は、共同住宅および浄化槽の建設予定地の 2ケ 所で、前者を南調査区 (300∬ )後者を

北調査区 (20r)と 呼称 した。掘削方法については、現地表下1.2m前後迄は機械で掘削を行

い、以下0,3～ 0.4mについては入力による掘削を実施 した。その結果、南調査区では現地表下

1.5～ 17m前後に存在する第 5層上面で鎌倉時代前期に比定される溝 4条 (SD-1～ SD―

4)を検出した。北調査区では南調査区と同様第 5層上面を調査対象としたが遺構は検出され

なかった。遺物は第 3層および第 4層から古墳時代後期から鎌倉時代前期に比定される土器の

小破片が南調査区・ 北調査区を含めてコンテナ箱 1箱程度出土 した。

基本層序

調査区で普遍的にみられた 6層を基本層序とした。

第 0層 盛土。層厚60～ 70cm。

第 1層 旧耕土。暗灰色砂質土。層厚10～ 20cm。

第 2層 淡灰茶色。微砂・細砂。層厚20～30飢。酸化鉄の斑点が顕著。

第 3層 淡灰色～淡灰茶色。粘質・ シル ト。層厚15

～90cm。 酸化鉄 。マンガンが斑点状に付着し

ている。古墳時代後期～鎌倉時代前期に比定

される土器の小破片を少量含む。

第 4層 灰色。シルト・粘質土。層厚10～ 30cm。 酸

化鉄 。マンガンが斑点に付着している。古墳

時代後期～鎌倉時代前期に比定される土器の

小破片を少量含む。

第 5層 灰色～暗青灰色。シルト・粘土。層厚40～

50cm。 酸化鉄が斑点状に付着している。この

土層上面を調査面とした。

0盛 土

1 暗灰色 砂質

2淡灰茶色 微砂・ 細砂

3淡灰～淡灰茶色 粘質土・ シル ト

4灰 色     シル ト・粘質土

5灰色～暗青灰色 シル ト・粘土

基本層序模式図

105m

調査面

0

1

3

4
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15 老原遺跡
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15 老原遺跡

検出遺構

溝 (SD)

4条 (SD-1～ SD-4)を 検出した。すべて、東西方向に伸びるもので 4条 ともに幅・

深さの数値が近似 していることや、内部堆積土層が一様に淡灰色茶色微砂と淡灰色微砂の互層

であることから、溝の性格としては鋤溝が考えられる。なお、SD-2・ 3・ 4か らは鎌倉時

代前期に比定される瓦器椀の小破片が極少量出土 している。

SD-1

東西方向に直線的に伸びるもので、検出長16.2nを 測る。幅0.2～ 0.4n・ 深さ004m前後を

測る。

SD-2

SD-1の 北へ約0.8～ 1.Om隔ててほぼ平行に伸びるもので検出長18.lmを 測 る。幅0.35～

07m・ 深さ0.04m前後を測る。

SD-3

SD-2の 北側約1.Omで検出したもので、検出長9,8mを測る。幅0.35～ 0.5m・ 深さ0,05m

前後を測る。

SD-4

SD-3の 北側約1.8mを 隔ててほぼ平行に伸びるもので、検出長5.4mを測る。幅0.4m・ 深

さ0.03m前後を測る。

まとめ

今回の調査では、当調査地が昭和56年度に八尾市教育委員会が実施 した調査地の南側に隣接
註 1

しているため、既往調査で検出した鎌倉時代初頭および古墳時代後期の遺構の南側への広がり

を追求することを主目的に調査を実施した。調査の結果、鎌倉時代前期の溝 4条を検出したの

みで、古墳時代後期に比定される遺構の存在は認められなかった。

註 l ⑪八尾文化財調査研究会「老原遺跡発掘調査概要報告J『八尾市埋蔵文化財発掘調査概報1980。 1981年 度』 ⑪

八尾市文化財調査研究会報告 2 1983
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15 老原遺跡
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15 老原遺跡

包含層

出土遺物観察表

遺物番
=

器 種
法量 口径
(cl l)器高 成 形 ・ 調 整 技 法 色   調 胎  土 焼 成 備   考

1 須恵器

杯蓋

138
31

陵 径 126

マキアゲ、 ミズビキ成形。天丼部外面稜端

から0 5cn以上は回転ヘラケズリ。他は回転

ナデ。ロクロ回転左方向。

淡灰色 やや粗

長石 (01
～0 5Ha)を

多量に含む

堅撤 1/4

2 須恵器

杯身

132
34

受部径 156

森,脅 a9

マキアゲ、 ミズビキ成形。体部外面受端部

から1 7 clll以下は回転ヘラケズリ。他は回転

ナデ。ロクロ回転左方向。

淡灰色 やや粗 堅緻 1/4

3 須恵器

杯身

102
35

受部径 124

赤,自 α9

マキアゲ、ミズビキ成形。体部外面受端部

から0 8 cll以 下は回転ヘラケズリ。他は回転

ナデ。ロクロ回転左方向。

淡 灰 色

;

淡灰青色

やや粗 堅緻 1/4

須恵器

高杯 氏 径 72

マキアゲ、ミズビキ成形。脚部内外面回転

ナデ。脚部内外面の一部に粘土接合痕遺存。

淡灰色 密 堅級 脚台部のみ

土師器

杯

114
30

手づくね成形。口縁部内外面ヨコナデ。体

部内外面に指頭圧痕遺存。体部内面は弱いナ

デ。底部付近に長径 0 7 cllの 円孔を焼成前に

穿つ。

灰茶褐色 やや粗

長石・石英

(01～ 05
11m)を含む。

!良好 1/2

土師器

小皿

88
13

手づくね成形。日縁部内外面ヨコナデ。体

部内外面ナデ。

淡灰茶色 密 良好 1/4

7 瓦器

椀 喜台径 62
罰台高 08

高台部ヨコナデ。他はナデ。体部外面に指

頭圧痕遺存。体部内面および見込み部は密な

ヘラミガキ。

灰黒色

;

淡灰色

やや糧 良好 底部1/2

瓦器

椀 罰台径 63
喜台高 06

底部内外面ナデ。高台部ヨコナデ。体部内

外面の一部に密なヘラミガキが認められる。

黒灰色

;

灰白色

精良 良 好 底部 1/2

瓦器

小皿

95
19

口縁部内外面ヨコナデ。体部内外面ナデ。

底部外面の一部にヘラケズリが認められる。

見込み部に平行線状ヘラミガキ。

灰黒色

Ⅲ

淡灰色

精 良 良好
1/2以上

磁器

碗 霊台径 72
ヨ台高 09

マキアゲ、ミズビキ成形。高台部は削り出

しによる成形。体部内外面回転ナデ。底部内

面に茶溜りの凹線が廻る。高台部は露台。

釉色 灰 臼

色

磁胎 白灰

色

密 堅緻 景徳鎮系

白磁

底部2/3

土師器

甕

22 7 マキアゲ成形。日縁部内外面ヨコナデ。体

部内外面ヨコナデ。

淡茶褐色 やや粗 良好 口縁部1/O

須恵器

鉢

30 0 マキアゲ、 ミズビキ成形。日縁部内外面ヨ

ヨナデ。体部内外面回転ナデ。

暗灰色

`灰白色

密 堅 緻 東播系
1/O

-123-



北調査区全景 (西 から)

羽聾
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南調査区全景 (東 から)
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16 老原遺跡

16 老原遺跡 (第 4次調査)

調 査 地 八尾市東老原 1丁 目

調査期間 平成元年 2月 14日 ～平成元年 3月 1日

調査面積 40言

はじめに

今回の発掘調査は下水道布設工事に伴うもので、当調査研究会が老原遺跡内で実施 した発掘

調査の第 4次調査にあたる。今回の調査地は、昭和60年度に当調査研究会が実施 した第 2調

亀弊
の第 3調査区の北西約160mに所在 している。 なお、調査地点の西側50mの地点は通称

「五条の宮」と呼ばれており、その付近から奈良時代後期の軒丸瓦や土師器 。瓦器椀片が出土

したことが報告されている。

調査概要

調査地は、下水道の発進竪坑部分にある。掘削方法は、現地表下04mま では機械で行いく

以下1.Omに ついては人力掘削を行った。

その結果、現地表下0.7m前後に存在する第 6層上面 (標高10m)で、鎌倉時代の土坑 2基

(SK-201・ 202)、 溝 1条 (SD-201)、 小穴 (SP-201)を検出した (第 2調査面)。 さら

に0.2～ 0.3m下部に存在する第 7層上面 (標高9,7～ 9.8m)で、平安時代末期の溝 2条 (SD―

101・ 102)を検出した (第 1調査面)。

1000m

900m

1 暗灰黒色粘土 (耕上)

2灰茶色細砂混粘土(床土)

3灰茶色粘土

4灰茶色シル ト混粘土

5灰茶色粗砂混粘土 (礫少量含む)

(鎌倉時代後期～近世包含層)

6淡灰褐色シル ト混粘上

7灰責色シル ト～細砂混粘土

8茶灰色粗砂

9淡灰色細砂

10灰色微砂

11茶灰色粘土

基本層序模式図
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16 老原遺跡

基本層序

比較的安定 した土層の堆積状況であった。 ここでは、普遍的に存在 した11層 を基本層序とし

た。なお、第 1調査面の調査終了後、下層を確認する目的で約15mま で掘削を行 った結果、

第 8層～第10層 の砂層内から古墳時代前期～奈良時代に比定される遺物が出土 している。

検出遺構

第 1調査面

溝 (SD)

SD-101

調査地のほぼ中央を南北方向に伸びる。検出長66m・ 幅1,3～ 2.lm・ 深さ025mを測る。内

部堆積土は淡灰茶色粘土層の単一層である。内部からは平安時代末期の瓦器椀・小皿、土師器

小皿 。中皿・土釜、木製品 (板塔婆)が出土 している。

SD-102

調査地内の南東部で検出した。検出長19m・ 幅08～ 0,9m・ 深さ01mを 測 る。内部堆積土

は灰色粘土の単一層である。溝内からは瓦器、土師器の細片が少量出土 している①

第 2調査面

上坑 (SK)

SK-201

調査地の東側で検出した。上面の形状は南北方向に長い隅丸の長方形を呈する。東西幅145

m・ 南北幅23m・ 深さ0.lmを測る。内部堆積土は灰茶色粗砂混粘土の単一層である。内部か

ら土師器、瓦器の小破片が少量出上 している。

SK-202

調査地の北東側で検出し

た。北部が調査区外のため

全容は不明である。内部堆

積土は暗茶褐色礫混粘土の

単一層である。内部からは

土師器、瓦器の小破片が少

量出土 している。

溝 (SD)

SD-201

調査区の西部を南東―北

西方向に伸びるもので、検

r、
1ミ

-126-
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16 老原遺跡

出長6.2m・ 幅16m以上・深さ0.25mを 測る。内部堆積土層は、上層から灰茶色粗砂混粘土・

灰色細砂混粘土・茶灰色微砂混粘上である。内部から土師器、瓦器の小破片が少量出土してい

る。

/1ヽ穴 (SP)

SP-201

調査地の北東部で検出した。上面の形状は円形を呈する。径0.3m・ 深さ0.12mを 測る。内

部堆積土は灰色細砂混粘上の単一層である。内部から平瓦片が 1点出土している。

まとめ

今回の調査では、平安時代末期と鎌倉時代後期の遺構を検出した。同時期の遺構は第 2次調

査地で検出されている他、第 2次調査地の南側で昭和56年度に市教委が実施された調査地でも
註 2

鎌倉時代前期の遺構が検出されており、この時期の集落がさらに北側へ広がっていることが明

らかとなった。

註 1 働八尾市文化財調査研究会  「 I老原遺跡 (第 2次調査)」『八尾市埋蔵文化財発掘調査概要 昭和61年度』 働

八尾市文化財調査研究会報告13 1987

註 2 側八尾市文化財調査研究会  「老原遺跡発掘調査概要報告」『八尾市埋蔵文化財発掘調査概報1980。 1981年 度』

側八尾市文化財調査研究会報告 2 1983

検出遺構平面図
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第 2調査面全景 (北 から)



17 田井中遺跡

17 田井中遺跡 (第 7次調査)

調 査 地 八尾市空港 1丁 目81

調査期間 昭和63年 5月 30日 ～昭和63年 6月 16日

調査面積 25∬

1 第 3次調査地

周翻タ
が
Ｆ貯
，ヽ第５で
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17 田井中遺跡

は じめに

今回の発掘調査は通信鉄塔建設に伴うもので、当調査研究会が田井中遺跡内で実施した発掘

調査の第 7次調査にあたる。

当遺跡は、旧大和川の主流であった長瀬川左岸一帯に広がる低平地に位置しており、現在の

行政区画では田井中 1～ 2・ 4丁目、志紀町西 2・ 3丁目、空港 1丁 目一帯にあたる。

当遺跡および北側に隣接する志紀遺跡内では、昭和57年度以降当調査研究会および大阪府教

育委員会により昭和62年度末までに、 8次 (府教委 2次、当調査研究会 6次)にわたる発掘調

査が実施されてきた。これらの調査地点は遺跡推定範囲内の北東部と南西部に集中しており、

北東部では特に弥生時代中期から平安時代に至る時期の水田遺構が重層的に検出されている。

一方、南西部ではこれまでに当調査研究会が 3次 (第 1次・第 2次・第 3次)にわたる発掘調
註 1  註 2  註 3

査を陸上自衛隊八尾駐屯地内で実施している。その結果、弥生時代前期～後期・古墳時代中期

の遺構 。遺物が検出されている。今回の調査地点は当調査研究会が昭和62年度に実施した第 5

次調査の第 1調査区から南東約80mに位置する。

調査概要

通信鉄塔建設予定地に東西 9m× 南北1lmの調査区を設定した。調査に際しては、現地表下

21m前後までを機械で掘削し、以下の各層は入力による掘削を行い遺構・遺物の検出に努め

た。その結果、現地表下2.5m(標高8,7m)前後に存在する灰青色シル ト土層上面で弥生時代

前期の溝 2条と古墳時代前期 (布留式期)の土坑 1基を検出した。

まとめ

今回の調査では、弥生時代前期と古墳時代前期 (布留式期)の遺構を検出した。当調査地の

周辺ではこれまでに3次 (第 1次・第 2次・第 5次)にわたる調査を実施しており、弥生時代

前期 (第 5次)。 弥生時代中期 (第 2次・第 5次 )・ 弥生時代後期 (第 5次 )、 古墳時代中期

(第 2次)の遺構が検出されている。今回の調査で新たに古墳時代前期 (布留式期)の遺構が

検出されたことから、当調査地周辺では弥生時代前期から古墳時代中期に至るまで継続して集

落が営まれていたことが明らかになった。

Cll八尾市文化財調査研究会「田井中遺跡 :陸上自衛隊八尾駐屯地内浴場増築に伴う発掘調査概要J『昭和57年度

における埋蔵文化財発掘調査』 1983

①八尾市文化財調査研究会「田井中遺跡 (第 2次調査)」『昭和57年度事業概要報告』 lell八 尾市文化財調査研究

会報告 7 1985

①八尾市文化財調査研究会「田井中遺跡 (第 5次調査)」『八尾市文化財調査研究会年報 昭和62年度』 Ctl八 尾

市文化財調査研究会報告16 1988

註 1

註 2

註 3
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調査区全景 (北 から)

SK-1 検出状況 (東 から)
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18 田井中遺跡

た いなか

18 田井中遺跡 (第 8次調査)

調 査 地 八尾市志紀町西 3丁目

調査期間 昭和63年 10月 1日 ～平成元年 2月 20日

調査面積 996∬

はじめに

今回の発掘調査は、近畿財務局の宿舎建設に伴 うもので、当調査研究会が田井中遺跡内で実

施 した発掘調査の第 8次調査にあたる。

今回の調査地点である田井中遺跡の北東部一帯ではヽ近畿財務局の宿舎建設に伴って昭和60

年度以降当調査研究会が 3次 (第 3次 。第 4次 。第 6次)にわたる調査を実施 してきた。その
註 3

結果、古墳時代後期 。鎌倉時代に比定される水田遺構を検出している。

今回の調査地点は第 3次調査の第 1・ 第 2調査区の北側に隣接している。

調査概要

宿舎建設予定地にあわせて、東西83m・ 南北12mの トレンチを設定した。なお、当調査地一

帯では、昭和60年度から継続的に発掘調査を実施 しており、昭和60年度 (第 3次調査―第 1調

査区～第 3調査区)、 昭和61年度 (第 4次調査―第 4調査区 。第 5調査区)、 昭和62年度 (第 6

次調査―第 6調査区)と の関係から、今回の調査地を第 7調査区と呼称した。

掘削に際しては、現地表下約1.5～ 2.Omま でを機械で掘削し、以下2.0～ 2.5mを 人力で掘削

した。なお、調査はオープンカットエ法で壁面の勾配を充分にとったため、最終調査面は東西

約60m、 南北 1～1.5m程度となった。調査の結果、水田遺構 (4時期)・ 集落遺構 (1時期)

を検出した。

第 1調査面

現地表下1.7～ 21m(標高10.1～10.3m)付近に堆積する青灰色粘土上面で、水田 3筆・畦

畔 2条を検出した。 2条の畦畔はほぼ南北に伸びており、それらで区画されている水田は東西

幅約10mの規模を有する。水田直上に堆積する砂層からは、土師器・須恵器・瓦器・白磁碗等

の摩耗をうけた細片が少量出土している。内でも所属時期が明確で最も新 しいものは13世紀代

の白磁碗である。

第 2調査面

現地表下2.3～ 2.8m(標高9,3～9,8m)付近に堆積する暗赤褐色粘土上面で、水田13筆大畦

畔 6条、小畦畔 8条を検出した (水田Π)。 畦畔の方向は、概ね南西―北東・北西―南東方向

―-132-―



18 田井中遺跡

である。大畦畔 は水田の床土 と同質の砂を主 とす る土を何層 にも重ねて構築 されており、水田

上面との比高差は20～30cm程度を測る。小畦畔は床土を削り出してつくられている。水日 (水

尻)は 3箇所で確認した。なお、大畦畔は幅 5m以上もある大規模なもので、内部から須恵器

壺・配・土師器杯 。壺が出土しており、その出土状況から構築の際の祭祀に伴う遺物の可能性

が高い。遺物の所属時期は概ね 6世紀後半に比定できよう。水田上面に堆積するシルト～砂層

からは、所属時期を決定づける出土遺物はなかった。

第 3調査面

現地表下2.8～ 3.4m(標高8.8～9.3m)付近に堆積する紫褐色粘土上面で水田13筆 。大畦畔

3条 。小畦畔 9条・溝 1条を検出した (水田Ⅲ)。 畦畔の方向は、第 2調査面で検出した水田

Ⅱと同様、南西―北東 。北西―南西方向に構築されている。構築方法は、大畦畔は盛り上げて、

小畦畔は削り出している。所属時期を決定づける出土遺物はなかった。

第 4調査面

現地表下3.2～3.4m(標高82～ 8.8m)付近に堆積する黄褐色粗砂上面で、小穴 8個・ 溝 1

条を検出した。小穴は、主に中央部に点在しており、径0.2～ 0,8m・ 深さ0,05～ 0.lm程度のも

のである。内部堆積土は茶褐色粘土で、遺物は出土しなかった。溝は東端で検出した。南東―

北東に伸びるもので、幅 6～ 7m・ 深さ01～ 0.2mを測る。内部堆積土は灰色粘土で遺物は出

土しなかった。この遺構面の上層には、 5世紀代までの土師器の細片が堆積している。

第 5調査面

現地表下3.6～3.8m(標高8.2～ 8.5m)付近に堆積する灰緑色粘土上面で、水田 7筆・畦畔

6条を検出した (水田Ⅳ)。 水田Π・水田Ⅲとほぼ同一の方向に構築されており、畦畔は水田

Ⅱ・水田Ⅲに比して規模は大きい。上面に堆積する粗砂からは、弥生時代中期～古墳時代初頭

(庄内式期)にかけての土器 。石器などが出土 している。

まとめ

今回の調査では4時期の水田 (水田 I～水田Ⅳ)お よび集落跡を検出した。当調査地一帯で

は昭和60年度以降、大阪府教育委員会、当調査研究会により数次にわたる調査が実施され、当

調査と同様水田遺構が重層蜘に検出されている。ここでは、これらの調査結果をもとにして今

回の調査で検出した各水田の構築・廃絶時期を整理する。

水田Ⅳは構築時期は明確でないものの、廃絶時期は庄内式期の中の一時期と推定される。そ

の後、古墳時代前期末～中期初頭には集落として開発され中期まで存続したものと考えられるЬ

古墳時代中期以降は、再び大畦畔を伴う水田 (水田Ⅲ)と なっていたょうである。水田Ⅲは、

その後洪水等により埋没するが、古墳時代後期には水田Ⅳを踏襲する形で水田Ⅱが構築されて

いる。水田Ⅱの廃絶時期は明確でないが、その後平安時代後期に水田 Iが構築される間に、シ
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卜～微砂が0.3～ 0.6m堆積しておりヽ この間は未耕地であったようである。

註
　
　
註
　
　
註

働八尾市文化財調査研究会

報告 7 1985

⑪八尾市文化財調査研究会

報告 4 1987

側八尾市文化財調査研究会

市文化財調査研究会報告16

「田井中遺跡 (第 3次調査)J『昭和60年度事業概要報告』Oll八 尾市文化財調査研究会

「田井中遺跡 (第 4次調査)J『昭和61年度事業概要報告』121八 尾市文化財調査研究会

「田井中遺跡 (第 6次調査)」『八尾市文化財調査研究会年報 昭和62年度』 働八尾

1988
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第 1面 検出状況 (東 から)



第 2面 検出状況 (東 から)

t8 田井中遺跡

第 3面 検出状況 (東 から)

こヽ　　
／

第 4面 検出状況 (東 から) 第 5面 検出状況 (東 から)
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19 跡部遺跡

あと ベ

19 跡部遺跡 (第 4次調査)

調 査 地 八尾市跡部本町 1丁 目4-1・ 4-2

調査期間 昭和63年 10月 1日 ～昭和63年 10月 22日

調査面積 300∬

陛 坦

調査地周辺図

周辺の発掘調査と覧表

―-136-

番 号 調 査 主 体 調 査 地 調 査 期 間 文 献 発  行

1 八 尾 市教 育委 員会 春 日 町 1-57 56年 11/9～ 11/19
八尾TF埋蔵文化財発孤調査概報
1980・ 1981年度 :(財)報告 2

1983  3

当調査研究会 (第 1次) 跡部本町 1-3 57年 10/1～ 10/5 昭和57年度における埋蔵文化財発掘
調査一その結果と概要

1983  3

3 同    上 (第 2次 ) 跡部本町 2-46 59年 3/1～ 3/31 昭和58年度事業概要報告 :(財)報
告 5

1984  3

八 尾 市教 育委 員会 跡部本町2-4コ 59年 5/10～ 5/22 八尾市内遺跡昭和59年度発掘調査報
告書 :市教季報告H 1985  3

5 同 上 安 中 町 3-52 59年 6/18～ 7/2 同 上 1985  3

当調査研究会 (第 3次 ) 安中町 3-26他 62年 4/6～ 5/18 八尾市文化財調査研究会年報昭和62
年慮 :(財 )報告 16



19 跡部遺跡

はじめに

今回の発掘調査は、共同住宅建設に伴 うもので、当調査研究会が跡部遺跡内で実施 した発掘

調査の第 4次調査にあたる。

当遺跡は、旧大和川の主流である長瀬川から旧平野川が分流する地点以西の両河川に狭まれ

た扇状地性低地に位置する。現在の行政区画では跡部本町・ 太子堂・春日町・渕 II町 にあたる。

なお、遺跡推定範囲の東部には渋川廃寺 (飛鳥時代)の推定地が含まれている。

当遺跡内では、昭和57年度以降 5次 (八尾市教育委員会 2次、当調査研究会 3次)にわたる

発掘調査が実施されており、弥生時代前期～後期・古墳時代前期・平安時代～鎌倉時代の遺構・

遺物が検出されている。今回の調査地は、当調査研究会が昭和57年度に実施 した第 1次調査地

の西側に隣接 している。

調査概要

調査に際 しては、八尾市教育委員会の指示に基づき、現地表下2.lmま での上層を機械で掘

削 し、以下の各層は人力により掘削を実施 した。調査の結果、現地表下2.25m(標高6.9m)

付近に存在する第 9層青灰色シル ト層上面で古墳時代前期の上坑 9基 (SK-1～ SK-9)・

溝 2条 (SD-1・ SD-2)を 検出した。

検出遺構

土坑 (SK)

SK-1

調査区の東部で検出した。上面の形状は東西方向に長い長方形を呈 し、東西幅1.65m。 南北

1lm、 深 さ015mを 測る。内部堆積土は暗灰

色ンル ト混粘土である。内部から土師器の小破

片が少量出上 している。

SK-2                900m

SK-1の 南側で検出した。上面の形状は東

西方向に長い楕円形を呈 し、東西幅1.45m。 南

北1.2m。 深さ0.25mを 測る。内部堆積土は暗

灰色シル ト混粘土である。内部から古墳時代前 800m

期の壷 。甕等が出土している。

SK-3

SK-1の 西側で検出した。上面の形状は東

西方向に長い楕円形を呈し、東西幅2.05m。 南
700m

北16m・ 深さ0.24mを 測る。内部堆積土は暗

第 1層 盛土

第2層 灰色猫土

第 3層 淡茶灰色細砂混粘土

第 4層 淡灰色粘土

第 5層 茶色シル ト混粘土

第 6層 茶褐色シル ト混粘土

第 7層 淡灰色微砂混粘土

第 8層 暗灰青色粘土

第 9層 青灰色シル ト

調査面

―-137-
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灰色シル ト混粘土である。遺物は出土 しなかった。

SK-4

SK-2の 西側で検出した。上面の形状は南北方向に長い楕円形を呈 し、東西幅1.2m・ 南

北1.4m・ 深さ03mを 測る。内部堆積土は上層から暗灰青色シル ト混粘土 。灰色シル ト混粘土、

暗灰色シル トである。遺物は出土 しなかった。

SK-5

SK-4の 西側で検出した。上面の形状は不定形を呈 し、東西幅0.9m・ 南北1.3m・ 深さ0.3

mを測る。内部堆積土は上層から暗灰青色ンル ト混粘土である。内部から土師器の細片が少量

出土 している。

SK-6

SK-5の 北側で検出した。上面の形状は不定形を呈 し、東西幅2.25m・ 南北33m・ 深さ0,2

mを測る。内部堆積土は上層から暗灰色シル ト混粘土、灰青色シル ト混粘土である。内部から

は古墳時代前期の甕の小破片が少量出土 している。

SK-7

SK-6の 東側で検出した。上面の形状は南北方向に長い楕円形を呈 し、東西幅0.75。 南北

検出遺構平面図
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19 跡部遺跡

0.8m・ 深さ0.32mを 測る。内部堆積土は上層から暗灰青色シル ト混粘土である。遺物は出土

しなかった。

SK-8

SK-6の 北側で検出した。上面の形状は南北方向に長い楕円形を呈し、東西幅0.88n。 南

北1.05m・ 深さ0.28mを測る。内部堆積土は暗灰青色シル ト混粘土である。遺物は出土しなかっ

SK-9

SD-1の 北側で検出した。上面の形状は南北方向に長い楕円形を呈 し、東西幅0,7m。 南

北0.8m・ 深さ015mを測る。内部堆積土は上層から暗灰青色 シル ト混粘土である。内部か ら

古墳時代前期の甕の小破片が少量出土 している。

溝 (SD)

SD-1

SK-9の 南側で検出した。南東―北西方向に伸びるもので、検出長10m。 幅04m・ 深さ0.

18mを測る。内部堆積土は灰色シル ト混粘土である。内部から土師器の細片が少量出土 してい

る。

SD-2

SD-1の 東側で検出した。南北方向に伸びる溝で、検出長 6m・ 幅0.35m・ 深さ0.16mを

測る。内部堆積土は灰色シル ト混粘土である。内部から古墳時代前期の甕の小破片が少量出土

している。

まとめ

今回の調査では、古墳時代前期の土坑 9基と溝 2条を検出した。当調査地周辺で当該期と同

時期に比定される方形周溝墓 1基が当調査地の東400mで実施された調査で検出されており、
註 1

当遺跡内における集落の動向を考えるうえで重要な資料と言えよう。一方、調査地の東で昭和

57年度に実施した第1次調査 (跡部本町1丁 目3)で は、弥生時代後期と古墳時代前期の遺物
詞E2

が検出されており、今後の調査例の増加を待ってこの時期の集落の拡がりを追求する必要があ

ろう。なお、第 1次調査で出土 した出土遺物 (包含層出土)については未報告であったため、

本書に合わせて掲載 した。

働八尾市文化財調査研究会  「第 6章 跡部遺跡発掘調査概要報告」『八尾市埋蔵文化財発掘調査慨要報告1980。

1981年度』 働八尾市文化財調査研究会報告 2 19838

働八尾市文化財調査研究会  『昭和57年度における埋蔵文化財発掘調査―その成果と概要―』 1983

註 1

副L2
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雹物番撮 器 種
伝量  日tC
(ca)器高 形 態 調 整 技 法 色   調 胎  土 焼 成 備  考

1 一霊 143
31 2

氏 径 31

やや突出ぎみの平底から体部は丸味をもつて

日縁部は上方へ立ち上ったのち外反する。端

部は丸い。日縁部内外面ナデ、体部内面ナデ

外面タタキロ、底部内外面ナデ。

淡灰茶色 やや粗 良好 SK-2

2 甕 165 「 く」の字に外反する口縁部。端面はくばむ。

日縁部内面ハケロ、外面ナデ。体部内面ヘラ

ケズリ、内面ハケロ。

淡黒灰色 良 良好 SK-2

3 甕 「く」の字に外反する日縁部。蜆郡はつま祉

げる。端面はくばむ。日縁部内外面ヨコナデて

体部内面ヘラケズリ。

淡灰茶色 良 良好 SK-6

4 甕 132 やや丸咆 ある体部から「ぐ」の字に折れ、外

上方へのびる口縁部に至る。端部は上方へつ

まみ上げる。日縁部内外面ヨコナデ、体部内

面ナデ、外面ィヽケロ。

暗灰色 良 良 好 SK-9

5 壷 150 ゆるやかに外反する日縁部。端部は丸味の

ある面をもつ。内外面ともにハケロ。

淡灰褐色 良 良好 包含層

6

小型丸底壺

102
105

丸味のある体部。日縁部は内彎する。端部

は丸い。国縁部内外面、体部内外面ともにナ

デ。  、

淡灰茶色 良 好

　

・

良 包含層

7

小型丸底壷

108 丸い体部。斜上方へひらく口縁部。口縁部

内外面ヘラミガキ。体部内面ナデ。外面ヘラ

ミガキ。

淡茶色 精良 良好 包含層

8 鉢 154
98

突出する上げ底状の底部。上外方へのびる

体部。日縁部はとがり気味におわる。体部内

面ヘラミガキ。外面タタキ後ヘラミガキ。底

部外面タタキ。内面ナデ。

灰茶色 良 良好 包含層

9 鉢 15 2

69
内彎ぎみの体部から屈曲し内彎する。端部

は内側につまむ。口縁部、体部内面ヘラミガ

キ。外面ナデ。

淡灰茶色 精良 良好 包含層

鉢 126
65

内彎ぎみの体部から斜上方へ伸びる日縁部
へ至る。口縁部内外面ヨコナデ、体部内外面

ナデ。

淡灰茶色 良 良好 包含層

小型器台

ゆるやかに上外方にのびる。内面放射状の
ヘラミガキ。外面ヘラミガキ。

淡茶色 良 良好 包含層

小型器台

ゆるやかに上外方にのびる。日縁端部つま

みあげる。内面放射状のヘラミガキ。外面ヘ

ラミガキ。

淡茶色 精良 良好 包含層

高杯 210 平担な杯底部からやや斜上方へのびたのち

外上方へのびる。端部はつまみ上げぎみに丸

く終る。杯部内面放射状ヘラミガキ。外面ヘ

ラミガキ。脚部内面シボリロ、外面ヘラミガキ。

淡灰褐色 精良 良好 包含層

甕 152 外反する日縁部。端部はつまみ上げる。内

外面ともヨコナデ。

暗茶褐色 良 良好 包含層

19 跡部遺跡

出土遺物観察表
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調査区全景 (西から)
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19 跡部遺跡

41

昭和57年度 。第 1次調査出土遺物実測図 2
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31

昭和57年度 。第 1次調査出土遺物
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20 亀井遺跡

20 亀井遺跡 (第 1次調査)

調 査 地 八尾市南亀井町 1丁 目 4

調査期間 昭和63年 11月 7日 ～昭和63年 11月 24日

調査面積 200督

はじめに

今回の発掘調査は工場建設に伴 うもので、当調査研究会が跡部遺跡内で実施 した発掘調査の

第 1次調査にあたる。

当遺跡は、旧大和川の支流であった平野川流域に広がるもので、側大阪文化財センターによ

る、近畿自動車道天理―吹田線建設に伴う発掘調査で、弥生時代を中心とする集落が検出され

ている。

日 糾
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20 亀井遺跡

調査概要

調査は、工場建設予定地に10m× 20mの調査区を設定 した。掘削に際 しては、現地表面から2.5

mま では機械で掘削 し、以下1.Omま では人力で掘削 した。なお、当初の調査予定では、弥生

時代後期の生活面を調査対象にする予定であったが、調査途中で下層に弥生時代中期の包含層

を確認 した為、弥生時代後期面の調査終了後、調査区内にグリット (2m× 3m)を 6ケ所に

設定 し、下層部分の調査を実施 した。調査の結果、現地表下2.8m前後 (標高6.2m)付近 に存

在する淡緑灰色シル ト上面で、弥生時代後期の土坑 4基 (SK-1～ SK-4)。 溝 1条 (S

D-1)・ 落込み状遺構 1箇所・ 不明遺構 1箇所 (SX-1)を 検出した (第 1調査面)。 さら

に lm前後下部 (標高5,Om)に存在する暗灰色礫混砂質土上面で、弥生時代中期の土器棺墓

1基・溝 1条 (SD-2)を 検出した (第 2調査面)。

まとめ

今回の調査では、弥生時代中期前葉～後期の遺構を検出することができた。弥生時代中期前

棄の遺構は、土器棺と溝で、その形状からみて方形周溝墓である可能性が高 く、この時期 この

地域が墓域であったことが確認された。また、弥生時代後期の生活面を検出した調査面は、近

畿自動車道に伴う調査で検出されている調査面より、 2m程度高い微高地に位置 していること

が確認された。
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20 亀井遺跡

第 1調査面全景 (南 から)

第2調査面 SD-2検 出状況 (南 から)
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21 八尾南遺跡

21 八尾 南遺跡 (第11次調査)

調 査 地 八尾市西木の本 1丁 目48・ 49

調査期間 昭和63年 7月 19日 ～昭和63年 7月 26日

調査面積 100∬

はじめに

八尾南遺跡は、八尾市木の本・ 西木の本・若林町に所在する、旧石器時代から中世に至る複

合遺跡であり、昭和53年～54年に実施された地下鉄谷町線建設に伴 う事前調査をはじめとする

数次に亘る調査により、その実態が明らかになりつつある。

八尾市西木の本 1丁 目48・ 49番地内において、下村清之祐氏より、共同住宅建築を計画 して

いる旨の届出が八尾市教育委員会文化財室に提出された。文化財室では当地が八尾南遺跡の北

周辺の発掘調査一覧表

番  号 調 査 主 体 調 査 期 間 文 献 発  行

① 八尾南遺跡調査会 53年 4月 ～55年 3月 八尾南遺跡 1981 3

② 長原遺跡調査会 53年 7月 ～54年 8月 大阪市平野区長原遺跡発掘調査報告Ⅱ 1982

③ 八尾市教育委員会 55年 6月
八尾 市 文 化 財調 査 報 告 6 1981 3

④ 同 上 55年 12月 ～56年 1月

⑤ 同 上 56年 6月 ～56年 7月
ノヽ 尾 叩 4胤 又 1ヒロ

r

発孤調査概要1980。 1981年度
す)八尾市文化財調査研究会報告 2 1983 3

③ (財)大阪市文化財協塗 57年 12月 ～58年 3月

〇 当調査研究会(第 1次 58年 2月 ～58年 6月
鴫木B58年度写業概

(目

報 告 :

八尾市文化財調査研究会報告 5 1984 4

⑥ 同    上(第 2次 59年 1月 ～59年 7月
昭 和 59年度 畢 芙

'

発報告 :

D八尾市文化財調査研究会報告 7 1985 4

③ 同    上 (第 3次 59年 7月 ～60年 9月
/ヽ尾 巾理厩 X4ヒ財究 死 調 含職 妥 昭和 59年度

(財)八尾 市 文 化 財調査 研 究会 報 告 6 1985 3

⑩ 八尾市教育委員会 59年 7月
八尾 巾肉還 跡 昭 和 b9年度 発 彊 調査 報 告 書

八昆市 支 化 財詔杏 報 告 11 1985 3

① 当調査研究会(第 4次 59年 10月 ～59年 11月
昭 4Lfb9年 度 事 業

'

要報告 :

!〉 八尾市文化財調査研究会報告 7 1985 4

⑫ 同    上 (第 5次 61年 9月 ～62年 7月
′く尾 巾X4L財 調含

r巳

十究套 年報 昭和 6Z年度
)八尾 市文 化 財調 査研 究会 報 告 16 198812

○ 同    上 (第 6次 62年 1月
Ht」和61年度事業概

(目

〔報宙
)八尾市文化財調査研究会報告14 198712

⑭ 同    上 (第 7次 62年 2月 ～62年 7月
′(尾 巾 又 化 財 調 ξ

`

弓会年報昭相62年度
尾ヽ市文化財調査研究会報告 16 198812

① 同    上 (第 8次 62年 5月 ～63年 1月 同上

⑩ 同    上 (第 9次 62年 7月 ～62年 8月 同上

O 同    上(第 10次 62年 7月 ～62年 10月 同上

① 大阪府教育委員会 62年 4月 ～62年 6月 八尾南遺跡一旧石器出土第 3地点― 1989 3

① 当調査研究会(第 11次 63年 7月 今回報告

⑩ 同    上(第 12次 63年 8月 ～63年 10月 同上

② 同    上 (第 13次 63年 9月 ～元年 2月 同上

② 同    上 (第 1次 63年 8月 同上
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21 八尾南遺跡

辺に位置 し、また西接する4次調査地では、古墳時代の溝などの遺構が検出されている事から、

試掘調査を実施 し、遺構及び遺物包含層の有無の確認を行った。その結果、 GL-25m前 後

に弥生時代から古墳時代の遺物包含層を確認 したため、予想される地下遺構の保存について、

事業主側と再三協議を行 った。 しかし、建物の構造上、地下遺構の破壊はまぬがれず、共同住

宅建設に先立って記録保存を行うことを決定 し、さらに協議の間、事業主側と行政側の間に相

当の意見の食い違いがあり、調査は建物面積600∬ に対 し、東側の100だのみに留まらざるを得

なかった。また期間も 1週間と限定され、さらに、作業員や、調査機材などについても大幅に

限定された。

調査方法

発掘調査は、申請建物の東側100ドのみを対象として行った。調査地は先述の通 り4次調査

に西接する場所で、文化財室が実施 した試掘調査の成果からも、 4次調査地とほぼ同様の土層

堆積が考えられた事から、包含層である黒灰色粘土上面までを重機にて掘削 し、以下 4次調査

での遺構検出面である緑灰色シル ト上面で精査を行 うこととした。また、当該地周辺は、砂層

の堆積が厚 く、湧水により調査区壁面の崩壊が予想されたため、調査区内に板をめぐらすこと

とした。その為、土層図の作成に支障をきたす結果となり、本書における土層図は、模式図と

一部の断面図のみに留まらざるを得なかった。

また、包含層下の調査については、調査期間が非常に短 く、さらに 4次調査の遺構検出面に

ついて何の検証 もせず信用 したため、結果として遺構面を誤認し、削平することとなってしまっ

た。これについては後章で詳 しく述べ、お佗びしたいと思 う。

調査の概要

1)基本層序

当調査区では、最終確認グリット最下部まで、18層 の堆積を認める事が出来た。

地表下 lmま では造成時の盛土で、 2層 は造成以前の耕作土であり、厚さ約20cmを測る。

調査区平面図

―-153-―

下ぎ[g]    
下層確認トレンチ

  千



21 八尾南遺跡

第 3層 は灰褐色粘質土で厚

さ約20卿。 4層は褐色粗砂で、

層厚は30cmで湧水層である。

以下、 5層暗灰色粘上、層

厚40cm、 6層灰色粗砂、層厚

約30cm、 7層灰色粘土、層厚

約25clllで 堆積 しており、遺物     lo oo

はいずれの層でも確認できな

かった。 8層 の黒灰色粘土、

9層 の灰黒色粘質シル トは、

いずれも層厚30cm程度で、弥

生時代後期～庄内式期の遺物

を包含する。10～ 12層 は、長

原遺跡における土層区分でN    _
8

G8層に相当する土層で、緑

灰色シル ト層を基調とし、層

厚最大60cmを測る。13層 の青

灰色微砂混粘土以下は、14層

灰褐色粘質土、15層黒灰色粘

土Ⅱ、16層明灰褐色粘土、17層青灰色粘質微砂の順で堆積 し、 これらは植物遺体を多量に含む

土層で最終確認土層は植物遺体を含まない18層青灰色微砂混 じリシル トである。遺物は、15層

からは時期こそ不明であるが、胎土に粗い砂粒を多量に含む土器片 1片が出土 したのみである。

また、これらの層は、先に挙げた長原遺跡における土層区分によると、15層 =NG9C層 、

17層 =N G10層、18層 =NGll層 に相当するという御教示を得た。
註 1

2)包含層内における遺物出土状況について

今回の調査については先述の通り、遺構面を削平するという大失態を起こしてしまったため、

出土した遺物についても明確に評価を与える事が出来ず、発掘調査にたずさわる一員として、

ただただ恥じるばかりである。筆者がここで出来るのは調査中に知り得た知見を出来るだけ詳

細に報告する事だけであり、以下の文章を報告にかえたいと思う次第である。

今回確認した包含層は、調査開始の段階において一層であると認識していたが、調査中に 2

層に分層される事が明らかになり、両者は色調は似通っているものの、土質においては異なる

もので、多少検討さえすれば、違いが認識できるものである。また、遺物の密度は、包含層の

1盛土

2旧耕土

3灰褐色粘質土

4褐色粗砂

5暗灰色粘土

6灰色粗砂

7灰色粘土

8黒色粘土 (灰含層)

基本層序模式図

1

2

3

4

7

8
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コ _二

0             2m

層

層

層

層

層

８

９

‐ ０

‐１

‐２

黒灰色粘土

灰黒色粘質シル ト

}婦
鍮現像罰

13層 青灰色微砂混粘土

14層 灰褐色粘質土

15層 黒灰色粘土

16層  明灰褐色粘土

17層 青灰色粘質微砂

18層 青灰色微砂混シル ト

調査区北壁土層断面図

上部、つまり8層の黒灰色粘土ほど高く、さらに遺物が集中して出土する傾向を示し、その遺

物の集中部が断面図上で 9層の落ち込んだ部分にあたる事が、調査終了直前にて判明した。 し

かし、断面に表れている落ち込みは、溝などの遺構になる可能性は極めて薄く、自然地形の落

ち込んだ部分に土器が堆積したものと考えられる。

次に出土遺物に見られる時期幅と層位の問題についてであるが、遺物は大まかに弥生時代後

期前半 。後半・庄内に分けられるが、後期後半の土器と庄内期の土器は、同じ8層から出土 し

ており、この事は筆者自身が掘削した際に両者が同一層位内のほぼ同じレベルから出土してい

るのを確認している為、まず間違いあるまい。しかし、後期前半の土器については、 8層 に伴

うものが、 9層に伴うものかは判定しかねる。

最後に調査地内に遺構が存在したかについての問題と包含層の性格についてであるが、遺構

の有無については、遺構面である9層が層厚最大40cmと さほど厚くないため、溝や住居趾など

の遺構が存在したとすれば、10層上面でも何らかの痕跡は残る筈であり、それが確認されなかっ

たという事は、たとえ遺構が存在したとしても、比較的浅い遺構が、散在していたにすぎない

であろう。また、包含層の形成については、含まれる土器の量が極めて多く、また、ほとんど

摩耗 していない事から、当調査地の極めて近い場所に立地する集落からの流入であると考えら

れ、その場所は、10層上面が若干南から北へ傾斜する事や、旧石器時代から現代に至るまで安

定した土地である羽曳野丘陵が存在する事から、本調査地の南側であった可能性が高い。

註 l ⑪大阪市文化財協会 高橋工、清水和明氏の御教示による。
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Ⅷ 3

空

(〉
｀
ふ

包含層出土遺物実測図 3

出土遺物観察表

o                                   20cm

自物番号 器 種
法量 口径
(cl l)器高 成 形 ・ 調 整 技 法 色   調 胎   土 焼 成

備  考
遺存状況

1 広 日壺 122 口縁部内外面ヨコナデ。日縁部外面端部を

肥厚させ、日縁部外面に浅い沈練状の凹みが

廻る。

乳橙色 密 良好 日縁部1/2

2 広口壷 148 口縁部内外面ヨコナデと思われる。口縁端

部は面を成し、沈線状の凹みが廻る。

乳 褐 色

Ⅲ

乳赤4R色

やや粗

長石 (01
～151u)石
英 (1～ 3

Hu)を 含む。

良好 回縁部 1/8

3 広 口壺 日縁部内外面ヨコナデ。顕部内面ハケナデ

が認められる。頸部外面ヘラミガキ。日縁部

外面端部を垂下させ、面を成す。

淡茶灰色

;

淡灰褐色

やや粗 良好 日縁部 1/6

4 広 口壺 168 日縁部内外面ヨコナデ。頸部および体部外

面の一部にヘラミガキが認められるが不明瞭

頸部および体部内面に弱いヘラケズリが認め

られる。日縁部外面に粘土紐接合痕遺存。

淡灰茶色

`淡灰橙色

やや粗

長石・石英

(01～ 1

mm)を含む

良 好 口縁部のみ

遺存。

広 口壷 112 口縁部内外面ヨコナデ。口縁部外面に粘土

紐接合痕遺存。日縁部外面に浅い沈線状の凹

みが 2条廻る。

淡灰茶色 やや粗
長各石英・フ
チャート(0
1～ 0 5 1Dl)

を含む。

良 好 日縁部 1/6

6 二重 回縁壺 口縁部および頸部内外面ヨヨナデ。日縁部

と頸部の境に低い段を成す。日縁部外面端部

付近には、浅い沈線状の凹みが廻る。

明赤茶色

;

明 橙 色

やや粗

長石・石英

(01～ 2

HII l)を含む

良好 回縁部 1/6

7 甕 138 口縁部内外面ヨコナデ。頸部内面ヘラケズ

リが認められる。日縁部と顕部の境にヨコナ

デによる低い凸帯が廻る。

内面暗灰色

～淡乳褐色

外面淡灰褐

色

やや粗

長石・石英

(01～ 2

1w)を含む

良好 日縁部 1/4

二重 回縁壷 152 日縁部内外面ヨコナデ。日縁端部は下方ヘ

垂下し、外面に面を持つ。垂下部の外面には

薄く接合痕がみられる。

淡茶灰色 やや粗
長石・石英・
チャート(0
1～ lln)
をわずかに
含む。

良 好 日縁部 1/8
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自物番
=

器 種 (cll)器高 成 形 調 整 技 法 色   調 胎  土 焼 成
備  考
遺存状況

9 広 日重 ? 162 i回 縁部内外面ヨコナデ。日縁部外面端部に

キザミロを施した後、中央にヘラ楢き沈線を

施す。

乳灰茶色 やや粗

長石・石英

(01～ 1

mm)を含む

良 好 口縁部 1/6

直日壺 142 日縁部内面の一部にヘラミガキが認められ

るが、他は調整不明瞭。

淡赤褐色

;

乳茶rHt

やや粗

長石・石英

(01～ 2

EE)を 含む。

良好好 口縁部 1/6

直口壷 130 口縁部内外面ヨコナデ。体部内面ヘラケズ

リの後ナデ。体部外面ナデ。

乳赤茶色

;

暗 褐 色

やや粗

石英・長石

(01～ 2

m)を含む。

良 好 口縁部 1/4

広口重 136 日縁部外面ヨコナデ。日縁部内面密なヘラ

ミガキ。日縁端部は面を持ち、ヘラ状工具に

よる刺突文を施した後、沈線状の浅い凹みが

廻る。

暗 褐 色

;

淡茶褐色

やや粗
石英・長石
(01～ 1

m)をわず
かに含む。

良 好 口縁部に煤

付着

口縁部 1/6

餐 122 日縁部外面ヨコナデ。日縁部内面ハケナデ

(9本 /cm)体部内面ヘラケズリ。体部外面

にハケナデ (9本 /cl l)を施す。頸部はハケ

ナデの後にヨコナデを施す。

乳灰茶色

;

乳灰褐色

やや粗

石英・長石

(01～ 1

ED)を含む。

良好 1/4

広 日壷 ? 198 日縁部内外面ヨコナデ。国縁端部は下方に

垂下し、面を成す。

子1赤茶色

;

淡灰茶色

やや粗 良好 口縁部 1/8

広 日壺 194 口縁部外面板状工具によるヨコナデ。日縁

部内面の一部にヘラミガキが遺存。日縁部外

面に粘上紐接合痕遺存。日縁端部は面を成し

弱いハケナデの痕跡が認められる。

淡赤茶色

;

乳灰白色

やや粗 良 好 口縁部 1/4

二重 回縁壼 日縁部内外面ヨコナデ。日縁端部は上下方
へ拡張し、外面に8本/1 0cmを一単位とす

る櫛描きの波状文を施す。日縁端部は欠島

内面

乳茶色

外面

乳橙色

密 良 好 日縁部1/6

広 口壺 21 0 口縁部内外面ヨコナデ。口縁端部は下方ヘ

垂下して面を成し、櫛描きの直線文を弱く施

した後、円形浮文を施す。

内面

乳 灰 色

外面

乳赤茶色

やや粗
長石・石英
(01～ 2

EIl)をやや
多く含む。

良好 口縁部 1/s

二重 回縁壷 21 0 口縁部内外面ヨコナデ。□縁端部は下方ヘ

垂下し、外面に櫛描きの波状文を施した後に

円形浮文を施す。頸部外面の一部にヘラミガ

キが認められる。

淡茶掲色
チ
英
母
４
む

・
石
奎
Ｅ

含

榔輔朴節Ш嵯

良好 口縁部1/8

鉢 105
64

口縁部内外面ヨコナデ。体部内外面ともに

調整不明瞭。

乳茶色 やや粗
長石石 英・
雲母(01～
3mm)を含む

良 好
1/2以上

鉢 ? 口縁部内外面ヨコナデ。口縁部外面に浅い

沈線が 6条廻る。

子L白赤色 やや粗
石英・チャー
ト(01～ 0

5 taII)を わ
ずかに合む

良 好 口縁部 1/6

二重 回縁壷

埋大選390

体部外面は密なヘラミガキ。体部内面は板

状工具によるナデ。体部外面上部に5条のヘ

ラ描き直線文を施した後に円形浮文を配す。

頸部は段を有し、下位には逆C字形の束」突文

淡 茶 色 やや粗
長石・石英・
雲母 (01
～5 mm)を
含む。

良好 体部外面に

赤色顔料塗

布

体部1/6

甕 146 口縁部内外面ヨコナデ。日縁部内面の一部

にハケロが遺存。顕部内面ヘラケズリ。顕部

外面の一部にタタキロが遺存。

黒 褐 色

;

淡灰褐色

やや粗
長石・角閃
石・雲母(0
1～05m)
を含む。

良好 日縁部 4/8
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と物番号 器 種
法量 口径
(cn)器高

成 形 ・ 調 整 技 法 色   調 胎  土 焼 成 備  考
潜左 帰 ,ロ

甕 134 口縁部内外面ヨコナデ。頸部内面の一部に

ヘラケズリが認められる。日縁端部は面を持

淡灰褐色

;

灰 褐 色

朝
石．石英．
母． 角閑
く０‐”

韓
む
。

や
長
雲
石
ａ
含

良ケ子 口縁部1/6

甕 136 口縁部内外面ヨコナデ。頸部外面の一部に

夕タキロが認められる。日縁端部はわずかに

つまみ上げ、ゆるやかに面を持つ。

淡茶灰色 やや粗
長石・石英・
チャート(0
l mm)を含
む。

良好 口縁部 1/8

甕 口縁部内外面ヨコナデ。頸部外面の一部に

タタキロが遺存。

乳灰褐色 やや粗

チャート・石

英(01～ 2

H al)を 含む

良 好 日縁部外面

に煤付着

口縁部1/4

甕 口縁部内外面ヨコナデ。頸部内面ヘラケズ

リ。頸部外面の一部にタタキロが遺存。日縁

部外面の一部に粘土紐接合痕が認められる。

淡赤茶色

;

淡乳褐色

やや粗

石英 。長石

(01～ 2

Hu l)を 含む

良好 口縁部1/3

甕 136 口縁部内外面 ヨコナデ。他 は調整不明瞭。 淡茶灰色 やや粗

長石・石英

(01～ 2

11m)を合む

良好 口縁部1/6

甕 148 口縁部内面ヨコナデ。日縁部外面ハケナデ

(8本/cll)。 体部内面ハケナデ (12本 /cll)。

体部外面の一部に平行状のタタキロが遺存す

るが、ナデによって消されている。

淡茶灰色 やや粗

石英・ 長石

(01～ 1

11m)を含む

良好 回縁部から

体部1/6

甕 19 2 日縁部内外面および頸部外面ヨコナデ。顕

部内面はヘラケズリ。

淡赤茶色

;

淡灰茶色

密

長石 (01
Hl)を わず

かに含む。

良 好 口縁部4/8

甕 16 3 口縁部内外面ヨヨナデ。他は調整不明瞭。

日縁端部はわずかにつまみ上げられる。

乳茶灰色

;

淡黄灰色

密
長石・石英
(0 1al)

をわずかに
含む。

良 好 口縁部1/6

甕 173 口縁部内外面ヨコナデ。頸部内外面は板状

工具によるナデ。

淡灰橙色 密

長石 (05
EJ4)をわず

かに含む。

良 好 口縁部内外

面に煤付着

日縁部1/6

甕 158 口縁部内外面ヨコナデ。頸部内外面はナデ

頸部内外面の一部に粘土紐接合痕が遺存。

内面
淡赤茶色

～淡橙色
外面
暗灰色
～淡灰色

やや粗
長石・石英
(01～ 2

11m)をやや
多量に合む

良好 日縁部 1/6

甕 202 口縁部内外面の上位はヨコナデ。日縁部内

面中位以下の一部にハケナデ (10本/cn)が
遺存する。日縁部外面中位以下の一部にタタ

キロが認められる。

淡茶灰色 やや粗

長石・石英

(01～ 1

Hu l)を 含む。

良好 日縁部 1/6

甕 137 口縁部内外面ヨコナデ。頸部内面の一部に

ハケナデが認められる。頸部外面はナデ。頸

部外面の一部に粘土紐接合痕が遺存。日縁端

部をわずかに上方へつまみ上げる。

輌蜘～鞭獅鱒

やや粗
長石・石英
(05～ 2

1n)を やや
多量に含む。

良好 口縁部1/4

餐 120 口縁部内外面ヨコナデ。体部内面は板状工

具によるナデ。体部外面はナデ。口縁部は上

方へつまみ上げられ、外面は面を成 し、複合

口縁状を呈する。

淡 褐 色

;

淡茶灰色

密

長石 (01
Hu l)を わず

かに含む。

良好 日縁部外面

に煤付着

口縁部 1/4

甕 ? 152 日縁部内外面ヨコナデ。日縁端部は上方ヘ

つまみ上げられ、外端面を成す。

内面

淡灰褐色

外面

乳灰橙色

やや粗

長石・石英

(01～ 1

ttla)を 含む(

良好 口縁部 1/6
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建物番手 器 種
法量 日径
(cm)器高 成 形 調 整 技 法 色   調 胎  土 焼 成

備  考
遺存状況

甕 ? 152 口縁部内外面ヨコナデ。口縁端部は上方ヘ

つまみ上げられ、外端面は面を成す。

淡 偶 色

`淡赤褐色

やや粗
長石・石英・
雲母 (01
～ l HIn)を

含む。

良好 口縁部1/6

甕 口縁部内外面ヨヨナデ。他は調整不明瞭。 淡灰褐色

;

平1灰橙色

密
長石・赤色
酸化粒 (0
l Dm)をわ
ずかに含む

良 好 回縁部外面

に煤付着

口縁部1/6

39 甕 2010 回縁部内外面ヨコナデ。他は調整不明瞭 乳灰茶色 やや粗
長石・ チャ
ート・石英
(01～ 2

1u l)を 含む(

良好 口縁部1/8

40 甕 192 日縁部内外面ヨコナデ。他はナデ。 暗灰褐色

;

淡茶橙色

やや粗

長石・石英

(01～ 05
mm)を 含む

良好 口縁部 1/6

甕 192 日縁部内外面および頸部内外面ヨコナデ。

日縁端部はわずかに上方へつまみ上げられ、

外端面は面を成す。

内面

淡茶灰色

外面

淡灰褐色

やや粗

長石・石実

(01～ 1

an)を含む

良好 口縁部 1/6

甕 回縁部内外面ヨコナデ。頸部内面ヘラケズ

リ。頸部外面はナデ。

淡灰褐色

;

灰赤茶色

やや粗

長石・石英

(01～ 2

11)を含む

良好 口縁部1/6

43 甕 20 8 口縁部内外面ヨコナデ。口縁端部は外傾す

る面を持つ。

乳灰茶色 やや粗

長石・石英

(01～ 1

1ua)を含む

良 好 口縁部1/8

44 甕 140 口縁部内外面ヨコナデ。 淡灰茶色 やや粗

長石・ 石英

(0 1am)

を含む。

良 好 日縁部 1/8

甕 158 口縁部内外面ヨコナデ。口縁部と頸部の境

に粘土紐接合痕が遺存する。日縁端部外面は

面を成し、ヘラ描き沈線文が廻る。

乳灰茶色

;

淡灰茶色

やや粗

長石・石英

(01～ 2

ED)を 含む

良好 口縁部外面

に煤付着

口縁部1/8

甕 口縁部内外面ヨコナデ。体部内面はハケナ

デ (15本 /cl l)。 体部外面はタタキ (3条/
CIE)。 体部内面の一部に指頭圧痕が遺存。

内 圃

淡茶橙色
外面
淡灰褐色

;

淡茶橙色

密 良好 1/6

餐 14 8 回縁部内外面ヨコナデ。体部上位内面ヘラ

ケズリ。体部上位外面はタタキ (5条/cm)。

日縁端部をわずかにつまみ上げる。

淡茶灰色 密
長石・赤色
酸化粒 (0
l lag)を わ
ずかに含む

良好 日縁部1/4

甕 127 口縁部内外面ヨコナデ。体部内面弱いナデI

体部外面タタキ (3条 /cll)を施した後にハ

ケナデ (9本 /cm)を体部上位より施す。日

縁端部は面を持つ。

内面
淡灰橙色
外面
淡赤茶色

Ⅲ
灰赤茶色

やや粗
長石・ チャ
ート・石英
(01～ 1

al)を 含む

良好 1/6

甕 15 8 口縁部内外面ヨコナデ。体部内面ヘラケズ

リ体部外面タタキ (4条/cm)。

淡灰茶色

;

乳灰褐色

密

長石 (01
1t)を わず

かに含む。

良 好 口縁部外面

に燦付着
1/6

甕 168 口縁部内外面ヨコナデ。日縁部内面の一部

に板状工具の圧痕が遺存。体部外面は,タ キ。

(4条/1 cll)一 部にハケナデが遺存。体部内面

の一部に指ナデカ潔 められる力ヽ 他はヘラケズリ

淡茶灰色

;

淡赤茶色

密 良 好 1/4
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遺物番
=

器 種
法量  口径
(cm)器高

成 形 調 整 技 法 色   調 胎   土 焼 成 備  考
遺存状況

餐 日縁部内外面ヨコナデ。体部内面ヘラケズ

リと思われるが調整不明瞭。体部外面タタキ

(4条/cm)の後ハケナデ (9本/c14)を、体

部中位付近に施す。

淡灰橙色

;

淡灰茶色

やや粗

長石・石英

(01～ 05
Hu)を 含むで

良好 狛

高杯 24 2 日縁端部内外面ヨコナデ。杯部内外面とも

にヨコナデの後に放射状のヘラミガキを施すc

杯部と柱状部の境にはヨコナデを施し段を成

す。

内面
淡灰褐色
外面
暗灰褐色

;

淡灰橙色

やや粗

長石・ 石英

(01～ 2

Ш)をわず
か に合 む。

良好 杯部1/4

高杯 148 □縁部内外面は横方向の密なヘラミガキ。

日縁端部はヨヨナデを施す。

淡茶橙色

;

淡茶灰色

やや粗

長石・ 石英

(01～ 05
111)を含む

良 好 口縁部 %

高杯 172 口縁部および杯部内外面はココナデ。□縁

端部を上方へつまみ上げる。口縁部と杯部の

境に粘土紐接合痕が遺存し、扁平な段を成す

内面

淡茶灰色

外面

淡灰茶色

やや粗

長石・石英・

チャー ト(0
1～ 2m)
を含む。

良好 杯部 %

局 杯

居 径 114

据部外面の一部にハケメが認められるが、

内外面ともに調整不明瞭。裾部上位に透し孔

を 4孔穿つ。裾端部は丸く納める。

淡灰橙色

;

乳灰茶色

粗
長石・石英・
チャート(0
1～ 3 Hul)を

多量に合む

良 好 裾部1/2

高 杯 裾 径 74

柱状部内外耐 よつ単居部内面、柱状部外面に

ナデを施す。裾部外面はハケナデ(11本 /cm)I

裾端部はヨコナデ。柱状部と杯部の境に粘土

接合痕遺存。柱状部外面にヘラ状工具痕遺存。

乳灰橙色

;

乳灰白色

やや粗

長石・石英

(01～ 05
ulal)を 含む

良 好 裾部 1/2以上

57 高 杯 ほぼ中空の柱状部である。杯部および柱状

部、裾部上位の外面はいずれも密なヘラミガ

キ。柱状部内面にしばり目が遺存。杯部内面

および裾部内面はナデ。透し孔は一子Lのみ。

乳灰橙色

;

乳灰白色

やや粗

石英・チャー

ト(01～ 1

11E)を含む。

良好 杯部の一部

および柱状

部

高杯 中実に近い柱状部である。杯は部はナデ。

柱状部および裾部の一部は密なヘラミガキ。

裾部の一部にハケナデが認められる。裾部上

位の四方に円形の透し孔を穿つ。

乳灰掲色

;

淡灰茶色

やや粗

長石 。石英

(01～ 1

11)を合む。

良好 柱状部およ

び裾部の一

部

高 杯 中空の柱状部である。柱状部内面はナデ。

しばり目が遺存する。柱状部外面はハケナデ

(10本 /cm)後密なヘラミガキ。裾部上位の四

方に円形の透し孔を穿つ。

淡赤茶色

;

暗灰褐色

密

長石 (01
111)をわず

かに合む。

良好 柱状部およ

び裾 部の一

部

高 杯 ほぼ中実の柱状部である。柱状部内面は弱

いナデ。柱状部外面はハケナデ (9本 /cFa)。

透し孔は観察できない。

淡赤茶色

;

乳灰橙色

密

長石・ チ ャ
ー ト (01
1111)を わず
かに含む。

良 好 柱状部のみ

高杯 中空の住状部である。住状部外面の一部に

ヘラミガキが認められるが、調整不明瞭。他

はナデと思われる。裾部内面の一部にヘラケ

ズリが認められる。透し孔は観察できない。

淡 褐 色

;

淡灰褐色

やや粗

長石・石英・

雲母・ 角閃

石 (01～ 0

5El)を含むで

良 好 住状部のみ

高杯 ほぼ中実の柱状部である。柱状部外面に密

なヘラミガキを施す。柱状部および裾部内面

は弱いナデ。裾部上位の四方に透し孔を穿つ。

乳灰褐色

;

淡灰茶色

密

長石 (01
Ea)を わず

かに含む。

良 好 柱状部およ

び裾部の一

部

高 杯 中空の柱状部である。住状部内面はナデ。

柱状部外面は密なヘラミガキを施す。透し孔

は一孔のみ裾部上位にわずかに認められる。

乳灰褐色

;

灰 掲 色

やや粗
長石・石英・
チャート(0
1～ 21m)
を含む。

良好 柱状部のみ

高杯 中実に近い柱状部である。柱状部内面の一

部にハケロが認められるが、他はナデ。柱状

部外面にヘラミガキを施す。杯底部はナデ。

透し孔は観察できない。

淡灰茶色 密 良 好 杯底部およ

び柱状部の

み
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自物番 器 種
法量 口径
(clll)器高 成 形 調 整 技 法 色   調 胎  土 焼 成

備  考
遺存状況

高杯

裾 径 156

下外方へ広がる高杯の裾部である。裾端部

は丸く納める。裾端部はヨコナデ。他はヘラ

ミガキと思われるが調整不明瞭。透し孔は観

察できない。

乳灰茶色

;

乳灰橙色

やや粗
長石・石英
の微砂粒を
わずかに含
む。

良好 裾部1/4

高杯

据 径 160

下外方へ広がる高杯の裾部である。裾端部

は面を持つ。裾端部はヨコナデ。裾部外面の

一部にヘラミガキが認められる。他は内外面

ともにナデ。透し孔は一孔のみ観察できる。

淡灰褐色 やや粗
長石石 英・
雲母(01～
0翫⑮をわ
ずかに含む(

良好 裾部1/3

器台 頸部内面ナデ。頸部外面の一部にハケメが

認められるが調整不明瞭。頸部外面に逆「 D」

字形のヘラ状工具による記号文 ?が認められ

る。

淡灰橙色 やや粗
長石・石舜
チャート(0
1～ 3 EUl)を

多量に含む

良好 頸部1/3

鉢 153 口縁部内外面ヨコナデと思われる。体部内

外面はヘラミガキと思われるが調整不明瞭。

淡橙灰色

i

淡茶灰色

やや粗
石寿 長石・
チャート・
赤色酸化粒
(01～ 05
m)を含む

良 好 体部 1/4

69 鉢 118
54

底 径 38

口縁部および体部内面ハケナデ(8本 /ct l)

口縁部および体部外面タタキ(3条 /cal)。 外

底面はナデ。日縁端部にナデを施す。

内面

乳灰橙色

外面

乳灰茶色

やや粗
長石・石英・
チャート(0
1～ 2 Hal)

を含む。

良 好
1/2

士璽

底 径 34

底部内面は板状工具によるナデ。工具痕が

遺存する。底部外面は指頭圧成形後にヘラミ

ガキを施すが、磨耗のため調整不明瞭。外底

面はナデ。

乳灰橙色

;

乳灰茶色

やや粗
石英・ チャ
ート・ 長石
(01～ 1

Emを含む。

良好 底部のみ

甕

医 径 36

底部内面はハケナデ(9本 /cll)。 底部外面

はナデ。底部外側面に指頭圧痕が遺存。外底

面はナデ。

内面
黒 灰 色
外面
淡茶灰色

;

乳 茶 色

やや粗

長石 。石英

(01～ 1

111)を含むて

良好 底部のみ

堂 ?

底 径 31

底部内外面および外底面はナデ。底部外側

面の一部にヨヨナデが認められる。

暗灰褐色

;

淡灰褐色

密

長石 (01
H al)を わず

かに含む。

良好 底部のみ

一笙

底 径 38

底部内面板状工具によるナデ。工具痕が遺

存する。底部外面は指頭圧成形後ナデを施す

外底面ナデ。

内面
淡灰褐色～
淡灰茶色
外面
黒 褐 色～
淡灰茶色

やや粗

長石・石英

(01～ 1

1ua)を含む

良好 底部のみ

甕

底 径 52

底部内面は板状工具によるナデ。一部に工

具痕が遺存。底部外面はナデと思われるが、

一部にヘラ状工具の圧痕が認められる。外底

面はナデ。

内面

乎I灰茶色

外面

淡灰褐色

やや粗

長石・石英

(01～ 05
噸)を含む

良好 底部のみ

甕

底 径 42

底部内面は板状工具によるナデ。一部に工

具痕が遺存。底部外面は指頭圧成形後、ナデ

を施す。外底面はナデ。外底面に粘土紐接合

痕が遺存。

内面

淡灰褐色

外面

淡灰茶色

やや粗
長石・石英・
雲母 チャー
ト(01～ 0

硫のを含む

良好 底部のみ

賓

底 径 50

底部外面および外底面ナデ。底部内面は板

快工具によるナデ。工具痕が遺存する。

乳灰茶色

;

淡灰茶色

やや粗
石寿長石・
チャート(0
1～ 0 5 tlal)

を含む。

良好 底部1/3

一雪

底 径 38

底部内面板状工具によるナデ。工具痕が遺

存する。底部外面はハケナデ(9本 /cl l)。 外

底面はナデ。

淡赤茶色

;

淡灰褐色

やや粗

石英 。長石

(01～ 1

mm)を含む

良 好 底部 1/3

甕

底 径 39

底部内面ナデ。底部外側面の一部にハケナ

デが認められるが、他はナデ。底部外底面に
ヘラ状工盤の圧痕が、不定方向に遺存する。

内面
淡灰茶色
外面
乳赤茶色

;

淡灰茶色

やや粗

長石・ チ ャ
ー ト・ 石英

(01～ 1

1 al)を 含む

良好 底部のみ
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遺物番撮 器 種
法量
(cm)

径
高

口
器 成 形 調 整 技 法 色   調 胎   土 焼 成

備  考
遺存状況

一霊

臣 径 45

底部内面の一部に板状工具による弱いナデ

が遺存。底部外面は密なヘラミガキ。底部外

側面および底部外底面はナデ。

淡灰茶色

;

淡灰褐色

やや粗
長石・石英・
チャート(0
1～ 21111)

を合む。

良好 底部カ

〓望

霞 径 54

底部内面は密なヘラミガキ。底部外面は、

外側面の一部にハケナデが認められるが、他

はナデ。底部外側面に指頭圧反が遺存。

内面
暗灰褐色

;

淡灰褐色
外面
淡灰茶色

やや粗
長石・石英
(01～ 1

111)をわず
かに含む。

良 好 医部拷

士電

蛋 径 50

底部内面に板状工具による圧痕が遺存。底

部外面は指頭圧成形の後に、上位はハケナデ

下位にヨコナデを施す。底部外側面に指頭圧

痕、粘土紐接合痕遺存。外底面はナデ。

内面
暗灰褐色
外面
黒 褐 色

;

淡灰茶色

やや粗

長石・石英

(01～ 1

111)を含む

良好 底部のみ

一望

底 径 24

底部内底面 に板状工具 による圧痕が遺存す

るが、他 はナデ。底部外面は一 部にヘ ラ ミガ

キが認め られ るが調整不明瞭。外底面はナデ

淡灰褐色

;

淡灰茶色

密

石英・ 長石

(01411)
をわずかに
含む。

良 好 底部斃

底部有孔
土器 嵐 径 36

底部内面の一部に板状工具による圧痕が遺

存するが、他は調整不明瞭。底面に径 1 8 cll

の円孔を焼成前に内から外へ穿つ。外底面に

粘土紐接合痕遺存。

乳灰茶色

;

淡灰茶色

やや粗
石英・ チャ
ート (01
～ l rl)を
含む。

良 好 底部勇

甕

氏 径 47

底部内面の一部に板状工具による圧痕が遺

存するが、他はナデと思われる。底部外面お

よび外底面の一部はタタキ(3条 /cm)。 底部

外側の一部はヨコナデによりすり消されている。

色
　
色
　
色

面感面橙～綿

内
淡
外
灰
　
灰

やや粗
長石・石英
(01～ 3

an)をやや
多量に合む

良好 は部のみ

甕

氏 径 28

底部内面ナデ。底部外面 タタキ (3条 /cla)(

一部の タタキをす り消 している。外底面 ナデ(

淡茶灰色

;

平L灰茶色

衝

石英・ チ ャ
ー ト (01
～211a)を わ

ずか に合む

良好 底部のみ

86 甕

衷 径 23

底部内面は板状工具によるナデ。工具痕が

遺存。底部外面はタタキ(4条/cll)。 外底面

にタタキロが遺存。

内面

乳灰茶色

外面

暗 褐 色

やや粗
長石・石英・
チャート(0
1～ 0 5 mtr)

を含む。

良 好 底部のみ

甕

壼 径 38

底部内面は板状工具による強いナデ。工具

痕が遺存す る。底部外面の一部にタタキ ロが

遺存す るが、他はナデ。

乳灰茶色

;

乳灰橙色

やや粗

長石・石英・

チャー ト(0
1～ 1画 )

を含む。

良 好 底部のみ

甕

罠 径 38

底部内面は板状工具によるナデ。工具痕が

遺存する。底部外面は一部にタタキ (3条/
cmが認められるが、すり消されている。外底

面はナデ。

内面
暗褐灰色
外面
暗赤茶色

∫
暗褐灰色

やや粗

石英 。長石

(01～ 2

1m)を 含む

良好 底部のみ

甕

喪 径 47

底部内面および外底面はナデ。底部外面は

タタキ(5条 /cm)。 底部外側面に底部の粘土

が押しつぶされて巻き上がっている。

内面
淡茶灰色
外面
暗褐灰色

i

淡赤茶色

密

長石 (01
m)をわず

かに含む。

良好 底部のみ

甕

底 径 38

底部内面は板状工具によるナデ。一部にハケ

メ(12本 /cm)が認められる。底部外面はタタキ

(2条/cm)を施すカミ外側面の一部をすり汗す。

外底面はナテであるが、中央に木棄痕が遺存。

乳灰茶色

;

淡灰橙色

密 良 好 底部のみ

餐

は 径 38

底部内面はナデ。内面に粘土紐接合反が遺

存。底部外面はタタキ(4条/cm)。 外側面付

近は一部すり消されている。外底面に板状工

具による圧痕が強く遺存している。

色
　
色
　
色

面級面褐～赫

内
淡
外
灰
　
淡

密

石英 (01
1111)を わず

かに含む。

良 好 底部のみ

甕

氏 径 36

底部内面ナデ。底部外面はタタキ (4条/
c皿 )。 外底面はナデ。外底面中央は窪み、輪台

状を呈する。

淡灰茶色

∫

乳灰茶色

密
長石・石英
(0 1El)

をわずかに
合む。

良好 底部のみ
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21 八尾南遺跡

遺物番号 器   種
法量 回径
(cm)器高

成 形 ・ 調 整 技 法 色   調 胎  土 焼 成 備  考
遺存状況

餐

底 径 46

底部内面は板状工具によるナデ。ハケロは

(10本 /cEl〉 認められる。底部外面はタタキ(4

条/cm)。 外底面はナデであるが、粘土紐接合

が一部に遺存する。

灰 茶 色

;

灰赤茶色

やや粗

長石・ 石英

(01～ 4

11)を やや

多量に含む

良好 底部のみ

甕

底 径 41

医部内面は板状工具によるナデ。工具痕が

遺存す る。底部外面はタタキ(4条/cm)。 外

底面 はナデ。

色
　
色
　
色

面灰面聴
～継

内
褐
外
茶
　
淡

密 良好 底部のみ

台付鉢?

裾 部 64

脚台部内外面ともにナデ。脚台部外面に指

頭圧痕遺存。脚台部内面に粘土紐接合痕遺存

淡灰褐色

;

淡灰茶色

密 良 好 脚台部のみ

台付鉢 ?

握 径 40

脚台部内面は指頭圧成形後弱いナデ。指頭

圧痕が遺存する。その他は、密なヘラミガキ

淡灰茶色

;

乳 茶 色

やや粗

長石・ 石英

(01～ 1

111)を含む

良好 脚台部のみ

直 口壺 口縁部内外面ヨコナデ。日縁部はヨヨナデ

によってわずかに内彎している。頸部内面は

板状工具によるヨコナデ。頸部外面は密なヘ

ラミガキ。頸部内面下位に粘土紐接合痕遺存。

淡灰茶色

;

平L茶 色

やや粗
長石・石英・
チャート・
雲母 (OJ
～05硼 )

を合汁ハ

良好 口頸部のみ
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21 八尾南遺跡

11

包含層出土遺物
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22 八尾南遺跡

や お みなみ

22 八尾 南遺跡 (第12次調査)

調 査 地 八尾市若林町 2丁目174

調査期間 昭和63年 8月 29日～昭和63年 10月 21日

調査面積 860雷

はじめに

今回の発掘調査は店舗建設に伴うもので、当調査研究会が八尾南遺跡内で実施 した発掘調査

の第12次調査にあたる。

調査地点は、昭和61年度に当調査研究会が実施 した第 5次調査地か ら南東約100m地 点にあ

たる。

調査概要

調査では、調査地の南側と北側に、東西方向の トレンチ 2本 (南調査区 5× 55m・ 北調査区

5× 41.5m)を設定 した。掘削にあたっては、現地表下1.2m前後迄を機械で掘削 し、以下 は

層理に従って人力で掘削を実施 した。南調査区から調査を実施 した結果、表土下1.2m(標 高

11.3m)前後に存在する淡灰茶色細砂～中砂上面で古墳の周溝と推定される溝状遺構を 3条検

出した。 このため、これらの調査経過を市教育委員会に報告 した結果、南調査区と北調査区の

間を含めた全域を調査対象とする旨の報告を受けた。 このため調査途中で調査面積および調査

期間を変更 した。なお、掘削土量の関係から調査区を三分 (南調査区・北調査区)す る方法を

取った。

調査の結果、古墳時代中期末葉の方墳 4基 (方墳 1～方墳 4)。 土坑 1基 (SK-1)・ 土器

集積・ 溝 1条 (SD-1)と 時期不詳の小穴19個 (SP-1～ SP-19)と 里界溝を検出した。

まとめ

今回の調査では、古墳時代中期末葉 (陶邑編年 I-4期 )に比定される方墳 4基を検出した。

なお、同時期に比定される古墳が第 1次調査⑦・ 第 8次調査⑮で検出されており、同時期の墓

域の存在が明らかになった。なお、 これらの墓域を構成 したと考えられる集落が、第 8次調査

(⑮)で検出されており、両者の有機的な関係が推定されよう。
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22 八尾南遺跡
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八尾南遺跡

北調査区全景 (東から)

南調査区全景 (東 から)
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八尾南遺跡
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23 八尾南遺跡

や お みなみ

23 八尾南遺跡 (第 13次調査)

調 査 地 八尾市若林町 1丁 目76-3

調査期間 昭和63年 9月 14日 ～平成元年 2月 25日

調査面積 1800∬

はじめに

今回の発掘調査は社屋建設工事に伴うもので、当調査研究会が八尾南遺跡内で実施 した発掘

調査の第13次調査にあたる。

調査地点は、昭和61～62年度に当調査研究会が実施した第 5次調査地の北側に位置する。

調査概要

掘削に際しては、現地表 (標高11.9m前後)下 1.8～ 20mま でに堆積する盛土 。旧耕土等を

機械掘削によって排除した。以下02～ 0.3mま でを人力掘削とし、 2面を調査対象とした (上

層調査―第 1面 。第 2面)。 さらに、地下室予定地部分に付いては新たに調査区を設定 し、旧

石器時代相当層までを調査対象とした (下層調査―第 3面～第 5面)。

第 1面

現地表下2.Om前後 (標高9,8m前後)付近に堆積する第 6層灰黄色～灰褐色シル ト混粘土上

面を調査対象とした。その結果、古墳時代前期 (庄内式期)の溝 6条、古墳時代中期の土坑 1

基、中世の農耕に伴う溝 9条、近世の河道 1条の他、時期不明の上坑 1基・小穴31個を検出し

調査地区および下層調査 トレンチ設定図

+十 十 +/十

第2ト レンテ
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23 八尾南遺跡

た。

第 2面

現地表下21m前後 (標高9.5～ 9,7m)付近に堆積する第 7層灰色～暗灰色細砂混粘土～シル

ト上面を調査対象とした。その結果、弥生時代後期の水田遺構を検出した。水田は計55筆が確

認でき、全体的にみれば南～西が高 く、北～東が低い。畦畔の構築方向は概ね東西・ 南北であ

る。

第 3面

第 1ト レンチH4地区で検出した。現地表下21m前後 (標高9.6～ 9,7m)付近に存在する第

8A層上面で時期不明の小穴 2個を検出した。遺構の所属時期は不明である。

第 4面

第 1ト レンチF2・ G3地区で検出した。現地表下2.3m前後 (標高9.3～97m)付近に存在

する第 8B層濃灰色～暗灰色粗砂混土上面で、畦畔 4条・ 溝 1条を伴 う水田遺構を検出した。

この水田の所属時期は、近隣の調査結果から弥生時代中期と考えられよう。

1 灰色細砂混粘質土

2 淡灰緑色微砂混粘質土

3 淡灰茶色微砂混粘質土

4 淡灰茶色粘質土

5 淡責灰色微砂～細砂混粘質土～粘土
6 灰黄色～掲灰色シル ト混粘土
7 灰色～暗灰色細砂混粘土～シル ト
8A灰 色粘土

8B濃 灰色～暗灰色細砂混粘土～シル ト
9 灰責色シル ト

10 濃灰青色粘土

11 灰色～暗灰色粘土

12 青灰色粘土

13 暗灰色粗砂混粘土

14 暗灰黒色粘土混粗砂
15 灰青色粗砂混粘土

16 灰黒色シル ト質粘土

17A濃灰色シル ト質粘土

17B灰黄色シル ト質粘土

17C淡青灰色細砂混粘質土

18 乳青灰色シル ト質粘上

19 乳青灰色微砂～細砂

基本層序模式図

―-173-―
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23 八尾南遺跡

第 5面

現地表下4.0～4.7m(標高7.1～ 8.Om)付近に存在する第18層青灰色 シル ト質粘土 (長原地

山)上面を調査対象とした。第 5面では、旧地形の復元を主に調査を進めた。検出した旧地形

の概略は、第 1ト レィチの東部 (F2・ G3地区)と南東端 (H4地区)が高 く、第 1ト レン

チの西部 (F2・ G3拡張区)が0.5～ 0,7mほ ど下がり谷状となっている。第 2ト レンチでは、

西端が急に落ち込んでおり、深い谷を形成 している。 4m余 りを機械で掘削 したが、底には達

していない。上層に堆積する第17層 (濃灰色～乳灰黄色シルト質粘土～微砂)下部から、剥片・

石器・ 土器片が60点程度出土 しているが、すべて斜面・ 流路内からの出土であり、原位置を保っ

ているものは少ないと考えられる。なお、第18層直上からの出土遺物は皆無である。

まとめ

今回の調査では、既往調査の結果と同様、弥生時代中期・ 後期の水田、古墳時代前期～中期

の集落、中世の素掘 り溝、近世の河道を検出した。さらに、面的には確認できなかったものの

弥生時代中期相当層から旧石器時代相当層までの間にも、遺構が存在する可能性が高 くなって

きた。また、旧石器時代相当層の調査については、調査 した地点の旧状が谷状であったことか

ら、既往調査の成果との比較が困難であった。また、この付近で旧石器時代相当層の鍵層とし

ている黒色帯 (第 16層 ―火山灰の堆積土)の存在 も認められたものの、二次堆積の可能性が高

く、科学的な分析を待って考える必要があろう。
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八尾南遺跡

第 1調査面全景 (南から)

４
■
為

第 2調査面全景 (南から)
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24 長原遺跡

24 (第 1次調査)跡注還
膨原聯長

調 査 地 大阪市平野区長吉川辺 3丁目

調査期間 昭和63年 8月 2日 ～昭和63年 8月 4日

調査面積  8∬

はじめに

今回の発掘調査は公共下水道布設工事に伴 うもので、当調査研究会が長原遺跡内で実施 した

発掘調査の第 1次調査にあたる。

0盛土・撹乱

1 灰色～責色中砂

2黄灰色砂質土

3黄色～青灰色細砂

4黄褐色砂混粘質土

5茶褐色粘質上

6灰責色砂混粘土

7黄灰色粘土

8灰黄色シル ト

9茶灰色シル ト質粘土

10灰責色シル ト質粘土

モ舞
―
卜

14灰黄色～灰茶色粘土

15灰責色粘土  ―     ‐

16灰緑色微砂混粘質土

17緑灰色シル ト～微砂
18緑灰色微砂

19緑灰色砂礫

Ｅ

ｏ
ｏ
お

Ｅ

ｏ
ｏ
Ｓ

Ｅ

ｏ
ｏ

一
一

|

lξ

0      1m

―
検出遺構平面図
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24 長原遺跡

調査地点は、昭和58～59年度に当調査研究会が実施 した第 2次調査地の南西部に接している。

調査概要

現地表下約12mま での土層を機械で掘削 した後、以下 2mを層理にしたが って人力掘削を

行ったが、顕著な遺構 。遺物は検出されなかった。

近隣の調査結果から、 4層～ 7層上面が古墳時代初頭～縄文時代晩期に相当する生活面、11

層～13層が長原遺跡南部層序の第 3黒色帯にあたるものと考えられる。この黒色帯は、西部で

は 3枚 に分かれるが東部では 1枚 となる。黒色帯以下の層序は、粘性の高い粘土から徐々に砂

混 じりの上層となり、現地表下3.lm(標高82m)前後で硬 くしまった砂礫層 (19層 )に達す

る。19層上面は北西部が落ち込んでおり、内部には微砂 (17層 )・ シル ト (18層 )が堆積 して

いる。

まとめ

今回の調査では、顕者な遺構・遺物は検出されなかったが、近隣で実施された調査と対応す

る土層の堆積が確認された。今後、長原遺跡南部と八尾南遺跡の土層を総合的に対比する必要

があろう。

調査区全景 (南 から)
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Ⅲ 委託業務

(1)八尾市立歴史民俗資料館の管理

1 沿革概要

開館日 昭和62年 11月 8日

沿 革 昭和59年 1月  仮称歴史民俗資料館建設構想委員会設置

昭和61年 7月  工事着工

昭和62年 8月 工事竣工

2 施設概要

敷地面積 1752.02雷

延床面積 1193.50∬

構  造 鉄筋コンクリー ト2階建

主施設面積

室名 1階 面  積 (ar) 室名 2階 面  積 (Hf)

展  示  室 202.500 研  究  室 119918

収  蔵  庫 181712 写 場 34.850

作  業  室 93735 図書室及資料室 78840

く ん 蒸 室 9500 特 別 収 蔵 庫 40000

管  理  室 37 196 ロビー。その他 130 392

ホ   ー  ル 86840

そ  の  他 178 017

3 開館時間等

開館時間 午前 9時～午後 4時30分 (入館は4時まで)

休 館 日 毎週月曜日の午後・ 火曜日および祝日の翌日。年末年始

観 覧 料 大人200円 。高大学生100円 。小人50円 (団体20人以上半額)
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4 公開展示

① 常設展

② 特別展

③ 特別陳列

『八尾の歴史と文化財』

昭和63年 4月 1日 ～ 7月 10日

〃  9月 28日 ～12月 25日

平成元年 1月 4日 ～ 3月 31日

市政40周年記念  「河内の名宝」展

昭和63年 7月 24日 ～ 9月 11日

「八尾を掘る」

昭和63年 4月 27日 ～ 7月 10日

「愛宕塚古墳展」 ―よみがえる河内の古代豪族―

昭和63年 10月 26日 ～12月 25日

利用状況

開館日数 延べ287日 総観覧者数 8,449名 (1日 平均29.7人 )

(内訳)有料観覧者数

個人 大人2,830名 学生290名 小人1,072名 計4,192名

団体 大人976名 学生28名 小人244名  計1,248名

招待・減免関係

大入1,760名 学生 8名 小人1,241名 計3,009名

6 講座の開設

①「古文書入門講座」 35名   講師 :資料館職員

昭和63年 10月 2日 ～11月 20日 の月曜日 午後 1時30分～ 3時30分

第 1回 (10月 2日 ) 古文書への誘い一取 り扱い方と解読の基本一

第 2回 (10月 9日 ) 江戸時代の検地と年貢

第 3回 (10月 16日 ) 農村の証文類を読む

第 4回 (10月 23日) かな文字を読む「百人一首・河内名所図会」

第 5回 (10月 30日) 五人組帳前書きを読む I

第 6回 (11月 6日 )    〃   Ⅱ

第 7回 (H月 13日 ) 御触と日上書を読む

第 8回 (11月 20日) 大塩の乱と八尾を読む

②「考古学入門講座」 30名   講師 :米田敏幸・ 財団職員

平成元年 1月 28日～ 2月 25日 の土曜日 午後 1時30分～ 3時30分
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八尾市における考古学資料と問題点  5回 シリーズ

③「日本書紀入門講座」 50名  講師 :竜谷大学短期大学部 平林章仁氏

平成元年 2月 5日 ～ 3月 12日 の日曜日 午後 1時30分～ 3時30分

古代の河内を読む  6回 シリーズ

④「親と子の体験学習」 10組  講師 :寺尾和一郎氏他

平成元年 3月 26日 (日 )

河内木綿を織る 「綿くり」から「織り」まで

7 学術講演会

「河内の仏教美術」   64名  講師 :大阪市立美術館学芸課長 神山登氏

昭和63年 8月 27日 (土)午後 2時～ 4時

8 資料の収集 調査

①久保田家資料調査 昭和63年 11月 第 2次調査終了

②真観寺文書調査  予備調査の後、平成元年度国補助事業とすべく計画書提出

③常光寺文書調査    〃   平成 2年度      〃

④民具・農具等の日常収集活動

9 紀要・館報の作成

①愛宕塚古墳と物部氏

②戦国期の河内における国郡支配について

③八尾の延宝検地について

④館報創刊号

10 友の会の組織づくり

要項の作成に着手する。

鬱)環山楼の公開

① 週 2回 (水・土)の公開

延べ 107日 公開

入場者 延べ1,414人 (1日 平均13.2人 )

② 催物のための公開

イ 八尾まつりに協賛 しての公開

日  時 昭和63年 8月 28日 (日 )

午前10時～午後 4時

入場者数 239人

③ その他要請に応じての公開
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「俳句会」

主催者 紅梅会

日 時 昭和63年 10月 15日 (土 )

Ⅳ 啓発普及事業

(1)出版物の刊行および頒布

① lMl八尾市文化財調査研究会報告16 昭和62年度 年報

② 側八尾市文化財調査研究会報告17

③ lMl八尾市文化財調査研究会報告18

④ 側八尾市文化財調査研究会報告19

⑤ OFl八尾市文化財調査研究会報告20

⑥ 側八尾市文化財調査研究会報告21 八尾あれこれ一文化財講座記録集 2-

(2)文化財講座の開催

「文化財 トーク やお・ むかし。むかし」

日  時 平成元年 3月 24日 (金) 午後 6時30分～ 8時45分

場  所 文化会館

講  師 大阪府教育委員会文化財保護課技師   福田英人氏

俗)チ ビッコ文化財夏期学級の開催

日  時 昭和63年 7月 29日 (金)30日 (土)

場  所 教育センター

内  容 火おこし道具作りと火おこし体験

参 加 者 15名

は)出土遺物等の展示

テ ー マ 「八尾を掘る」 ―市内で発掘された文化財―

期  間 昭和63年 4月 27日 (水)～ 7月 10日 (日 )

場  所 歴史民俗資料館

展示内容 昭和62年度に行った市内遺跡 (小阪合・矢作・八尾南・萱振遺跡)の紹介と

出土品の展示

低)萱振遺跡現場公開 (改良住宅建設用地)

日  時 昭和63年 8月 6日 (土)午前10時～午後 3時
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見 学 者 228人 (市内58名・市外170名 )

(0 講演会 。講習会等への職員派遣

①「土器づくり講習」

主  催 桂小学校

日  時 昭和63年 6月 23日 (木)～ 25日 (土)。 7月 12日 (火)

場  所 桂小学校体育館および校庭

対  象 6年生 76名 教諭 5名

②「調査現場見学会」

主  催 八尾市自治推進課

日  時 昭和63年 10月 26日 (水) 午後 1時～ 3時30分

場  所 八尾南遺跡調査現場 (朝 日生命ビル建設予定地)

対  象 市政モニター15名

③「郷土史講座」

主  催 久宝寺コミュニティセンター運営協議会

日  時 昭和63年 11月 16日 (水) 午後 7時30分～ 9時

場  所 久宝寺コミュニティセンター集会室

対  象 地域住民45名

④「郷土史講座」

主  催 山本労働会館

日  時 平成元年 2月 16日 (木) 午後 6時～ 8時30分

場  所 山本労働会館

対  象 市民100名

V その他

(1)「第 6回近畿地方埋蔵文化財担当者研究会」の協賛

主  催 働大阪文化財センター

日  時 昭和63年 10月 1日 (土)2日 (日 )

場  所 大阪科学技術センター

(動  「写真測量に関する技術研修会」に参加

主  催 大阪府埋蔵文化財協会

―-182-―



日  時 昭和63年 4月 21日 (木)

場  所 大阪府埋蔵文化財協会 泉大津調査事務所

奈良国立文化財研究所主催の研修会に参加

「埋蔵文化財発掘技術者専門研修・遺跡環境過程」

日  時 昭和63年 10月 12日 (水)～ 10月 25日 (火)

北海道

上ノ国町教育委員会

千 葉

山武考古学研究所

Ctl君津郡市文化財センター

木更津市教育委員会

千葉市立加曽利貝塚博物館

国立歴史民俗博物館

Ⅵ 受贈図書一覧

史跡上之国勝山館跡調査概報Ⅸ          ~

釜利谷やぐら遺跡

専光寺付近遺跡

堰越遺跡

平山谷遺跡群

新林古墳

柳久保遺跡群Ⅵ

桑原遺跡群

高千穂古墳群

念仏塚遺跡

林遺跡

富田遺跡群

富士見台遺跡

野々間遺跡

西萩原遺跡

上ノ山遺跡

宮脇遺跡

上野塚古墳

三箇遺跡群 I

三箇遺跡群Ⅳ

郡遺跡確認調査報告書

年報血 2

年報No 5

丹過遺跡確認調査報告書

請西遺跡群発掘調査報告書

千葉市立加曽利員塚博物館開館20周 年記念特別講座講演集

国立歴史民俗博物館研究報告第16集

同上17集

同上18集
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葛飾区教育委員会

神奈川

神奈川県教育庁

神奈川県立埋蔵文化財センター

山 梨

Ctl山梨文化財研究所

愛 知

愛知県教育委員会

働愛知県埋蔵文化財センター

一宮市博物館

石 川

金沢市教育委員会

石川県埋蔵文化財センター

柴又河川敷遺跡

葛西城址葛飾区青戸 7丁目36番地点発掘調査報告書

神奈川県文化財調査報告書第47集

神奈川県埋蔵文化財調査報告30

泥牛庵脇やぐら群I

新吉田町四ツ家横穴墓群

新戸遺跡 神奈川県立埋蔵文化財センター調査報告17

神奈川県立埋蔵文化財センター年報 7

車山遺跡 I 神奈川県立埋蔵文化財センター調査報告18

金沢文庫遺跡 同上19

研究所報第 4号

宮間田遺跡

研究所報第 5号～第 6号

愛知県埋蔵文化財情報 3

年報昭和62年度

勝川遺跡

大渕遺跡 。阿弥陀寺遺跡

杉山遺跡

埋蔵文化財愛知第13号

同上15号

開館記念特別展「一宮の名宝 (I)」 真清田神社と妙興寺

文化財のしおり

博物館だより 第 2号～第 4号

昭和63年度春季特別展 美人画にみる繊維の手仕事

開館一周年記念特別展「一宮の名宝 (I)」

梶原南遺跡発掘調査報告書

金沢市磯部運動公園遺跡

金沢市八日市B遺跡

金沢市三小牛ハバ遺跡発掘調査概報

昭和62年度金沢市埋蔵文化財調査年報

敷地天神山遺跡群

吉崎 。次場遺跡 I

石川県立埋蔵文化財センター年報第 8号

下安原海岸遺跡

岩内遺跡

八田中遺跡

五十里A遺跡

竹生野遺跡

白江梯川遺跡 I

刈安野々宮遺跡

辰口西部遺跡群 I

石川県石川郡河内村福岡遺跡河内村教育委員会
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福 井

福井県町教育庁埋蔵文化財調査センター

滋 賀

滋賀県埋蔵文化財センター

京 都

働京都府埋蔵文化財調査研究センター

長岡京市教育委員会

働長岡京市埋蔵文化財センター

野田川教育委員会

大 阪

大阪府教育委員会

①大阪市文化財協会

Cll大阪文化財センター

吉河遺跡発掘調査概報

福井県埋蔵文化財調査センター年報 2(昭和61年度)

滋賀埋文ニュース 第97号・ 第98号・第100～第105号 。第107号

京都府埋蔵文化財情報第27号

同上28号

同上29号

同上30号

京都府遺跡調査概報第27冊

同上28冊

同上29冊

同上30冊

第 7回小さな展覧会

京都府遺跡調査報告書第 9冊

同上10冊

長岡京市文化財調査報告書第19冊

同上20冊

同上21冊

年報昭和61年度

長岡京市埋蔵文化財センター報告書 3集

野田川町文化財調査報告書第 2集

文化財資料展示室特別展

葦火 13号～18号

大阪城跡Ⅱ

亀井 (そ の 3)

亀井北 (そ の 1)

亀井北 (そ の 3)

新家 (そ の1)

城山 (そ の 2)

城山 (そ の 3)

久宝寺南 (そ の 2)

久宝寺北

丹上 (そ の 4、 6)

太井 (そ の1)

太井 (そ の 2)

太井 (そ の 3)

小坂 (そ の2)

小坂 (そ の 3)

小坂 (そ の4)

福田 (そ の1)

第 6回近畿地方埋蔵文化財研究会資料

ell大 阪文化財センター通信Nc l

第19回大阪府下埋蔵文化財研究会資料
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働大阪府埋蔵文化財協会

豊中市教育委員会

吹田市教育委員会

池田市教育委員会

高槻市教育委員会

枚方市教育委員会

⑪枚方市文化財研究調査会

寝屋川市教育委員会

大東市教育委員会

東大阪市教育委員会

働東大阪市文化財協会

畠中遺跡

芝ノ垣外遺跡発掘調査報告書

滑瀬遺跡発掘調査報告書

軽部池西遺跡発掘調査報告書

信太山遺跡発掘調査報告書

箕土路遺跡発掘調査報告書

向井代遺跡発掘調査報告書

弥生・古墳時代の大陸系土器の諸問題 第 I分冊一九畑編―

同上第■分冊―中国 。四国 。近畿 。中部以東編―

同上第Ⅲ分冊一発表要旨・追加資料―

昭和62年度発掘調査成果展―泉州の遺跡

山直郷とその周辺

豊中市埋蔵文化財発掘調査概要1987年度

野畑春日町第 1次調査報告書

同上第 2次調査報告書

蛍ケ池西遺跡

新免遺跡第23次発掘調査概要―阪急宝塚線連続立体交差に伴う埋蔵文

発掘調査一

文化財ニュース第 9号

昭和62年度埋蔵文化財緊急発掘調査概報

吹田市文化財ニュースNo 9

昭和62年度発掘調査概報 I

東奈良遺跡発掘調査概要

上中条遺跡発掘調査概要

池田市埋蔵文化財発掘調査概報1987年度

昭和59・ 60年度高槻市文化財年報

梶原南遺跡発掘調査報告書

嶋上部 発掘調査報告書

枚方市文化財調査報告書第20集

枚方市文化財年報Ⅷ

図録・枚方の遺跡

10年のあゆみ

高宮八丁遺跡一石器編―

寺川・北条遺跡発掘調査報告書

東大阪市埋蔵文化財包蔵地調査概要29

協会ニュースV013 No3・ No 4

同上V014 Nol

若江遺跡第35次発掘調査報告

同上第27次発掘調査報告

神並遺跡Ⅱ

同上Ⅲ

八尾市内遺跡昭和62年度発掘調査報告書 I

同上Ⅱ

八尾市文化財紀要 3

寺内町の基本計画に関する研究

八尾市史

八尾市教育委員会
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松原市教育委員会

羽曳野市教育委員会

堺市立埋蔵文化財センター

河内長野市教育委員会

三日市遺跡調査会

泉大津市教育委員会

泉佐野市教育委員会

阪南町教育委員会

泉南市教育委員会

大阪経済法科大学

大阪大学埋蔵文化財調査委員会

大阪府立泉北考古資料館

大阪八尾開発事業国

奈 良

奈良国立文化財研究所

大和郡山市教育委員会

天理市教育委員会

いかるが町教育委員会

桜井市教育委員会

田原本町教育委員会

榛原町教育委員会

名張市遺跡調査会

奈良大学文学部

兵 庫

芦屋市教育委員会

伊丹市教育委員会

松原市遺跡発掘調査概要昭和62年度

古市遺跡群Ⅱ

同上Ⅲ

同上Ⅵ

同上Ⅷ

平井遺跡 堺市文化財調査報告第25集

河内長野市埋蔵文化財報告Ⅱ

三日市遺跡調査報告書 I

泉大津市埋蔵文化財発掘調査概報 6

泉大津の民家

泉佐野市埋蔵文化財発掘調査概要Ⅷ

植田池遺跡発掘調査報告書-87-2区の調査―

川原出地区埋蔵文化財試掘調査報告書

泉佐野駅上地区試掘調査報告書

若宮遺跡発掘調査報告書-87-1区の調査―

同上 3号

阪南町埋蔵文化財分布調査概要 I

泉南市遺跡群発掘調査報告書V

河内 花岡山遺跡

待兼山遺跡Ⅱ

泉北考古資料館だより No32～No34

大阪八尾開発事業団のあゆみ

埋蔵文化財ニュース 59～ 63

奈良国立文化財研究所年報1987

昭和62年度平城宮跡発掘調査概報

大和郡山市文化財調査報告概要 9。 10。 ■

天理市埋蔵文化財調査概報昭和61・ 62年度

天理市平等坊・岩里遺跡発掘調査概報

いかるが 藤ノ木古墳

桜井市吉備 吉備池遺跡切田地区発掘調査報告書

初瀬小学校三輪小学校体育館改築工事に伴う埋蔵文化財発掘調査報告書

桜井市浅古 舞台 1・ 2号墳 都市計画道路栗原―池之内線工事に伴う

発掘調査報告書

金剛寺遺跡

榛原町遺跡群細分布調査概要

むかし、むかしの榛原

名張市夏見 下川原遺跡

名張市赤目町丈六 沢代遺跡

名張市赤目町一ノ井 滝野氏城址

文化財学級第 5集

年報No 2

芦屋廃寺遺跡G・ I地点発掘調査報告書

芦屋市文化財報告第16集

伊丹市口酒井遺跡 (第11次発掘調査報告書)
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川西市教育委員会

神戸市教育委員会

三田市教育委員会

尼崎市教育委員会

岡 山

津山郷土博物館

島 根

島根県教育庁

島根大学付属図書館

広 島

吉田町教育委員会

山 口

山口大学埋蔵文化財資料館

香 川

香川県教育委員会

高松市教育委員会

高 知

高知県教育委員会

徳 島

徳島県教育委員会

福 岡

九州大学九州文化史研究施設

北九州市立考古博物館

宮 崎

野尻町教育委員会

宮崎県総合博物館

鹿児島

鹿児島大学埋蔵文化財調査室年報Ⅲ

ニューサイエンス社

福田英人

松藤和人

三上幸寿

吉岡 哲

緑ケ丘遺跡第 3次調査報告書

川西市加茂遣跡発掘調査報告書

昭和60年度遺跡現地説明会資料

昭和61年度遺跡現地説明会資料

地下に眠る神戸の歴史展V

同上Ⅵ

昭和62年度遺跡現地説明会資料

昭和60年度神戸市埋蔵文化財年報

繁田古窯発掘調査報告書

武庫川下土地改良区画圃場整備事業に伴う埋蔵文化財の記録

尼崎市文化財調査報告書第20集

要覧

朝酌川河川改修工事に伴う西川津遺跡発掘調査報告書Ⅳ

島根女子短期大学移転予定地内奥山遺跡発掘調査報告書

山陰地域研究 伝統文化部門分冊第 4号

史跡毛利城跡保存管理計画策定報告書

山口大学構内遺跡発掘調査研究年報Ⅵ

高松城東ノ丸跡発掘調査報告書

中沼C遺跡発掘調査報告書

高知県遺跡地図―幡多ブロックー

土佐国遺跡発掘調査報告書第 8集

国豊城跡発掘調査概報第 1～ 3次

後川・中筋川埋蔵文化財発掘調査報告書 I

生成町北原遺跡―内陸工業団地造成に伴う埋蔵文化財発掘調査報告書―

九州文化史研究所紀要第33号

野尻町文化財調査報告書第 3集

下那珂貝塚

鹿児島大学埋蔵文化財調査室年報Ⅲ

月刊考古学ジャーナル4月 号

マニュアル通信第 1号 。第 2号

旧石器考古学35別刷 長崎県百花台東遺跡第 4次発掘調査速報

八尾の120年の歩み―明治から現代まで一

紀要 清友第 1号
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発

編

(財)八尾市文化財調査研究会報告25

八尾市文化財調査研究会年報

昭和63年度

行 平成元年12月

集 財団法人 八尾市文化財調査研究会

〒581 大阪府八尾市清水町 1丁 目2番 1号

0729--94--4700

刷 明 新 印 刷 株 式 会 社
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